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の
批
評
で
あ
る
。
ニ
ラ
ン
論
文
は
、
近
時
、
私
の
手
掛
け
る
孝
子
伝
図
を
考
え
る
上
で
、
古
典
中
の
古
典
と
も
言
う
べ
き
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
に
つ
い
て
、
全
く
新
し
い
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
発
表
と
も
ど
も
世
界
的
な
評
判
を
呼
ん
だ
。
小
論
は
、
三
章
か
ら
成
る
ニ
ラ
ン
論
文
の
第
1
1章
'
石
碑
概
要
S
te
le
S
u
m
m
a
ry
を
批
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
碑
と
は
、
武
氏
祠
画
象
石
の
施
主
た
る
山
東
、
金
郷
の
武
氏
一
門
に
纏
わ
る
五
つ
の
碑
文
を
指
し
、
武
氏
祠
の
概
念
を
形
成
す
る
基
本
資
料
に
相
当
し
て
い
る
。
女
史
は
、
そ
れ
ら
五
つ
の
碑
文
を
鋭
く
批
判
、
そ
の
歴
史
資
料
性
を
否
定
し
て
、
武
氏
一
門
の
実
在
を
疑
い
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
を
解
体
し
て
、
最
終
的
に
武
氏
一
門
を
画
象
石
か
ら
切
り
離
そ
う
と
試
み
て
い
る
。
小
稿
は
、
五
章
に
亙
っ
て
、
原
資
料
に
溯
り
つ
つ
、
旦
ハ体
的
に
女
史
の
行
論
の
跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
当
否
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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を
読
ん
だ
。
驚
い
た
の
は
米
国
に
お
け
る
東
洋
学
(聊
か
古
風
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
支
那
学
)
の
水
準
の
高
こ
な
さ
で
あ
る
。
読
み
進
む
に
つ
れ
、
そ
こ
で
自
在
に
使
い
熟
さ
れ
て
ゆ
く
、
圧
倒
的
な
漢
籍
の
質
と
量
に
は
、
た
だ
た
だ
舌
を
巻
い
た
。
取
り
分
け
ニ
ラ
ン
女
史
の
論
攷
内
容
は
、
中
国
美
術
史
、
特
に
石
刻
芸
術
史
に
吃
立
す
る
古
典
中
の
古
典
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
形
成
史
を
批
判
的
に
顧
み
よ
う
と
す
る
点
、
一
読
者
に
過
ぎ
な
い
私
に
対
し
て
も
、
そ
れ
を
基
本
か
ら
捉
え
直
す
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
武
氏
祠
画
象
石
に
注
ぎ
掛
け
る
、
女
史
の
視
線
の
真
摯
さ
に
、
深
い
畏
敬
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
水
準
の
高
い
こ
と
と
論
の
当
否
と
は
ま
た
、
自
ず
か
ら
別
の
問
題
で
あ
る
。
ニ
ラ
ン
論
文
は
、
I
.
Intro
d
u
c
tio
n
II.
S
te
le
S
u
m
m
a
ry
II
.
T
h
e
W
u
L
ia
ng
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s
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e
L
ite
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ry
E
v
ide
n
c
e
と
題
し
た
三
つ
の
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
二
章
は
石
碑
(武
斑
碑
、
武
栄
碑
、
武
開
明
碑
、
武
梁
碑
、
西
闕
銘
の
五
つ
)
を
扱
い
、
三
章
は
所
謂
、
武
梁
画
象
(武
氏
祠
画
象
)
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
章
は
、
武
斑
碑
を
始
め
と
す
る
五
つ
の
碑
文
に
基
づ
く
、
従
来
の
通
説
を
痛
烈
に
批
判
し
た
も
の
で
、
結
論
的
に
、
五
つ
の
碑
文
は
武
梁
画
象
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
武
梁
画
象
と
の
関
係
を
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
ニ
ラ
ン
女
史
の
論
文
は
、
従
来
の
通
説
を
こ
の
よ
う
に
言
わ
ば
木
端
微
塵
と
し
て
し
ま
う
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
も
し
そ
の
二
章
を
正
し
い
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
私
達
の
武
氏
一
族
に
関
す
る
概
念
は
、
そ
の
意
味
を
全
て
失
っ
て
解
体
し
、
武
梁
画
象
は
、
幾
つ
か
の
無
名
の
軍
人
(即
ち
、
武
人
)
貴
族
の
祠
堂
を
寄
せ
集
め
た
も
の
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
そ
の
方
向
は
、
果
し
て
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
女
史
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
従
来
の
通
説
は
、
も
は
や
生
き
延
び
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
稿
の
目
的
は
、
取
り
敢
え
ず
ニ
ラ
ン
論
文
の
二
章
を
対
象
と
し
て
、
女
史
の
行
論
を
旦
ハ体
的
に
検
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
併
せ
て
、
通
説
と
の
対
比
を
試
み
つ
つ
、
五
つ
の
碑
文
に
関
す
る
、
女
史
の
見
解
の
当
否
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
検
討
に
先
立
ち
、
女
史
に
よ
っ
て
批
判
の
的
と
さ
れ
た
、
従
来
の
通
説
の
あ
ら
ま
し
、
即
ち
、
五
つ
の
碑
文
か
ら
概
念
的
に
帰
納
さ
れ
る
武
氏
一
族
の
構
成
、
ま
た
、
そ
の
武
氏
65　
一
門
と
武
梁
画
象
と
の
関
係
、
そ
し
て
、
存
否
も
含
め
た
五
つ
の
碑
文
の
文
献
上
の
所
在
な
ど
の
事
柄
に
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
左
に
掲
げ
る
の
は
、
武
斑
碑
を
始
め
と
す
る
、
五
つ
の
碑
文
か
ら
概
念
的
に
再
構
成
さ
れ
た
、
武
氏
一
族
の
系
図
で
あ
る
(後
述
、
関
野
貞
の
著
作
に
拠
る
)。
武
口一
始
公
 
字
綏
宗
五
一
没
、
一 梁景
行1
開
明
74
歳
n仲
章
季
章
季
立
一
四
八
没
、
57
歳
一字斑
四宣
五張
没
 
栄字
含
和
一
六
七
没
n
子
僑
と
こ
ろ
で
、
上
の
系
図
に
表
わ
れ
た
武
氏
一
族
と
、
所
謂
武
梁
画
象
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
E
・
E
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
な
ど
と
前
後
し
て
、
親
し
く
中
国
山
東
省
を
訪
れ
た
、
我
が
国
の
関
野
貞
は
、
古
典
的
名
著
『支
那
山
東
省
に
於
け
る
漢
代
墳
墓
の
表
飾
』
(『東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
紀
要
』
8
冊
1
号
、
大
正
5
△
九
一
六
〉
年
3
月
)
三
章
乙
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
武
梁
の
石
室
に
関
し
て
は
、
早
く
よ
り
隷
釈
は
前
掲
碑
文
の
義
を
推
し
て
、
金
石
録
に
唯
武
氏
石
室
画
像
と
載
せ
し
者
を
、
始
め
て
武
梁
祠
堂
画
像
を
以
て
之
に
名
づ
け
た
り
。
後
世
亦
、
之
に
頼
り
て
改
め
ず
。
確
証
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
姑
く
之
に
従
ふ
こ
と
〉
す
べ
し
。
開
明
武
斑
武
栄
皆
碑
あ
り
た
れ
ば
、
此
等
亦
、
各
石
祠
を
有
せ
し
な
る
べ
く
、
又
、
他
に
も
石
祠
石
碑
を
有
せ
し
者
も
、
或
は
之
あ
る
べ
し
。
黄
易
の
記
に
よ
り
て
、
石
碑
及
び
武
梁
祠
の
外
に
、
彼
が
前
石
室
及
び
後
石
室
を
発
掘
し
、
後
李
鉄
橋
等
左
石
室
を
発
掘
せ
し
こ
と
を
知
る
を
得
た
れ
ど
も
、
此
等
石
室
が
何
人
に
属
す
べ
き
者
な
り
や
明
か
な
ら
ず
。
今
此
等
出
土
の
画
象
石
に
は
、
一
一
何
石
室
第
何
石
と
陰
刻
し
、
出
処
を
明
か
に
し
た
れ
ど
も
、
徃
々
他
の
石
室
に
用
ひ
ら
れ
し
画
象
石
の
混
在
せ
る
を
免
れ
ず
。
例
へ
ば
後
石
室
の
第
六
石
第
七
石
は
、
左
石
室
の
第
三
石
と
同
形
式
同
手
法
に
し
て
、
当
初
は
前
記
の
諸
石
室
と
異
り
、
別
に
他
の
石
室
を
構
成
せ
し
者
た
る
こ
と
明
か
な
る
が
如
し
。
此
等
石
室
の
何
人
に
属
す
べ
き
者
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た
る
や
は
明
か
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
何
れ
か
が
開
明
、
武
斑
、
武
栄
等
の
者
に
該
当
す
べ
く
、
皆
後
漢
末
即
、
大
要
桓
霊
問
(約
千
七
百
五
六
十
年
前
)
に
成
り
し
者
と
推
定
せ
ん
も
、
敢
て
不
当
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
そ
し
て
、
右
に
示
し
た
武
氏
一
族
の
系
図
な
ど
、
現
代
の
武
氏
祠
画
象
石
研
究
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
、
蒋
英
炬
、
呉
文
祺
氏
『漢
代
武
氏
墓
群
石
刻
研
究
』
(山
東
美
術
出
版
社
、
一
九
九
五
年
)
三
章
に
殆
ど
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
同
時
期
、
大
村
西
崖
に
よ
る
『支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
(仏
書
刊
行
会
図
像
部
、
大
正
4
〈
一
九
一
五
〉
年
)
五
十
六
頁
が
、
武
栄
の
享
堂
は
、
黄
小
松
以
来
武
氏
前
石
室
と
の
み
称
し
来
り
し
も
の
に
し
て
、
こ
れ
を
武
栄
の
祠
堂
と
定
む
る
は
本
書
を
初
め
と
す
。
何
に
由
り
て
こ
れ
を
知
る
か
と
云
ふ
に
、
武
栄
の
碑
〈
隷
釈
十
二
。
金
薤
琳
琅
に
出
づ
。
金
石
録
十
四
亦
こ
れ
を
記
せ
り
。〉
に
曰
は
く
、
仕
為
二
州
書
佐
郡
曹
史
主
簿
督
郵
五
官
掾
功
曹
守
従
事
司
年
卅
六
。
汝
南
蔡
府
君
。
察
挙
二孝
廉
の
□
□
郎
中
。
遷
二
執
金
吾
委
而
し
て
謂
は
ゆ
る
前
石
室
画
象
中
の
題
榜
に
「
君
為
二
都
□
一
時
。
」
「
五
官
掾
車
。
」
「
君
為
二
市
掾
一時
。
」
〈
第
九
石
。
〉
「
主
簿
。
」
「
為
二
督
郵
一
時
。
」
「行
レ
亭
。
」
〈
第
十
石
。
〉
等
の
刻
記
あ
り
て
、
栄
の
閲
歴
を
録
し
た
る
に
外
な
ら
ざ
る
こ
と
、
碑
文
に
照
し
て
明
か
な
り
と
す
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
、
容
庚
『漢
武
梁
祠
画
像
録
』
(考
古
学
社
専
集
13
種
、
北
平
燕
京
大
学
考
古
学
社
、
民
国
25
△
九
三
六
〉
年
)
考
釈
四
の
参
看
す
る
所
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
例
え
ば
武
梁
画
象
の
こ
と
を
、
関
野
は
、
「確
証
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
姑
く
之
に
従
ふ
こ
と
〉
す
べ
し
」
と
言
い
、
ま
た
、
武
梁
祠
以
外
の
石
室
の
こ
と
を
、
「此
等
石
室
が
何
人
に
属
す
べ
き
者
な
り
や
明
か
な
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
今
日
に
お
い
て
も
何
ら
変
わ
る
所
が
な
い
。
故
に
、
武
梁
画
象
に
纏
わ
る
通
説
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
上
引
関
野
の
、
此
等
石
室
の
何
人
に
属
す
べ
き
者
た
る
や
は
明
か
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
何
れ
か
が
開
明
、
武
斑
、
武
栄
等
の
者
に
該
当
す
べ
く
、
皆
後
漢
末
即
、
大
要
桓
霊
間
…
…
に
成
り
し
者
と
推
定
せ
ん
も
、
敢
て
不
当
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
と
言
う
地
平
に
成
り
立
っ
て
く
る
訳
だ
が
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
批
判
は
、
正
し
く
そ
の
間
隙
を
衝
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
武
氏
祠
か
ら
は
往
時
、
五
つ
の
碑
文
が
出
土
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
五
つ
と
は
、
1
武
斑
碑
2
武
栄
碑
3
武
開
明
碑
4
武
梁
碑
　5　
5
西
闕
銘
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
ー
、
2
及
び
、
5
の
三
つ
で
(そ
れ
ぞ
れ
傷
み
が
あ
る
)
、
残
る
3
武
開
明
碑
と
4
武
梁
碑
の
二
つ
は
、
何
時
し
か
失
わ
れ
、
今
に
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
碑
文
の
ひ
内
容
に
関
し
て
は
、
集
古
録
(宋
、
欧
陽
脩
撰
。
ま
た
、
子
の
秦
の
こ
ひつ
撰
ん
だ
集
古
録
目
)
、
金
石
録
(宋
、
趙
明
誠
撰
)
、
隷
釈
(宋
、
洪
か
つ
這
撰
。
ま
た
、
同
撰
の
隷
続
)
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
そ
れ
ら
諸
書
に
お
け
る
、
五
つ
の
碑
文
の
記
載
状
況
を
、
左
に
一
覧
と
し
て
お
く
(空
欄
は
、
そ
の
書
物
に
記
載
の
な
い
こ
と
を
示
す
)
。
(
存
否
)
隷 金 集
石 古
釈 録 録
O 000
斑
碑
0 OoO
t
栄
碑
0
開
明
碑
00 梁碑
O O
西
闕
銘
 
†
目
録
二
一
五
に
碑
名
の
み
あ
り
そ
れ
で
は
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
一一
.
S
te
le
S
u
m
m
a
ry
(石
碑
概
要
)
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
幾
つ
か
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
少
し
具
体
的
に
、
考
察
を
廻
ら
し
て
み
た
い
。
そ
の
二
章
は
、
上
記
の
斑
碑
に
始
ま
っ
て
西
闕
銘
に
終
わ
る
五
つ
の
碑
文
を
、
順
番
に
論
じ
て
ゆ
く
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
考
察
の
対
象
と
な
る
五
つ
の
碑
文
は
、
そ
れ
が
原
石
か
ら
の
も
の
で
あ
れ
、
或
い
は
、
文
献
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
原
則
的
に
一
旦
、
拓
本
の
形
を
取
っ
た
資
料
を
、
私
達
は
常
時
扱
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
対
象
資
料
の
特
殊
な
性
格
は
、
武
梁
画
象
を
論
じ
た
ニ
ラ
ン
論
文
の
三
章
に
お
い
て
も
変
わ
り
が
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
一
章
の
五
一
五
頁
左
に
、
女
史
の
考
え
方
と
い
う
も
の
を
は
っ
き
り
と
表
明
し
て
い
る
。W
h
e
re
ru
b
b
ing
s
b
e
a
r
n
o
se
a
ls
o
r
id
e
n
tify
in
g
m
a
rks
,
th
e
m
a
in
m
eth
-
o
d
o
lo
g
ic
a
l
ru
le
h
a
s
b
e
e
n
th
is
:
th
e
g
re
a
te
r
the
d
a
m
a
g
e
to
th
e
sto
n
e
re
v
ea
le
d
b
y
th
e
ru
b
b
in
g
,
the
n
e
w
e
r
th
e
ru
b
b
in
g
is
lik
e
ly
to
b
e
°
(落
款
印
、
或
い
は
、
〔制
作
年
代
を
〕
識
別
す
る
特
徴
の
全
く
な
い
拓
本
の
場
合
、
〔そ
れ
を
判
定
す
る
〕
お
よ
そ
の
や
り
方
の
約
束
事
は
、
こ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
摩
擦
に
よ
っ
て
石
の
表
面
に
現
わ
れ
た
摩
耗
の
度
合
い
が
大
き
い
程
、
そ
の
拓
本
は
よ
り
新
し
い
で
あ
ろ
う
〔と
い
う
こ
と
だ
〕。
)
そ
し
て
、
女
史
は
ま
た
、
五
一
五
頁
右
に
、
次
の
如
く
付
け
加
え
て
武氏祠画象石の基礎的研究159
い
る
。B
ut
be
c
a
us
e
su
c
h
ru
le
s
w
e
re
k
n
o
w
n
to
a
rd
e
n
t
a
ntiq
u
a
ria
n
s
a
n
d
c
a
-
g
a
b
le
fo
rg
e
rs
a
=k
e
,
th
is
e
s
sa
y
ta
k
e
s
a
n
o
th
e
r
ta
c
k
°
(し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
約
束
事
は
、
熱
心
な
古
物
収
集
家
や
腕
の
良
い
贋
物
作
り
に
も
等
し
く
熟
知
さ
れ
て
い
た
の
で
〔彼
等
に
掛
か
れ
ば
殆
ど
役
に
立
た
ず
〕、
こ
の
試
論
で
は
別
の
方
針
を
採
る
。
)
こ
の
女
史
の
考
え
方
、
方
針
は
、
ニ
ラ
ン
論
文
全
体
を
貫
く
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
ま
ず
始
め
に
、
ニ
ラ
ン
論
文
を
批
評
す
る
私
の
、
拓
本
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
時
の
経
過
と
共
に
、
原
石
が
摩
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拓
本
は
判
読
し
難
い
も
の
と
な
る
と
い
う
、
女
史
の
考
え
方
は
、
一
般
論
と
し
て
確
か
に
間
違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
は
、
そ
の
一
般
論
を
、
欧
陽
脩
に
よ
り
金
石
学
が
創
始
さ
れ
、
趙
明
誠
、
洪
這
ら
へ
と
そ
れ
が
継
承
、
発
展
し
て
ゆ
く
北
宋
後
期
、
南
宋
前
期
に
対
し
、
無
限
定
に
当
嵌
め
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
成
程
、
金
石
学
の
興
隆
と
共
に
、
拓
本
の
概
念
が
一
般
化
す
る
の
は
、
宋
代
と
言
え
よ
う
が
、
欧
陽
脩
か
ら
洪
造
に
至
る
金
石
学
の
謂
わ
ば
黎
明
期
、
原
石
が
摩
滅
に
瀕
す
る
ま
で
、
何
百
回
と
な
く
拓
本
の
作
ら
れ
る
よ
う
な
光
景
が
、
日
常
的
に
見
ら
れ
た
と
は
聊
か
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。
先
の
一
般
論
が
該
当
す
る
の
は
、
宋
代
以
降
、
特
に
金
石
学
が
隆
盛
を
迎
え
る
清
代
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
拓
本
や
原
石
の
偽
造
が
常
に
問
題
と
な
る
時
期
も
、
同
じ
く
清
代
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
は
、
女
史
の
言
う
一
般
論
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
さ
ら
に
柔
軟
に
、
金
石
学
の
黎
明
期
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
拓
本
の
内
容
が
後
々
徐
々
に
詳
し
く
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
過
程
も
、
想
定
し
得
る
も
の
と
考
え
、
余
程
の
事
情
が
な
い
限
り
、
そ
の
過
程
を
、
直
ち
に
贋
作
の
問
題
へ
と
結
び
付
け
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
欧
陽
脩
か
ら
洪
這
に
至
る
、
金
石
学
の
古
典
に
お
い
て
、
贋
作
を
論
じ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
な
り
に
別
途
、
考
証
の
用
意
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
の
使
命
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
女
史
と
は
少
し
異
な
る
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
且
つ
、
私
の
専
攻
す
る
文
献
学
的
立
場
か
ら
、
ニ
ラ
ン
論
文
二
章
に
お
け
る
、
五
つ
の
碑
文
に
向
け
ら
れ
た
、
女
史
の
方
針
に
添
う
考
察
の
跡
を
、
旦
ハ体
的
に
辿
り
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
、
幾
つ
か
の
女
史
の
結
論
の
当
否
を
、
改
め
て
検
証
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。ま
ず
斑
碑
に
関
す
る
論
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
注
9
を
併
せ
掲
げ
る
(原
文
左
に
、
拙
訳
を
添
え
た
。
斑
碑
は
現
存
す
る
が
、
現
状
は
、
「由
于
長
期
風
化
、
歴
代
捶
拓
、
石
面
漫
渤
、
文
字
剥
落
、
絶
大
部
分
字
跡
模
糊
不
清
。
碑
額
題
字
也
模
糊
難
弁
」
で
あ
る
と
い
う
〈
蒋
英
炬
、
呉
文
祺
氏
前
掲
書
三
章
三
〉。
な
お
欠
落
部
分
の
字
数
は
、
「
《隷
釈
》
原
注
下
缺
、
字
数
不
知
。
拠
碑
文
所
缺
的
字
距
、
約
為
八
字
」
と
さ
れ
て
い
る
〈
同
上
注
②
〉)
。Ac
c
o
rd
in
g
t
o
th
e
J
ig
u
lu
(c
o
m
p
ile
d
1
0
4
5
-
10
6
1
;
p
re
f
a
c
e
1
0
6
2
),
O
u
y
-
06　
a
n
g
X
iu
a
n
d
h
is
s
o
n
O
u
y
a
n
g
F
e
i
h
a
d
in
th
e
ir
p
o
s
s
e
s
s
io
n
a
s
in
g
le
ru
b
b
in
g
d
e
d
ic
a
te
d
t
o
a
m
a
n
w
h
o
s
e
p
e
rs
o
n
a
l
n
a
m
e
w
a
s
B
a
n
.
A
n
a
p
-
p
e
n
d
e
d
n
o
t
ic
e
in
s
o
m
e
e
d
it
io
n
s
re
f
e
rs
to
a
s
e
c
o
n
d
v
e
rs
io
n
o
f
th
e
s
a
m
e
ru
b
b
in
g
,
w
h
ic
h
s
u
p
p
lie
s
t
h
e
in
d
iv
id
u
a
l
n
a
m
e
d
B
a
n
w
ith
th
e
f
a
m
ily
n
a
m
e
o
f
W
u
.
T
h
is
a
p
p
e
n
d
e
d
n
o
t
ic
e
a
p
p
e
a
rs
t
o
b
e
a
n
in
te
r
p
o
-
la
t
io
n
.9
In
a
n
y
c
a
s
e
,
t
h
e
v
e
rs
io
n
s
)
o
f
t
h
e
B
a
n
ru
b
b
in
g
k
n
o
w
n
to
th
e
O
u
y
a
n
g
s
h
a
d
n
o
s
te
le
h
e
a
d
in
g
,
a
n
d
it
la
c
k
e
d
,
b
y
O
u
y
a
n
g
's
e
s
t
im
a
-
t
io
n
,
s
o
m
e
8
0
-
9
0
p
e
rc
e
n
t
o
f
t
h
e
o
r
ig
in
a
l
s
te
le
in
s
c
rip
t
io
n
.
N
o
h
o
m
e
p
ro
v
in
c
e
,
d
is
t
ric
t
,
o
r
o
f
f
ic
ia
l
ra
n
k
c
o
u
ld
b
e
re
a
d
,
a
n
d
n
o
d
a
te
s
fo
r
t
h
e
d
e
a
t
h
a
n
d
b
u
ria
l.A
n
in
c
o
m
p
le
t
e
d
a
te
c
o
u
ld
b
e
s
e
e
n
,
tra
n
s
c
r
ib
e
d
in
n
in
e
c
h
a
ra
c
t
e
rs
.A
s
t
h
e
s
e
c
o
n
d
o
f
t
h
e
tw
o
c
h
a
ra
c
te
r
s
m
a
k
in
g
u
p
o
n
e
p
a
rt
o
f
th
e
d
a
t
e
w
a
s
ille
g
ib
le
,
O
u
y
a
n
g
c
o
n
c
lu
d
e
d
t
h
a
t
th
e
s
t
e
le
f
o
r
B
a
n
m
u
s
t
h
a
v
e
b
e
e
n
c
a
rv
e
d
o
n
t
h
e
d
in
g
h
a
i
d
a
y
o
f
th
e
f
irs
t
y
e
a
r
o
f
J
ia
n
h
e
(1
4
7
C
E
).
T
h
e
O
u
y
a
n
g
s
g
a
v
e
n
o
in
d
ic
a
t
io
n
t
h
a
t
B
a
n
a
n
d
R
o
n
g
m
ig
h
t
b
e
re
la
te
d
,
t
h
o
u
g
h
t
h
e
J
ig
u
lu
g
ro
u
p
s
f
a
m
ily
in
s
c
rip
t
io
n
s
e
ls
e
-
w
h
e
re
°
9
.S
s
e
J
ig
u
lu
,
ju
a
n
2
　
8
a
-8
b
(p
.17
8
4
7
).
A
n
a
p
p
e
n
d
e
d
n
o
t
ic
e
t
h
e
re
m
e
n
tio
n
s
a
s
e
c
o
n
d
,
s
lig
h
t
ly
b
e
tte
r
ru
b
b
in
g
o
f
t
h
e
B
a
n
s
te
le
in
s
c
r
ip
-
t
io
n
,
fo
u
n
d
s
u
p
p
o
s
e
d
ly
a
d
e
c
a
d
e
la
t
e
r,
in
1
0
6
8
,
w
h
ic
h
g
a
v
e
t
h
e
fa
m
-
ily
n
a
m
e
a
s
W
u
.T
h
e
re
a
re
a
t
le
a
s
t
t
h
re
e
re
a
s
o
n
s
t
o
b
e
lie
v
e
t
h
a
t
t
h
e
re
le
v
a
n
t
p
a
s
s
a
g
e
re
p
re
s
e
n
t
s
a
n
in
te
r
p
o
la
t
io
n
:
(1
)T
h
e
n
o
te
a
b
o
u
t
t
h
e
s
e
c
o
n
d
ru
b
b
in
g
is
a
p
p
e
n
d
e
d
a
fte
r
t
h
e
n
o
ta
t
io
n
r
e
f
e
rrin
g
t
o
t
h
e
jib
e
n
e
d
it
io
n
o
f
1
2
0
9
;
(2
)N
e
it
h
e
r
O
u
y
a
n
g
F
e
i's
a
b
b
re
v
ia
te
d
c
a
ta
lo
g
u
e
n
o
r
th
e
S
ib
u
c
o
n
g
k
a
n
e
d
it
io
n
o
f
L
i
s
h
i,
ju
a
n
2
1
(w
h
ic
h
p
re
s
u
m
a
b
ly
c
o
p
ie
s
th
e
O
u
y
a
n
g
s
'w
o
rk
a
s
k
n
o
w
n
t
o
a
la
te
r
,
p
o
s
s
ib
ly
e
a
rly
Q
in
g
e
d
ito
r
o
f
H
o
n
g
's
c
la
s
s
ic
)
m
e
n
t
io
n
s
a
s
e
c
o
n
d
,
b
e
tte
r
ru
b
b
in
g
;
(3
)T
h
e
(S
o
n
g
)
こ
a
n
li
z
iy
u
a
n
(S
ik
u
e
d
itiQ
n
)
,
ju
a
n
1
/
1
6
a
-
b
,
c
le
a
rly
s
t
a
t
e
s
th
a
t
t
h
e
O
u
y
-
a
n
g
s
'J
ig
u
"
d
id
n
o
t
k
n
o
w
t
h
e
fa
m
ily
n
a
m
e
[
fo
r
B
a
n
]
°"
A
ls
o
,
O
u
y
a
n
g
X
iu
ty
p
ic
a
lly
c
o
m
m
e
n
t
s
o
n
it
s
e
x
is
te
n
c
e
if
a
s
e
c
o
n
d
v
e
r
s
io
n
o
f
a
n
in
s
c
r
ip
t
io
n
is
k
n
o
w
n
to
h
im
.
O
n
e
m
a
y
a
ls
o
a
s
k
w
h
y
Z
h
a
o
M
in
g
-
c
h
e
n
g
w
o
u
ld
h
a
v
e
ta
k
e
n
s
u
c
h
p
r
id
e
in
s
u
p
p
ly
in
g
B
a
n
w
it
h
t
h
e
W
u
f
a
m
ily
n
a
m
e
,
if
o
n
e
o
r
m
o
re
o
f
th
e
O
u
y
a
n
g
s
h
a
d
a
lre
a
d
y
a
s
c
e
rta
in
e
d
t
h
e
fa
m
ily
n
a
m
e
o
n
t
h
e
b
a
s
is
o
f
a
s
e
c
o
n
d
r
u
b
b
in
g
o
f
th
e
s
te
le
in
t
h
e
ir
p
o
s
s
e
s
s
io
n
°
〔
下
略
〕
(集
古
録
(
一
〇
四
五
年
-
一
〇
六
一
年
闘
成
立
、
一
〇
六
二
年
序
)
に
よ
れ
ば
、
欧
陽
脩
と
そ
の
息
子
欧
陽
柔
は
、
彼
等
の
所
蔵
品
の
中
に
、
斑
と
い
う
名
前
の
一
人
の
男
性
に
捧
げ
ら
れ
た
、
た
だ
一
本
の
拓
本
を
持
っ
て
い
た
。
幾
つ
か
の
版
に
お
け
る
一
付
注
は
、
斑
と
名
.付
け
ら
れ
た
個
人
に
、
武
と
い
う
家
族
姓
を
与
え
る
、
同
じ
拓
本
の
別
本
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
付
注
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
改
変
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。
9
い
ず
れ
に
せ
よ
、
と
に
か
く
欧
陽
達
が
知
っ
て
い
た
、
斑
の
拓
本
の
版
に
は
、
碑
額
が
な
く
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
欧
陽
の
見
る
所
、
原
碑
の
約
八
-
九
割
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
。
出
身
地
や
治
所
、
或
い
は
、
公
的
身
分
は
全
く
読
み
取
れ
ず
、
死
亡
や
埋
葬
に
関
す
る
日
付
も
、
同
様
の
状
態
だ
っ
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た
。
九
文
字
で
筆
録
さ
れ
た
、
不
完
全
な
一
つ
の
年
紀
の
み
が
看
て
取
れ
た
。
年
紀
を
構
成
す
る
二
つ
の
文
字
の
二
番
目
の
も
の
は
判
読
し
難
か
っ
た
が
、
欧
陽
は
、
斑
の
碑
文
が
、
建
和
元
年
(
一
四
七
年
)
の
丁
亥
に
当
た
る
年
に
、
彫
ら
れ
た
に
違
い
な
い
と
結
論
付
け
た
。
欧
陽
達
は
、
集
古
録
が
他
の
箇
所
で
同
じ
家
族
の
碑
文
を
一
つ
に
纏
め
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
斑
と
栄
と
が
〔系
譜
的
に
〕
関
連
し
得
る
旨
の
指
摘
を
、
一
切
し
な
か
っ
た
。
9
.
集
古
録
、
巻
2
/
8
a
1
8
b
(
一
七
八
四
七
頁
)
を
見
よ
。
そ
こ
の
付
注
が
、
お
そ
ら
く
十
年
後
の
一
〇
六
八
年
に
見
出
さ
れ
た
、
僅
か
に
良
好
な
、
武
斑
碑
拓
本
の
別
本
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
れ
は
武
と
い
う
家
族
姓
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。
問
題
の
一
節
が
、
一
つ
の
改
変
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
信
じ
る
に
足
る
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
理
由
が
存
在
す
る
。
①
第
二
の
拓
本
に
つ
い
て
の
注
記
は
、
一
二
〇
九
年
の
集
本
版
に
関
す
る
表
示
の
後
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。
②
欧
陽
秦
の
略
目
録
に
も
、
四
部
叢
刊
版
の
隷
釈
、
巻
二
十
一
(そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
欧
陽
の
作
品
を
書
き
写
し
た
も
の
で
、
後
の
時
代
、
お
そ
ら
く
清
代
初
期
の
洪
作
品
の
編
者
に
知
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
)
に
も
、
第
二
の
よ
り
良
好
な
拓
本
に
対
す
る
言
及
が
な
い
。
㈹
(宋
)
漢
隷
字
源
(四
庫
版
)
、
巻
1
/
16
a
-
b
は
、
欧
陽
の
集
古
が
「
[斑
に
と
っ
て
の
]
家
族
姓
を
知
ら
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り
明
言
し
て
い
る
〔こ
と
で
あ
る
〕。
さ
ら
に
、
欧
陽
脩
は
通
常
、
仮
に
碑
文
の
別
本
が
彼
に
知
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の
現
存
に
関
す
る
注
記
を
行
う
〔筈
だ
〕。
人
も
ま
た
〔次
の
こ
と
を
〕
問
う
だ
ろ
う
、
も
し
欧
陽
達
の
一
人
或
い
は
、
二
人
と
も
が
、
彼
ら
の
所
蔵
品
中
の
第
二
の
碑
文
の
拓
本
に
基
づ
い
て
、
既
に
そ
の
家
族
姓
を
突
き
止
め
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
趙
明
誠
は
、
斑
に
武
氏
姓
を
付
与
す
る
こ
と
を
、
あ
の
よ
う
に
誇
ろ
う
と
し
た
の
か
、
と
。
〔下
略
〕)
ニ
ラ
ン
女
史
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
集
古
録
巻
二
の
、
次
の
斑
碑
の
記
述
で
あ
る
。
後
漢
武
班
碑
禮
獅
斫
醉
五
士
右
漢
班
碑
者
、
蓋
其
字
画
残
滅
、
不
二復
成
ワ
文
。
其
氏
族
州
里
官
閥
卒
葬
、
皆
不
レ
可
レ
見
。
其
僅
見
者
日
、
君
諱
班
。
爾
其
首
書
云
、
建
元
年
太
歳
在
二
丁
亥
謁
而
建
下
一
字
、
不
レ可
レ
識
。
以
二
漢
書
一考
レ
之
、後
漢
自
二
光
武
一至
二献
帝
訥
以
レ建
名
レ
元
者
七
。
謂
、
建
武
建
初
建
光
建
康
建
和
建
寧
建
安
也
。
以
レ
暦
推
レ
之
、
歳
在
二
丁
亥
訥
乃
章
帝
章
和
元
年
、
後
六
十
一
年
、
桓
帝
即
位
之
明
年
、
改
二
本
初
二
年
訥
為
二
建
和
元
年
訥
又
歳
在
二
丁
亥
適
則
此
碑
所
レ缺
一
字
、
当
レ為
二
和
字
一
〈真
跡
無
二
此
六
字
一〉
、
建
和
元
年
也
。
碑
文
缺
滅
者
、
十
八
九
。
惟
亡
者
多
、
而
存
者
少
。
尤
為
レ可
レ惜
也
。
故
録
レ之
。
治
平
元
年
四
月
二
十
日
書
〈右
集
本
〉。
後
得
二
別
本
納
摸
搨
粗
明
。
始
弁
二其
一
二
司
云
、
武
君
諱
班
。
乃
易
去
二
前
本
司
煕
寧
二
年
九
月
朔
日
記(孫
谿
朱
氏
金
石
叢
書
本
)
加
え
て
、
欧
陽
柔
の
手
に
成
る
集
古
録
目
一
に
も
、
次
の
斑
碑
の
記
述
が
存
す
る
(但
し
、
欧
陽
棄
撰
の
集
古
録
目
は
散
逸
し
て
お
り
、
清
、
黄
本
驥
や
繆
葢
孫
な
ど
の
輯
本
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
く
三
長
26　
物
斎
叢
書
、
雲
自
在
龕
叢
書
所
収
〉
。
武
斑
碑
に
関
す
る
そ
の
逸
文
と
し
て
は
、
隷
釈
巻
二
十
三
所
引
の
も
の
な
ど
が
最
古
に
属
す
る
)
。
武
班
碑
右
、
不
レ著
二
撰
人
名
氏
訥
厳
祺
字
伯
魯
、
隷
書
。
君
名
班
、
字
宣
〈
下
一
字
缺
〉、
敦
煌
人
。
碑
以
二
建
和
元
年
一立
。
今
其
文
字
磨
滅
、
姓
名
郷
里
、
粗
得
二
其
髣
髴
司
而
官
爵
事
跡
、
皆
不
レ
可
二
復
知
一矣
〈隷
釈
〉
(雲
自
在
龕
叢
書
本
)
ま
ず
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
集
古
録
の
「後
得
二別
本
一」
以
下
を
、
後
人
の
改
変
と
考
え
て
い
る
。
理
由
は
、
情
報
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
、
一
般
的
な
拓
本
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
時
の
経
過
と
共
に
原
石
が
傷
み
、
拓
本
の
情
報
量
が
減
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
何
十
年
、
何
百
年
の
ス
パ
ン
か
ら
見
れ
ば
、
確
か
に
そ
れ
は
正
し
い
。
し
か
し
、
集
古
録
の
二
つ
の
記
述
は
、
僅
か
五
年
を
隔
て
る
の
み
の
話
で
あ
っ
て
(治
平
元
〈
一
〇
六
四
〉
年
-
煕
寧
二
〈
一
〇
六
九
〉
年
)、
そ
の
よ
う
に
大
き
な
時
の
経
過
を
前
提
と
す
る
場
合
に
は
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
「後
得
二
別
本
匸
以
下
は
、
後
人
の
改
変
で
あ
る
こ
と
の
確
証
が
存
在
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
女
史
と
は
別
の
考
え
方
も
成
り
立
つ
。
例
え
ば
集
古
録
の
二
つ
の
記
述
を
、
疑
わ
ず
素
直
に
解
釈
す
る
と
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
欧
陽
脩
が
最
初
の
拓
本
に
つ
い
て
記
述
し
た
の
は
、
治
平
元
〈
一
〇
六
四
〉
年
四
月
の
こ
と
で
あ
り
、
別
の
拓
本
を
入
手
し
て
、
そ
の
こ
と
を
記
述
し
た
の
が
、
熙
寧
二
△
〇
六
九
〉
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
集
古
録
の
成
立
は
、
嘉
祐
治
平
間
(
一
〇
五
六
-
一
〇
六
六
)
と
さ
れ
る
の
で
(四
庫
提
要
)
、
欧
陽
脩
が
「後
得
二
別
本
一」
以
下
を
書
き
込
ん
だ
の
は
、
集
古
録
が
一
旦
成
立
し
て
後
、
脩
の
没
す
る
僅
か
三
年
前
の
こ
と
で
あ
る
(大
野
修
作
氏
「欧
陽
脩
『集
古
録
跋
尾
』
の
成
立
と
そ
の
書
論
」
〈
『東
洋
芸
林
論
叢
』
所
収
、
平
凡
社
、
昭
和
60
〈
一
九
八
五
〉
年
〉
参
照
)。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
脩
の
最
晩
年
、
集
古
録
に
、
「後
得
二
別
本
一」
以
下
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
の
、
二
種
類
の
本
が
生
じ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
欧
陽
の
家
に
は
、
斑
碑
の
拓
本
が
二
つ
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
物
語
る
の
が
上
掲
、
秦
の
集
古
録
目
の
記
述
で
あ
る
。
拓
本
の
別
本
が
、
前
本
と
較
べ
、
余
程
状
態
の
良
か
っ
た
こ
と
は
、
集
古
録
の
追
記
に
、
武
姓
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
「厳
祺
字
伯
魯
」
「字
宣
□
」
「敦
煌
」
等
が
、
集
古
録
目
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
拓
本
は
、
以
前
に
入
手
し
た
拓
本
(前
本
)
よ
り
遥
か
に
金
石
録
、
隷
釈
に
近
い
も
の
　ゑ
　
　
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
「敦
煌
口
口
」
が
読
み
取
れ
ず
、
粢
は
そ
の
箇
所
を
「敦
煌
人
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
集
古
録
目
は
、
確
実
に
前
本
と
は
異
な
る
斑
碑
の
拓
本
の
こ
と
を
記
述
し
て
お
り
、
そ
の
事
実
は
、
治
平
元
年
以
後
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
欧
陽
の
家
に
別
本
が
齎
さ
れ
た
こ
と
と
、
よ
く
符
合
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
欧
陽
秦
が
父
か
ら
目
録
の
編
纂
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
集
古
録
の
成
っ
た
八
年
後
、
そ
し
て
、
棄
の
集
古
録
目
の
成
立
し
た
の
は
、
究研　礎基S石象N　祠氏武爛
,
熙
寧
二
〈
一
〇
六
九
〉
年
二
月
の
こ
と
だ
か
ら
(秦
序
)
、
棄
は
、
集
古
録
の
、
父
に
よ
る
「後
得
二
別
本
こ
の
記
事
を
見
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
父
子
と
も
に
別
途
、
各
自
で
別
本
に
関
す
る
記
述
を
な
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
集
古
録
の
「後
得
二
別
本
匸
以
下
を
、
女
史
の
如
く
、
敢
え
て
後
人
の
改
変
と
捉
え
る
必
要
は
な
い
。
引
き
続
き
、
注
9
を
検
討
し
て
み
る
。
注
9
冒
頭
、
集
古
録
巻
二
の
丁
数
表
示
、
8
a
1
8
b
は
、
7
b
1
8
a
が
正
し
い
。
さ
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
集
古
録
「後
得
二
別
本
一」
以
下
の
、
後
人
に
よ
る
改
変
を
疑
う
、
三
つ
の
理
由
を
上
げ
て
い
る
。
ω
は
、
件
の
記
述
が
、
「治
平
元
年
四
月
二
十
日
書
〈
右
集
本
〉
」
の
後
に
来
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
が
(↓7Φ
jib
e
n
e
d
itio
n
o
f
12
0
9
不
明
)
、
そ
れ
は
、
「後
得
二
別
本
一」
以
下
を
、
欧
陽
脩
の
書
き
加
え
と
し
て
採
録
し
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
後
人
に
よ
る
改
変
と
は
、
何
の
関
わ
り
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ω
の
、
欧
陽
柔
の
集
古
録
目
に
つ
い
て
の
女
史
の
見
解
は
、
明
ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
。
集
古
録
目
に
は
一
見
、
別
本
に
関
す
る
言
及
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
前
述
の
通
り
前
本
で
は
な
く
、
別
本
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
女
史
の
見
解
と
は
む
し
ろ
逆
に
、
集
古
録
目
の
記
述
こ
そ
は
、
録
目
の
編
纂
時
、
欧
陽
の
家
に
確
実
に
別
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
即
ち
、
「後
得
二別
本
一」
以
下
が
改
変
な
ど
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
、
証
左
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
四
部
叢
刊
本
隷
釈
巻
二
十
一
に
件
の
記
述
が
な
い
の
は
、
そ
の
底
本
と
し
た
集
古
録
が
、
「後
得
二別
本
一」
以
下
の
書
き
加
え
の
な
い
系
統
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
㈹
の
、
婁
機
、
ま
た
、
趙
明
誠
の
見
た
集
古
録
も
、
同
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
北
宋
の
後
半
、
武
氏
祠
が
発
見
さ
れ
た
と
す
る
と
、
武
氏
祠
を
め
ぐ
る
情
報
が
順
次
増
加
、
蓄
積
さ
れ
て
ゆ
く
時
期
が
あ
っ
た
筈
だ
。
一
般
に
時
を
経
て
悪
化
し
て
ゆ
く
拓
本
の
状
態
も
、
原
石
の
手
入
れ
や
拓
本
の
取
り
方
に
よ
っ
て
は
、
以
前
読
め
な
か
っ
た
も
の
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
欧
陽
の
家
に
齎
さ
れ
た
二
つ
の
斑
碑
の
拓
本
は
、
そ
の
よ
う
な
武
氏
祠
研
究
史
に
お
け
る
黎
明
期
の
産
物
と
し
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
趙
明
誠
や
洪
這
の
時
代
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
ニ
ラ
ン
論
文
に
お
け
る
、
隷
釈
の
武
斑
碑
の
記
述
の
矛
盾
i
特
に
武
斑
の
出
自
を
め
ぐ
る
、
そ
の
記
述
の
矛
盾
を
指
摘
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
る
。
Fo
llo
w
in
g
th
is
le
n
g
thy
da
te
,
th
e
L
i
sh
i
g
ive
s
a
te
n
-c
h
a
ra
c
te
r
title
fo
r
W
u
B
a
n
,
a
fte
r
w
h
ic
h
a
s
in
g
le
c
h
a
ra
c
te
r,
to
n
g
,
d
a
n
g
le
s
,
a
le
rtin
g
re
a
d
e
rs
to
th
e
po
s
s
ib
ly
o
f
a
c
o
rru
p
t
te
x
t.
T
h
e
L
i
s
h
i
the
n
p
ro
c
e
e
d
s
w
ith
th
e
sa
m
e
th
irt
y
-tw
o
c
ha
ra
c
te
r
p
a
s
sa
g
e
w
ith
w
h
ic
h
Z
h
a
o
b
e
g
a
n
h
is
e
n
try
,
to
w
h
ic
h
it
a
p
p
e
n
d
s
m
o
re
tha
n
tw
o
h
u
n
d
re
d
c
ha
ra
c
te
rs
,
w
h
ic
h
in
c
lud
e
p
ro
b
a
b
le
a
n
a
c
h
ro
n
ism
s
(s
e
e
b
e
lo
w
)?
3
M
o
re
o
v
e
r,
the
W
u
B
a
n
o
f
L
i
s
h
i,
Ju
a
n
6
,
is
a
n
a
tiv
e
o
f
R
e
n
c
h
e
ng
s
e
rv
in
g
a
s
S
e
n
io
r
46　
O
ff
ic
e
r
in
D
u
n
h
u
a
n
g
,
w
h
ile
a
s
e
c
o
n
d
W
u
B
a
n
,
m
e
n
tio
n
e
d
in
a
n
o
th
e
r
c
h
a
p
te
r
in
c
lu
d
e
d
in
p
re
s
e
n
t
e
d
itio
n
s
o
f
t
h
e
L
i
s
h
i
,
is
s
a
id
t
o
b
e
a
n
a
-
tive
o
f
D
u
n
h
u
a
n
g
,
th
o
u
sa
nd
s
o
f
m
ile
s
fro
m
R
e
n
c
h
e
ng
°
≧
firs
t
g
la
nc
e
,
th
e
p
ro
b
le
m
s
e
e
m
s
e
a
s
y
to
re
so
lv
e
:th
e
W
u
B
a
n
e
ntry
in
L
i
sh
i,ju
an
2
3
,
is
s
im
p
ly
c
o
rru
pt
a
n
d
/
o
r
le
s
s
re
lia
b
ly
o
ld
.
(こ
の
長
っ
た
ら
し
い
日
付
に
続
き
、
隷
釈
は
、
武
斑
に
対
し
、
十
文
字
の
肩
書
を
付
与
す
る
が
、
そ
の
後
に
は
、
読
者
に
本
文
改
変
の
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
、
た
だ
一
文
字
の
「同
」
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
隷
釈
は
さ
ら
に
ま
た
、
趙
〔明
誠
〕
が
彼
の
7111�
載
を
始
め
た
の
と
同
じ
、
三
十
二
字
の
一
段
を
続
け
て
い
て
、
そ
こ
に
、
時
代
錯
誤
の
可
能
性
を
含
ん
だ
、
二
百
を
越
え
る
文
字
を
付
け
加
え
て
い
る
(以
下
を
見
よ
)
。
13
そ
の
上
に
、
隷
釈
の
巻
六
の
武
斑
は
、
敦
煌
長
史
と
し
て
仕
え
た
、
任
城
出
身
の
人
で
あ
り
、
一
方
、
第
二
の
武
斑
は
、
隷
釈
の
現
在
の
版
に
含
ま
れ
た
、
も
う
一
つ
の
巻
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
任
城
か
ら
数
千
マ
イ
ル
も
離
れ
た
敦
煌
出
身
の
人
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
見
、
問
題
の
解
決
は
容
易
そ
う
に
見
え
る
。
即
ち
、
隷
釈
巻
二
十
三
に
お
け
る
武
斑
の
記
載
は
、
単
に
改
悪
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
且
つ
、
信
頼
す
る
に
足
る
程
古
い
も
の
で
も
な
い
。)
ま
ず
'
F
o
llo
w
in
g
t
h
is
le
n
g
th
y
d
a
te
以
下
と
さ
れ
る
の
は
、
隷
釈
巻
六
、
武
斑
碑
の
冒
頭
部
分
、
建
和
元
年
大
歳
在
二
丁
亥
訥
二
月
辛
巳
朔
廿
三
日
癸
卯
、
長
史
同
町
敦
煌
長
史
武
君
諱
斑
、
字
宣
張
(
下
略
。
王
雲
鷺
本
)
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
女
史
の
言
う
Φ
↓Φ
n
-c
ha
ra
c
te
r
title
S̀
te
n
は
、
何
を
指
す
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
の
「
下
闕
」
注
記
の
前
後
は
文
章
が
続
か
ず
、
こ
こ
に
欠
落
(判
読
不
能
部
分
)
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
建
和
元
年
は
一
四
七
年
で
、
武
斑
が
卒
し
た
永
嘉
元
(
一
四
五
)
年
の
二
年
後
に
当
た
り
、
お
そ
ら
く
碑
を
作
っ
た
年
紀
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
不
審
が
残
る
。
た
だ
こ
の
年
紀
に
関
し
て
は
、
金
石
録
に
は
見
え
な
い
が
、
前
述
の
集
古
録
巻
二
に
、
其
首
書
云
、
建
元
年
太
歳
在
二
丁
亥
司
而
建
下
一
字
、
不
レ
可
レ
識
と
見
え
た
、
由
来
の
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
そ
こ
に
碑
文
本
文
の
改
変
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
程
武
梁
碑
、
西
闕
銘
と
の
関
連
に
お
い
て
、
旦
ハ体
的
に
詳
述
し
よ
う
(な
お
女
史
は
、
注
13
の
中
で
、
隷
釈
に
見
え
る
「顕
宗
」
の
語
が
、
後
漢
の
明
帝
〈
治
五
十
八
ー
七
十
五
〉
の
廟
号
、
ま
た
、
東
晋
の
成
帝
〈治
三
二
六
-
三
四
三
〉
等
の
廟
号
を
指
す
か
と
す
る
が
、
碑
文
の
前
後
の
文
脈
か
ら
見
て
、
一
寸
考
え
難
い
)。
と
こ
ろ
で
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
指
摘
す
る
、
隷
釈
に
お
け
る
、
武
斑
の
出
自
に
関
す
る
記
載
の
矛
盾
と
い
う
の
は
、
旦
ハ体
的
に
は
、
例
え
ば
隷
釈
巻
六
の
注
に
、
右
故
敦
煌
長
史
武
君
之
碑
、
隷
額
在
二済
州
任
城
司
武
君
名
斑
、
字
宣
張
、
従
事
梁
之
猶
子
、
呉
郡
府
丞
開
明
之
元
子
、
執
金
吾
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丞
栄
之
兄
也
等
と
あ
る
こ
と
と
(
任
城
は
、
山
東
省
済
寧
県
)
、
隷
釈
巻
二
十
三
所
収
「
欧
陽
秦
集
古
録
目
」
武
斑
碑
に
、
君
名
班
、
字
宣
軒
観
。
敦
煌
人
と
あ
る
こ
と
と
の
食
い
違
い
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
者
は
先
述
、
欧
陽
秦
の
著
作
、
集
古
録
目
を
洪
迢
が
転
載
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
両
者
の
違
い
は
、
隷
釈
自
体
の
矛
盾
な
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
武
斑
を
「
敦
煌
人
」
と
し
た
の
は
、
欧
陽
秦
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
裴
が
お
そ
ら
く
、
「
今
其
文
字
磨
滅
、
姓
名
郷
里
粗
得
二
其
髣
髴
訥
而
官
爵
事
跡
皆
不
レ
可
二
復
知
一矣
」
と
い
う
状
態
の
拓
本
を
判
読
し
、
解
釈
し
た
結
果
を
記
し
た
も
の
に
外
な
ら
ず
、
「
敦
煌
人
」
は
、
碑
文
の
写
し
と
見
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
棄
の
注
釈
と
見
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
隷
釈
の
記
述
に
矛
盾
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
、
碑
文
に
矛
盾
が
あ
る
訳
で
も
な
い
。
食
い
違
い
は
、
洪
逅
の
筆
録
し
た
碑
文
と
欧
陽
秦
の
解
釈
と
の
間
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
碑
文
を
め
ぐ
る
解
釈
上
の
誤
解
は
、
常
に
起
こ
り
得
る
事
柄
で
あ
る
。
文
献
学
的
に
矛
盾
を
見
る
場
合
、
碑
文
と
そ
の
解
釈
と
い
う
、
位
相
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
隷
釈
に
お
け
る
斑
碑
の
記
述
に
つ
い
て
、
ニ
ラ
ン
論
文
は
、
さ
ら
に
次
の
如
く
続
け
る
(注
15
も
併
せ
示
す
)
。
Ju
a
n
2
0
-2
7
,
c
o
n
s
istin
g
of
p
a
rts
o
f
th
e
e
p
ig
ra
p
h
ic
a
l
c
la
ss
ic
s
c
o
m
-
p
ile
d
b
y
O
u
y
a
n
g
X
iu
a
n
d
Z
h
a
o
M
in
g
c
h
e
n
g
,
re
p
re
se
n
ts
M
in
g
o
r
e
ve
n
e
a
r
ly
Q
in
g
v
e
rs
io
n
s
o
f
th
o
s
e
c
la
s
s
ic
s
.T
h
e
re
c
o
rd
m
a
y
w
e
ll
p
o
in
t
to
a
c
o
n
f
la
t
io
n
o
f
tw
o
o
r
e
v
e
n
t
h
re
e
d
if
e
re
n
t
W
u
B
a
n
s
te
le
s
,
ju
s
t
a
s
th
e
s
o
u
rc
e
s
lis
t
m
u
lt
ip
le
W
u
K
a
im
in
g
s
,
w
ith
th
e
ir
o
w
n
b
io
g
ra
p
h
ic
a
l
s
im
i-
la
r
it
ie
s
(s
e
e
b
e
lo
w
).
T
h
e
W
u
'
B
a
n
s
te
le
in
s
c
rip
t
io
n
,
a
s
t
ra
n
s
c
r
ib
e
d
in
t
h
e
L
i
s
h
i
,
is
o
n
e
o
f
th
e
v
e
ry
fe
w
te
x
ts
to
in
c
lu
d
e
m
e
n
t
io
n
o
f
th
e
O
Φ
IIig
ra
p
h
e
r°14
It
c
lIS
O
C
O
f1tE
lin
s
m
in
u
n
m
is
ta
k
m
ib
le
in
te
r
p
o
la
t
io
n
1
5
一
α
゜
L
is
h
i,
、u
a
n
6
/
一
ω
σ
.
F
iv
e
c
h
a
ra
c
te
r
s
(
Y
a
n
Q
i
z
、
』W
O
、黛
)
∩
xM
m
e
fr
o
m
m
尸コ
ー
o
t
h
e
r
e
n
try
,
p
ro
b
a
b
ly
f
ro
m
ju
a
n
2
9
/
1
0
b
.
A
n
e
n
tr
y
fo
r
Y
a
n
Q
i
m
a
y
b
e
f
o
u
n
d
in
J
、'n
s
h
こ
u
(n
o
.6
5
).
(
〔
隷
釈
〕
巻
20
1
27
は
、
欧
陽
脩
と
趙
明
誠
〔達
〕
の
編
纂
し
た
、
金
石
学
の
古
典
を
収
録
す
る
部
分
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
上
記
作
品
に
関
す
る
、
明
時
代
或
い
は
、
清
朝
初
期
の
版
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
記
録
は
、
二
つ
な
い
し
、
三
つ
以
上
の
武
斑
の
碑
文
の
合
成
を
よ
く
示
す
も
の
と
見
て
良
い
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
は
、
幾
つ
も
の
資
料
が
、
各
々
伝
記
と
し
て
類
似
す
る
、
多
く
の
武
開
明
〔
の
記
事
〕
を
列
挙
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
(以
下
を
見
よ
)
。
隷
釈
に
書
き
写
さ
れ
た
武
斑
の
碑
文
は
、
書
家
へ
の
言
及
を
含
む
、
数
少
な
い
本
文
の
一
つ
で
あ
る
。
14
そ
れ
は
ま
た
、
見
間
違
え
よ
う
の
な
い
改
変
を
有
し
て
い
る
。
15
15
.
隷
釈
巻
6
/
13
b
。
五
つ
の
文
字
(
厳
祺
字
伯
曾
)
は
、
他
の
記
述
か
ら
来
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
巻
29
/
10
b
か
ら
で
あ
ろ
う
。
厳
祺
と
い
う
一
語
は
、
金
石
録
(
65
番
)
に
見
出
さ
れ
よ
う
。
)
66　
隷
釈
巻
二
十
以
下
、
即
ち
、
「躑
道
元
水
経
注
」
そ
の
他
を
再
収
録
し
た
巻
々
を
以
っ
て
、
直
ち
に
斑
碑
の
合
成
の
証
左
と
す
る
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
見
解
に
は
同
じ
難
い
。
そ
れ
は
例
え
ば
上
述
の
、
欧
陽
の
家
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
斑
碑
の
二
つ
の
拓
本
の
場
合
を
見
て
も
、
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
武
開
明
の
こ
と
は
、
後
述
に
従
う
と
し
て
、
斑
碑
に
碑
文
の
書
家
に
関
す
る
言
及
の
あ
る
こ
と
も
、
斑
碑
の
後
世
に
お
け
る
合
成
、
改
変
の
決
め
手
と
な
り
得
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
武
梁
碑
中
の
珍
し
い
画
工
(「良
匠
衛
改
」)
へ
の
言
及
例
が
、
近
時
や
は
り
後
漢
の
蘊
他
君
石
祠
堂
石
柱
に
も
見
出
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
(長
廣
敏
雄
氏
編
『漢
代
画
象
の
研
究
』
〈
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
40
△
九
六
五
〉
年
〉
一
部
四
章
参
照
)
。
ニ
ラ
ン
女
史
の
言
う
a
n
u
n
m
is
ta
k
a
b
le
in
te
rp
o
la
-
tio
n
は
、
注
15
に
よ
れ
ば
、
隷
釈
巻
6
/
13
b
の
、
…
…
防
東
長
斉
国
臨
蕾
闕
紀
伯
允
書
此
碑
、
厳
祺
字
伯
曾
(四
庫
本
)
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
女
史
は
、
そ
の
末
尾
の
「厳
祺
字
伯
曾
」
五
字
[F
iv
e
c
ha
ra
c
te
rs
(Y
a
n
Q
、
N
i
B
o
lu
)
]
が
他
書
か
ら
の
剽
窃
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
巻
29
/
10
b
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
。
そ
の
巻
29
/
10
b
が
不
審
で
(隷
釈
は
巻
二
十
七
ま
で
し
か
な
い
)
、
そ
れ
は
多
分
、
巻
23
/
14
a
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
隷
釈
巻
23
/
14
a
は
、
前
述
の
よ
う
に
欧
陽
秦
の
集
古
録
目
を
転
載
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
、
武
班
碑
右
、
不
レ著
二撰
人
名
氏
司
厳
祺
字
伯
魯
、
隷
書
。
君
名
班
、
字
宣
〈下
一
字
缺
〉
(下
略
。
四
庫
本
)
と
い
う
記
述
が
見
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
女
史
の
上
げ
る
五
文
字
は
、
集
古
録
目
か
ら
隷
釈
へ
と
、
簡
単
に
は
転
じ
得
な
い
事
情
が
あ
る
。
何
故
か
と
言
う
と
、
集
古
録
目
と
隷
釈
と
で
は
、
そ
の
五
文
丗
目
が
、厳
祺
字
伯
魯
(集
古
録
目
)
厳
祺
字
伯
曾
(隷
釈
)
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(隷
釈
巻
六
は
、
王
雲
鷺
本
、
汪
日
秀
本
も
、
「
曾
<
ze
n
g
,
ce
n
g
>」
に
作
る
)
。
両
字
は
字
形
が
近
い
の
で
、
い
ず
れ
か
の
誤
字
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
両
字
が
異
な
っ
て
い
る
以
上
、
当
句
が
集
古
録
目
か
ら
隷
釈
へ
と
、
直
線
的
に
は
転
じ
得
な
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
な
お
一
層
認
め
難
い
の
は
、
そ
の
内
の
「厳
祺
(Y
a
n
Q
i)」
と
い
う
語
が
、
金
石
録
(65
番
)
に
見
出
さ
れ
る
と
す
る
、
女
史
の
指
摘
で
あ
る
。
金
石
録
巻
一
、
目
録
一
の
、
第
六
十
五
、
漢
祝
長
厳
訴
碑
和
平
元
年
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
、
厳
訴
(金
石
録
)
厳
祺
(隷
釈
)
と
、
や
は
り
二
字
目
が
異
な
っ
て
お
り
(訴
は
×
3
)
、
金
石
録
の
ぞ
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れ
は
、
隷
釈
の
直
接
の
出
典
で
は
あ
り
得
な
い
。
金
石
録
の
厳
訴
碑
は
、
第
六
十
六
の
武
梁
碑
に
接
し
て
い
て
、
確
か
に
目
に
止
ま
り
易
い
も
の
で
は
あ
る
が
(
碑
文
は
巻
十
四
に
収
め
る
〉
、
と
も
あ
れ
、
女
史
の
指
摘
は
、
思
い
付
き
の
域
を
出
な
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
武
斑
碑
に
関
連
し
て
も
う
一
点
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
参
照
し
た
、
葉
奕
苞
の
金
石
録
補
続
跋
の
こ
と
に
触
れ
て
お
く
。
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
Y
e
Y
ib
a
o
's
(a
ct.16
9
7
)
c
la
s
s
ic
w
o
rk
,
J
in
sh
i
lu
x
u
ba
(F
u
rt
h
e
r
n
o
te
s
o
n
[Z
ha
o
's
]
"R
e
co
rd
s
o
f
m
e
ta
l
an
d
s
to
n
e
")
s
ta
te
s
th
a
t
th
e
d
o
n
o
r
lis
t
in
c
lu
d
e
s
a
re
fe
re
nc
e
to
th
e
p
o
st
o
f
fu
c
h
e
n
g
(A
ss
ista
nt
in
th
e
fu
)
th
a
t
a
lm
o
st
c
e
rta
in
ly
in
d
ic
ate
s
a
T
a
n
g
d
a
te
for
the
W
u
B
a
n
s
te
le
in
-
sc
rip
tio
n
?
　
(葉
奕
苞
の
(
一
六
九
七
刊
)
古
典
的
作
品
、
金
石
録
続
跋
(趙
の
金
石
録
に
さ
ら
に
注
を
加
え
た
も
の
)
は
、
石
碑
の
寄
進
者
の
名
簿
中
に
、
府
丞
(府
の
補
佐
役
)
に
関
す
る
言
及
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
確
実
に
、
武
斑
碑
の
〔制
作
〕
年
代
が
唐
時
代
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
と
明
言
し
て
い
る
。
17
)
ニ
ラ
ン
論
文
が
参
照
し
た
の
は
、
金
石
録
補
続
跋
巻
四
、
「
漢
敦
煌
長
史
武
斑
碑
」
中
の
左
の
記
事
で
あ
る
。
秦
置
二
郡
守
の
景
帝
中
二
年
、
更
名
二
太
守
の
凡
郡
有
レ
丞
。
至
レ
唐
始
以
二
大
州
一為
レ
府
。
後
遂
以
レ
府
易
レ
郡
。
両
漢
領
レ
県
者
、
非
レ
国
則
郡
。
如
二
陳
留
之
丞
宜
日
郡
丞
一。
而
此
碑
日
、
陳
留
府
丞
。
武
斑
之
父
開
明
碑
、
除
二
呉
郡
府
丞
司
高
頤
碑
、
蜀
郡
北
部
府
丞
府
丞
は
、
通
常
、
役
所
の
次
官
を
言
う
が
(郡
丞
は
、
郡
の
次
官
。
そ
の
辺
境
に
あ
る
も
の
が
長
史
)
、
斑
碑
に
記
さ
れ
た
陳
留
(郡
)
府
丞
や
、
開
明
碑
に
記
さ
れ
た
呉
郡
府
丞
な
ど
、
そ
れ
が
郡
と
関
係
し
た
場
合
に
、
問
題
が
生
じ
る
。
漢
代
に
は
、
郡
府
丞
の
官
職
名
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
郡
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
漢
代
の
行
政
区
画
の
称
で
あ
る
が
、
府
も
行
政
区
画
を
指
す
時
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
清
、
顧
炎
武
の
日
知
録
巻
八
に
、
「漢
日
レ郡
、
唐
日
レ州
。
州
即
郡
也
。
惟
建
都
之
地
乃
日
レ府
…
…
至
レ
宋
而
大
郡
多
升
為
レ府
」
と
言
う
如
く
、
一
般
に
行
政
区
画
と
し
て
の
府
(即
ち
、
旧
来
の
郡
を
府
と
称
す
る
こ
と
)
は
、
唐
代
以
後
の
制
度
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
陳
留
府
丞
(斑
碑
)
や
呉
郡
府
丞
(開
明
碑
)
な
ど
、
郡
丞
を
府
丞
と
称
す
る
こ
と
は
、
唐
代
以
降
の
制
度
を
踏
ま
え
た
結
果
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
葉
奕
苞
が
、
「
凡
郡
有
レ
丞
。
至
レ唐
始
以
二
大
州
一為
レ府
。
後
遂
以
レ府
易
レ
郡
…
…
而
此
碑
日
、
陳
留
府
丞
。
武
斑
之
父
開
明
碑
、
除
二
呉
郡
府
丞
一」
と
言
う
の
は
、
そ
の
こ
と
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
そ
の
葉
奕
苞
の
言
を
、
斑
碑
(ま
た
、
開
明
碑
)
の
制
作
時
期
を
唐
代
と
す
る
も
の
と
理
解
し
た
の
で
あ
っ
た
(因
み
に
、
葉
奕
苞
は
、
決
し
て
そ
の
よ
う
に
は
述
べ
て
い
な
い
)。
す
る
と
、
斑
碑
、
開
明
碑
は
紛
れ
も
な
く
唐
以
降
の
偽
作
と
な
っ
て
し
ま
う
訳
だ
が
、
例
え
ば
「郡
府
　6　
丞
L
(
開
明
碑
)
な
ど
の
語
の
用
例
は
、
本
当
に
唐
以
降
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
後
漢
、
建
安
十
四
(二
〇
九
)
年
の
高
頤
碑
に
「蜀
郡
北
部
府
丞
」
と
記
す
用
例
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
葉
奕
苞
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
が
(隷
釈
巻
十
一
参
照
。
ニ
ラ
ン
女
史
も
留
意
し
て
い
る
)
、
な
お
任
伯
嗣
碑
に
は
、
「蜀
郡
府
丞
」
と
記
す
用
例
も
見
え
る
(金
石
録
巻
十
五
、
隷
続
巻
十
五
参
照
)。
さ
ら
に
郡
府
丞
と
い
う
語
は
、
東
観
漢
記
巻
十
四
列
伝
九
鮑
永
、
謝
承
後
漢
書
(羊
続
。
太
平
御
覧
巻
四
二
五
所
引
)
等
に
も
散
見
す
る
の
で
あ
る
(後
漢
書
の
鮑
永
伝
、
羊
続
伝
で
は
共
に
そ
れ
を
、
「府
丞
」
に
改
め
て
い
る
)
。
す
る
と
、
郡
府
丞
な
ど
と
あ
る
こ
と
を
以
っ
て
、
直
ち
に
斑
碑
や
開
明
碑
を
、
漢
代
の
も
の
で
は
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
ニ
ラ
ン
女
史
の
主
張
は
、
強
引
過
ぎ
る
も
の
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
て
、
漢
代
の
郡
府
丞
の
実
体
に
関
し
て
は
、
後
考
に
俟
つ
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
ニ
ラ
ン
論
文
は
、
武
斑
碑
に
次
ぎ
、
武
栄
碑
、
武
開
明
碑
の
論
評
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
が
、
こ
こ
で
は
、
武
栄
碑
、
武
開
明
碑
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一
点
だ
け
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
見
解
を
糺
し
て
お
く
。
ニ
ラ
ン
論
文
が
、
例
え
ば
問
題
提
起
の
斬
新
さ
、
主
題
提
示
の
鋭
さ
に
お
い
て
、
読
む
者
の
内
に
爽
快
な
感
動
と
深
い
探
求
心
を
喚
び
起
こ
す
、
数
少
い
名
論
文
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
断
言
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
そ
の
瑕
砧
と
す
べ
き
は
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
筆
の
荒
さ
、
或
い
は
、
細
部
に
対
す
る
気
配
り
の
欠
如
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
ニ
ラ
ン
論
文
に
は
、
記
述
の
誤
り
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
意
味
が
汲
め
ず
、
立
ち
往
生
す
る
こ
と
も
一
再
で
は
な
い
。
以
下
、
そ
の
一
、
二
に
触
れ
よ
う
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
ニ
ラ
ン
論
文
五
二
三
頁
左
の
、
武
栄
碑
の
こ
と
を
述
べ
た
一
節
で
あ
る
。
T
h
e
L
i
s
h
i
te
x
t
su
p
p
lie
s
a
g
re
a
tly
e
x
p
a
n
d
e
d
v
e
rs
io
n
o
f
th
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W
u
R
o
n
g
s
te
le
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T
o
th
e
to
ta
l
o
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c
h
a
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c
te
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th
a
t
h
a
d
b
e
e
n
le
g
ib
le
to
O
u
ya
n
g
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L
i
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h
i
a
d
d
e
d
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w
h
ic
h
g
iv
e
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n
a
m
e
s
a
n
d
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s
o
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W
u
K
a
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-
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g
a
n
d
W
u
B
a
n
,
a
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o
f
w
h
ic
h
is
ve
ry
o
d
d
fo
r
a
ste
le
te
x
t
d
e
d
ic
a
te
d
to
W
u
R
o
n
g
°
〔$
略
)
T
h
e
se
e
le
ve
n
c
ha
ra
cte
rs
m
o
s
t
p
ro
b
a
b
ly
re
p
re
-
s
e
nt
c
o
m
m
e
n
ta
ry
th
a
t
ha
s
be
e
n
inte
rp
o
la
te
d
in
to
th
e
m
a
in
te
xt.
(隷
釈
の
本
文
は
、
武
栄
碑
の
大
規
模
に
増
補
さ
れ
た
版
を
提
供
す
る
も
の
だ
。
欧
陽
達
が
判
読
し
得
た
計
七
十
四
文
字
に
対
し
、
隷
釈
は
一
四
八
字
を
加
え
た
が
、
そ
の
内
の
十
一
字
は
、
武
開
明
と
武
斑
と
に
名
前
と
肩
書
と
を
与
え
る
も
の
で
、
武
栄
に
捧
げ
ら
れ
た
碑
文
の
本
文
と
し
て
は
、
そ
の
全
て
が
非
常
に
奇
妙
な
も
の
だ
。
〔中
略
〕
こ
れ
ら
十
一
の
文
字
は
、
本
文
本
体
に
対
し
て
改
変
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
如
実
に
示
す
も
の
と
見
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。)
ま
ず
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
欧
陽
脩
(即
ち
、
集
古
録
)
の
採
録
し
た
武
栄
碑
の
字
数
を
、
七
十
四
字
と
数
え
る
。
問
題
は
、
次
の
洪
這
(隷
釈
)
の
記
し
た
字
数
で
、
私
が
王
雲
鷺
本
で
そ
れ
を
数
え
る
と
、
二
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五
五
字
と
な
る
(図
一
参
照
。
四
庫
本
、
汪
日
秀
本
も
同
じ
)。
従
っ
て
、
そ
こ
か
ら
集
古
録
の
七
十
四
字
を
引
く
と
、
隷
釈
が
増
益
し
た
の
は
一
八
一
字
と
な
っ
て
、
女
史
の
言
う
一
四
八
字
と
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
四
八
と
い
う
数
字
が
何
処
か
ら
出
て
来
た
の
か
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
次
に
、
女
史
は
隷
釈
の
増
益
分
の
内
の
十
一
字
が
、
武
開
明
と
武
斑
の
二
人
に
名
前
と
肩
書
と
を
与
え
る
も
の
だ
と
す
る
が
、
そ
の
原
文
は
、
君
即
呉
郡
府
卿
之
中
子
、
敦
煌
長
史
之
次
弟
也
と
言
う
も
の
で
、
字
数
は
十
七
字
、
し
か
も
肩
書
は
与
え
る
が
、
名
前
は
与
え
て
い
な
い
(名
前
を
与
え
て
い
る
の
は
、
洪
這
の
注
文
「武
君
、
名
栄
。
呉
郡
君
、
名
開
明
。
敦
煌
君
、
名
班
」
で
あ
る
)
。
こ
の
十
一
と
い
う
数
字
も
何
処
か
ら
出
た
の
か
、
私
に
は
理
解
出
来
な
い
。
さ
て
、
そ
の
十
一
字
(十
七
字
か
)
が
改
竄
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
肝
心
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
以
前
に
、
隷
釈
諸
本
の
字
数
を
幾
度
も
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
改
め
て
隷
釈
栄
碑
の
記
述
全
体
を
眺
め
る
に
、
女
史
の
言
う
一
四
八
字
は
、
栄
碑
に
対
す
る
洪
這
の
注
釈
(「
右
漢
執
金
吾
丞
…
…
鮮
双
寡
匹
也
」
)
を
指
し
、
同
じ
く
十
一
字
は
、
そ
の
中
に
お
け
る
、
前
述
注
文
の
傍
線
部
(「
呉
郡
君
…
…
名
班
」
)
を
指
す
も
の
ら
し
い
。
す
る
と
、
両
者
は
、
隷
釈
の
引
く
碑
文
本
文
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
も
の
で
な
く
、
洪
迢
の
注
文
に
関
し
て
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
栄
碑
の
碑
文
本
文
と
は
、
全
く
関
わ
り
の
な
い
主
張
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
洪
這
が
碑
文
170
本
文
に
一
四
八
字
を
加
え
た
事
実
な
ど
は
な
く
(洪
這
の
加
え
た
の
は
、
一
八
一
字
で
あ
る
)、
ま
し
て
そ
の
内
の
十
一
字
が
、
碑
文
本
文
に
対
す
る
改
変
を
示
す
な
ど
と
い
う
筈
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
、
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。
碑
文
の
本
文
批
判
に
お
い
て
、
そ
の
本
文
と
注
文
と
を
混
同
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
。
な
お
後
に
も
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
武
開
明
碑
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
没
年
(建
和
二
〈
一
四
八
〉
年
)
に
付
け
ら
れ
た
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
注
30
も
、
大
変
分
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
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.
山
東
通
志
(
四
庫
版
)
、
巻
9
/
m
b
、
「
長
史
武
斑
」
の
標
題
下
に
、
金
石
録
を
引
用
し
、
「
旧
志
」
は
「
武
開
明
と
書
く
[
代
わ
り
に
?
]
…
…
」
。
比
較
せ
よ
、
王
螯
(
明
時
代
)
、
彼
の
蘇
州
の
記
録
、
姑
蘇
志
(
四
庫
版
)
、
巻
37
/
9
a
は
、
武
開
明
の
死
を
一
九
七
年
と
す
る
(
一
四
八
で
な
く
)
。
比
較
せ
よ
、
万
姓
統
譜
(
四
庫
版
)
、
巻
78
/
9
a
は
、
武
開
明
を
晋
時
代
の
永
和
二
(
三
四
六
)
年
に
配
す
る
。
(永
和
二
年
は
、
三
四
六
年
、
四
一
七
年
、
四
三
四
年
、
ま
た
は
、
九
三
六
年
に
該
当
す
る
。))
ま
ず
始
め
に
参
照
を
指
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
山
東
通
志
(四
庫
版
)
巻
9
/
m
b
の
、
長
史
武
班
碑
〈漢
建
和
元
年
立
。
金
石
録
云
、
額
題
敦
煌
長
史
武
君
之
碑
。
旧
志
作
二
呉
郡
丞
武
開
明
碑
一〉
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
旧
本
の
山
東
通
志
が
、
「長
史
武
班
碑
」
を
「呉
郡
丞
武
開
明
碑
」
と
記
し
て
い
た
こ
と
の
注
記
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
と
建
和
二
(
一
四
八
)
年
に
な
る
の
で
(開
明
は
建
和
二
年
十
一
月
十
六
日
没
)
、
金
石
録
に
よ
っ
て
標
記
を
武
斑
碑
に
改
め
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
比
較
を
指
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
王
螯
(
ニ
ラ
ン
女
史
が
H
-1鑒
<W
a
n
g
J
ia
n
>
と
す
る
の
は
誤
り
、
鑒
<J
ia
n
>
は
、
螯
〈>
o
>
が
正
し
い
。
明
史
巻
一
八
一
列
伝
六
十
九
参
照
)
撰
の
姑
蘇
志
(四
庫
版
)
巻
37
/
9
a
の
、
武
開
明
、
永
和
二
年
挙
二
孝
廉
一除
二
郎
中
謁
者
司
漢
建
安
二
年
遷
二大
長
秋
丞
長
楽
太
僕
丞
司
永
嘉
元
年
喪
レ
母
去
レ官
、復
拝
二
郎
中
}除
二
呉
郡
府
丞
一。
建
安
二
年
卒
で
あ
る
。
幾
つ
か
の
年
号
に
は
注
意
が
必
要
で
、
永
和
二
年
は
一
三
七
年
、
建
安
二
年
は
一
九
七
年
(漢
安
二
年
な
ら
一
四
三
年
)
、
永
嘉
元
年
は
一
四
五
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
年
号
を
、
例
え
ば
金
石
録
所
引
の
武
開
明
碑
の
碑
文
と
較
べ
る
と
、
二
度
出
て
く
る
建
安
二
年
の
内
、
前
の
そ
れ
は
漢
安
二
年
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
漢
安
究研　礎基S石象　祠氏武　　H
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二
年
と
あ
っ
た
ら
し
い
痕
跡
が
、
姑
蘇
志
の
「漢
建
安
二
年
」
と
い
う
表
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
ろ
の
そ
れ
は
、
建
和
二
(
一
四
八
)
年
が
正
し
い
。
つ
ま
り
王
螯
(或
い
は
、
四
庫
版
姑
蘇
志
)
は
、
開
明
の
大
長
秋
丞
、
長
楽
太
僕
丞
に
遷
っ
た
年
(漢
安
二
年
)
と
、
没
し
た
年
(建
和
二
年
)
を
、
共
に
建
安
二
年
と
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
比
較
指
示
さ
れ
る
の
が
清
、
凌
迪
知
撰
、
万
姓
統
譜
(四
庫
版
。
ミ
魯
×
、'n
g
to
n
g
d
ia
n
〈
万
姓
通
典
〉
は
、
W
a
n
x
in
g
to
n
g
p
u
〈万
姓
統
譜
〉
の
誤
り
)
巻
78
/
9
a
の
、
晋
に
配
さ
れ
た
、
武
開
明
〈永
和
二
年
挙
二
孝
廉
一除
二
郎
中
謁
者
ハ
歴
二
呉
郡
府
丞
一〉
で
あ
る
。
武
開
明
は
晋
に
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
永
和
二
年
は
、
東
晋
の
永
和
二
〈
三
四
六
〉
年
を
指
す
が
(
ニ
ラ
ン
論
文
の
Y
o
ng
h
e
2
(3
4
7
)
は
、
(ω
轟
①
)
の
誤
り
)、
そ
れ
は
、
万
姓
統
譜
が
後
漢
の
永
和
の
年
号
を
、
誤
っ
て
晋
の
永
和
と
取
り
違
え
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
(因
み
に
、
永
嘉
に
も
、
晋
の
そ
れ
が
あ
る
)
。
ニ
ラ
ン
論
文
注
30
末
の
、
Y
o
n
g
h
e
1
c
o
rre
s
p
o
n
d
s
to
3
4
6
,
4
1
7
,
4
3
4
,
o
r
9
3
6
C
E
.
も
全
て
誤
り
で
あ
る
。
永
和
元
年
は
、
三
四
五
、
四
一
六
、
四
三
三
、
九
三
五
年
だ
か
ら
で
あ
る
(そ
れ
ぞ
れ
東
晋
、
後
秦
、
北
涼
、
十
国
び
ん
の
閾
の
康
宗
の
年
号
)
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
誤
り
の
多
い
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
注
30
は
、
一
体
何
の
目
的
で
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
・・・…
H
e
lived
to
the
a
ge
offift
y-seven
s
ui,
dy
ing
in?
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°ω。
と
い
う
原
文
の
主
旨
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
は
、
武
開
明
碑
に
記
さ
れ
た
、
開
明
の
没
年
を
始
め
と
す
る
、
幾
つ
か
の
年
紀
に
対
し
、
疑
い
を
表
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
(但
し
、
武
開
明
碑
に
登
場
す
る
永
和
、
漢
安
、
永
嘉
、
建
和
の
四
つ
の
年
号
の
内
、
漢
安
〈
一
四
ニ
ー
一
四
四
〉
は
、
後
漢
に
し
か
な
い
)
。
な
ら
ば
、
そ
の
疑
い
は
、
学
問
的
に
成
立
し
て
い
る
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
武
開
明
碑
と
い
う
一
級
資
料
(但
し
、
原
石
は
現
存
し
な
い
。
金
石
録
所
引
に
よ
る
)
に
対
し
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
適
用
し
た
資
料
(山
東
通
志
、
姑
蘇
志
、
万
姓
統
譜
等
)
が
こ
の
場
合
、
い
ず
れ
も
遥
か
に
時
代
の
降
る
二
級
、
三
級
資
料
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
姑
蘇
志
等
が
碑
文
と
異
な
る
年
紀
を
記
す
の
は
、
そ
の
碑
文
の
年
紀
を
誤
っ
て
解
釈
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
こ
と
は
碑
文
自
体
と
は
何
の
関
わ
り
も
な
い
こ
と
で
、
例
え
ば
金
石
録
所
掲
の
碑
文
の
一
字
も
変
え
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
山
東
通
志
以
下
の
資
料
は
、
武
開
明
碑
の
年
紀
に
何
ら
疑
い
を
挿
む
資
料
と
は
な
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
武
斑
碑
に
お
け
る
隷
釈
と
集
古
録
目
と
の
関
係
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
比
較
、
対
照
し
よ
う
と
す
る
テ
キ
ス
ト
問
の
位
相
の
ず
れ
を
ま
ず
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
本
文
批
判
(te
x
tk
r
iけ幽一()
の
常
識
に
属
す
る
事
柄
だ
ろ
う
。
人
の
書
く
も
の
に
誤
り
は
付
き
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
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こ
と
自
体
は
取
り
立
て
て
言
う
程
の
こ
と
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
や
は
り
小
さ
な
誤
り
の
積
み
重
な
り
が
、
や
が
て
論
旨
そ
の
も
の
に
疑
い
を
招
く
結
果
と
な
る
こ
と
も
、
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
た
め
に
惜
し
む
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
武
梁
碑
に
関
す
る
ニ
ラ
ン
女
史
の
捉
え
方
を
、
少
し
纏
ま
っ
た
形
で
、
検
討
し
て
み
る
。
ニ
ラ
ン
論
文
二
章
「武
梁
」
の
主
要
部
分
と
、
そ
の
注
34
、
36
、
37
、
38
(両
注
は
後
半
を
略
し
た
)、
39
、
40
及
び
、
注
36
に
参
照
指
示
の
あ
る
注
5
と
を
、
左
に
掲
げ
る
。
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W
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c
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h
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H
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o
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c
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h
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o
f
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l
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c
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t
s
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,
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h
a
t
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p
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s
e
n
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d
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p
a
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o
f
t
h
e
s
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in
s
c
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tio
n
,
b
u
t
th
e
y
m
a
y
re
p
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s
e
n
t
c
o
m
-
m
e
n
t
a
ry
in
s
t
e
a
d
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e
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B
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D
in
g
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n
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,
ju
a
n
4
/
2
0
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,
re
p
e
a
t
s
H
o
n
g
G
u
a
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c
o
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n
ta
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t
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th
e
W
u
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n
g
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le
in
s
c
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t
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[
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8
.
L
i
s
h
i
,
ju
a
n
6
/
1
5
a
(v
o
1.6
8
1
,
p
p
°5
15
-
1
6
),
g
iv
e
s
t
h
e
p
re
c
is
e
m
e
a
s
-
u
re
m
e
n
ts
o
f
t
h
e
s
te
le
:
h
a
lf
a
x
u
n
in
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n
g
t
h
a
n
d
a
b
o
u
t
o
n
e
q
i
w
id
e
,
w
h
ic
h
I
d
o
n
o
t
in
c
lu
d
e
in
m
y
tr
a
n
s
la
tio
n
.
N
o
t
e
t
h
a
t
th
e
b
in
o
m
e
ta
n
-
s
h
a
n
("a
lta
r
")
is
ty
p
ic
a
lly
u
s
e
d
in
c
o
n
n
e
c
t
io
n
w
ith
t
h
e
im
p
e
ria
l
r
itu
a
ls
a
t
M
o
u
n
t
T
a
i
a
n
d
M
o
u
n
t
L
ia
n
g
fu
,
n
o
t
fo
r
lo
w
-
ra
n
k
in
g
lo
c
a
l
o
f
ic
ia
ls
lik
e
W
u
L
ia
n
g
.T
h
e
p
h
ra
s
e
c
ita
n
g
d
e
s
e
rv
e
s
s
e
p
a
ra
te
c
o
n
s
id
e
ra
tio
n
,
a
n
d
it
w
ill
b
e
a
d
d
re
s
s
e
d
in
a
n
e
s
s
a
y
in
t
h
e
s
y
m
p
o
s
iu
m
v
o
lu
m
e
.
〔
下
略
〕
3
9
.M
e
i
D
in
g
z
u
o
,
D
o
n
g
h
a
n
w
e
n
ji,
ju
a
n
2
8
/
10
a
-
1
0
b
.
H
e
a
ls
o
a
s
s
u
m
e
s
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m
is
ta
k
e
s
in
c
o
p
y
in
g
b
y
w
h
ic
h
th
e
m
a
in
te
x
t
a
n
d
c
o
m
m
e
n
ta
ry
w
e
re
c
o
n
f
la
t
e
d
.
轟
O
.G
u
A
iji,
L
i
b
ia
丶評
、
u
a
n
7
/
i
ia
,
8
/
一
α
σ
亠
①
P
°
5
5
.C
o
m
p
a
re
L
i
s
h
i
6
/
i
a
a
n
d
6
/
1
5
a
.O
t
h
e
r
q
u
e
s
tio
n
s
a
ris
e
:
f
o
r
e
x
a
m
-
p
le
,
w
h
y
d
o
e
s
t
h
e
L
i
s
h
i
t
ra
n
s
c
r
ip
t
io
n
o
f
t
h
e
W
u
L
ia
n
g
s
te
le
d
e
le
te
t
h
e
p
o
e
t
ic
x
i
(re
p
e
a
te
d
f
o
u
r
t
im
e
s
in
J
in
s
h
i
lu
tra
n
s
c
r
ip
t
io
n
)
in
it
s
t
e
x
t
o
f
t
h
e
v
e
rs
e
e
n
c
o
m
iu
m
?
(
f
h
e
p
a
rt
ic
le
s
m
is
s
in
g
fro
m
t
h
e
1
5
8
8
L
i
s
h
i
re
a
p
p
e
a
r
in
t
h
e
S
ik
u
q
u
a
n
s
h
u
v
e
rs
io
n
.)
T
h
e
J
in
s
h
i
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c
o
m
m
e
n
t
s
t
h
a
t
o
n
e
o
f
t
h
e
tw
o
k
n
o
w
n
v
e
r
s
io
n
s
o
f
t
h
e
r
u
b
b
in
g
is
m
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s
in
g
t
h
e
la
s
t
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u
r
c
h
a
ra
c
te
rs
,
b
u
t
t
h
e
la
c
u
n
a
o
c
c
u
r
s
a
t
d
if
e
re
n
t
p
o
in
t
s
in
d
if
-
fe
re
n
t
v
e
r
s
io
n
s
o
f
t
h
e
in
s
c
r
ip
t
io
n
.
S
e
e
n
.1
2
a
b
o
v
e
.
T
h
o
s
e
ru
b
b
in
g
t
h
e
s
te
le
o
r
c
o
p
y
in
g
t
h
e
in
s
c
rip
tio
n
m
a
y
h
a
v
e
s
e
n
s
e
d
th
e
p
ro
b
le
m
a
n
d
c
o
m
e
u
p
w
it
h
v
a
ry
in
g
s
o
lu
t
io
n
s
.
O
n
e
lo
g
ic
a
l
e
x
p
la
n
a
t
io
n
is
th
a
t
H
o
n
g
G
u
a
o
r
a
n
u
n
k
n
o
w
n
la
te
r
s
o
u
rc
e
tr
ie
d
b
u
t
fa
ile
d
t
o
m
a
k
e
s
e
n
s
e
o
f
t
h
e
v
e
rs
e
s
,
g
iv
e
n
th
a
t
o
n
e
o
f
th
e
t
w
o
ru
b
b
in
g
s
lin
k
e
d
to
W
u
L
ia
n
g
a
n
d
s
a
id
to
b
e
in
Z
h
a
o
M
in
g
c
h
e
n
g
's
p
o
s
s
e
s
s
io
n
b
e
g
a
n
w
ith
fo
u
r
c
h
a
ra
c
te
rs
t
h
a
t
w
e
re
d
if
fe
re
n
t
.
A
s
if
s
u
c
h
c
o
n
f
u
s
io
n
s
w
e
re
n
o
t
e
n
o
u
g
h
,
th
e
e
a
rlie
s
t
e
x
t
a
n
t
e
d
it
io
n
o
f
t
h
e
L
i
s
h
i
(t
h
e
M
in
g
W
a
n
li
Φ
α
it
io
n
°
=
α
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)
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d
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;
w
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p
a
g
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s
o
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te
x
t
(
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b
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霧
b
u
,
"s
u
p
p
le
m
e
n
t
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rig
h
t
in
t
h
e
m
id
d
le
o
f
j
u
a
n
6
,
o
n
p
a
g
e
s
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a
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,
in
th
e
a
ll-
im
p
o
rta
n
t
e
n
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o
n
W
u
L
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n
g
,
w
ith
t
h
e
re
s
u
lt
t
h
a
t
a
s
in
g
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u
r
-c
h
a
ra
c
t
e
r
p
h
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s
e
(lu
o
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h
e
n
g
h
a
n
g
)
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p
e
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w
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r
t
h
a
n
th
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e
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e
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(趙
明
誠
は
、
彼
は
そ
の
「完
好
」
さ
の
故
に
、
こ
の
碑
文
を
愛
す
る
と
述
べ
て
.
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
の
引
用
し
た
韻
文
の
賛
辞
は
、
た
だ
の
二
十
八
ま
た
は
、
三
十
二
文
字
に
過
ぎ
な
い
(各
八
文
字
ず
つ
の
四
行
分
)。
34
「多
く
の
文
字
が
あ
る
。
私
は
そ
の
全
て
を
記
す
の
で
は
な
い
。」
35
現
存
す
る
隷
釈
の
内
、
一
本
の
権
威
あ
る
版
は
、
置
き
違
え
た
か
、
ま
た
は
、
注
釈
か
ら
改
竄
さ
れ
た
か
し
た
六
文
字
節
で
、
武
梁
の
記
述
を
始
め
て
い
る
。
36
金
石
録
に
備
わ
っ
て
い
た
長
い
碑
文
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
非
常
に
長
い
韻
文
賛
辞
中
の
た
だ
二
十
八
文
字
だ
け
が
、
金
石
録
と
隷
釈
と
の
両
方
に
見
出
さ
れ
る
。
隷
釈
は
、
武
梁
の
画
象
石
に
関
す
る
論
評
の
中
で
、
目
下
身
元
の
知
れ
な
い
一
族
の
成
員
が
、
武
氏
を
記
念
す
る
建
物
用
の
石
を
選
び
、
後
方
に
祭
壇
(壇
嬋
)
、
前
方
に
祭
祀
堂
(祀
堂
)
(廟
の
よ
う
な
、
祭
祀
の
た
め
の
地
上
施
設
)
を
築
き
、
そ
れ
ら
が
彫
刻
家
の
衛
改
に
よ
っ
て
装
飾
を
施
さ
れ
た
こ
と
を
、
付
け
加
え
述
べ
て
い
る
ー
し
か
し
、
梁
の
た
め
の
碑
文
本
文
は
、
彫
刻
家
の
名
を
上
げ
て
い
な
い
。
37
現
代
の
読
者
は
こ
の
一
節
を
、
武
梁
碑
の
本
文
部
分
を
表
わ
す
も
の
と
思
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
〔下
記
の
〕
洪
自
身
に
よ
る
評
価
と
は
っ
き
り
く
い
違
う
。
葬
儀
や
埋
葬
の
こ
と
を
言
う
場
合
、
こ
の
よ
う
に
冗
長
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
宀
武
梁
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
]
石
は
、
そ
ん
な
に
長
く
も
広
く
も
な
い
。
そ
し
て
、
精
密
に
配
列
さ
れ
た
並
び
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
巧
み
に
彫
ら
れ
た
彫
り
物
や
像
も
な
い
所
か
ら
、
そ
の
句
が
碑
の
こ
と
を
書
い
究研　礎基S石象　祠氏武75　
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
全
く
明
快
で
あ
る
。
そ
れ
を
よ
く
よ
く
熟
考
す
る
に
、
こ
れ
[前
述
の
一
節
]
は
、
[武
梁
]
の
石
の
部
屋
(石
室
)
に
お
け
る
、
画
象
石
の
こ
と
を
専
ら
言
っ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
38
も
し
碑
文
の
一
部
で
な
い
と
す
る
と
、
こ
の
付
け
加
え
ら
れ
た
一
節
の
正
体
は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
確
か
な
の
は
、
も
し
宋
代
の
碑
文
研
究
者
が
こ
の
疑
問
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ぼ
、
現
代
の
学
者
に
も
無
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
梅
鼎
祚
(
一
五
五
三
-
一
六
一
九
)
の
東
漢
文
紀
(後
漢
の
文
章
を
集
め
た
も
の
)
は
、
碑
文
に
お
け
る
二
つ
の
型
を
知
っ
て
お
り
、
そ
し
て
、
衛
改
の
こ
と
に
言
及
し
な
い
、
短
い
方
を
、
本
来
の
も
の
(原
文
)
と
信
じ
た
よ
う
だ
。
39
顧
藹
吉
の
隷
弁
(隷
書
の
碑
文
を
〔字
毎
に
〕
分
別
し
て
論
評
し
た
も
の
、
一
七
一
七
年
編
)
は
、
か
つ
て
任
城
に
あ
っ
た
武
梁
碑
は
、
行
方
不
明
で
あ
る
と
注
し
て
い
る
。
40
34
.
「懿
徳
玄
通
」
に
始
ま
り
、
「
身
没
名
存
」
に
終
わ
る
二
十
八
文
字
は
、
趙
明
誠
の
〔金
石
録
の
〕
明
、
万
暦
版
及
び
、
四
庫
版
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
隷
釈
巻
六
に
引
用
さ
れ
た
そ
の
賛
辞
を
見
る
と
、
八
文
字
i
四
で
な
く
ー
が
欠
け
て
い
て
、
こ
の
こ
と
は
、
(金
石
録
と
隷
釈
と
に
等
し
く
用
い
ら
れ
た
)
「四
字
を
欠
く
」
と
い
う
句
が
、
必
ず
し
も
同
じ
四
文
字
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
接
辞
の
兮
は
、
賛
辞
の
句
中
の
み
な
ら
ず
、
句
末
に
も
使
わ
れ
得
る
か
ら
、
碑
文
が
果
し
て
「懿
徳
玄
通
」
で
始
ま
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
そ
の
〔兮
の
〕
置
か
れ
た
位
置
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
四
文
字
は
、
「
伝
無
疆
兮
」
の
後
に
来
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
35
.
〔略
〕
36
.
隷
釈
、
巻
6
/
14
a
(巻
鯉
、
鵬
頁
)。
こ
の
四
庫
全
書
版
は
、
一
五
八
八
年
版
(16
/
13
a
)
と
合
致
す
る
。
汪
日
秀
版
隷
釈
、
巻
6
/
13
a
は
、
予
期
出
来
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
始
ま
り
と
年
紀
の
記
入
を
伴
っ
た
、
武
梁
碑
文
の
「全
文
」
を
提
示
し
て
い
る
。
[四
庫
版
お
よ
び
、
一
五
八
八
年
版
の
隷
釈
は
、
武
梁
碑
の
一
部
と
、
洪
造
の
武
斑
碑
に
関
す
る
注
の
一
部
と
が
、
混
じ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
多
分
、
明
代
の
書
写
者
が
写
し
落
と
し
た
結
果
で
あ
る
。
元
代
泰
定
年
間
版
か
ら
の
二
葉
の
手
書
き
複
写
が
、
四
部
叢
刊
三
編
版
の
巻
六
の
末
尾
に
添
え
ら
れ
て
お
り
、
一
見
、
欠
落
部
分
全
体
が
復
原
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
別
の
明
代
写
本
に
基
づ
き
、
汪
日
秀
は
、
彼
の
一
七
七
七
-
一
七
七
八
年
版
に
お
い
て
、
そ
の
本
文
を
再
挿
入
し
た
。
こ
の
脱
落
は
、
梅
鼎
祚
(
一
五
五
一一丁
一
六
一
九
)、
溥
山
(
一
六
〇
七
-
一
六
八
四
)
、
そ
し
て
、
十
八
世
紀
以
前
の
そ
の
他
の
学
者
達
に
よ
っ
て
も
ま
た
、
気
付
か
れ
て
い
た
。
以
下
の
注
5
を
見
よ
。
C
Y
L
a
n
d
E
H
H
]
37
.
(宋
本
)
金
石
録
、
巻
14
/
3
b
、
隷
釈
、
巻
6
/
14
b
1
15
b
(本
文
対
注
釈
)
、
そ
し
て
、
同
書
、
巻
16
/
5
a
l
b
を
比
較
せ
よ
。
洪
の
本
文
(隷
釈
6
/
14
a
)
が
、
「官
寿
残
失
」
(「公
的
な
寿
命
は
短
く
切
ら
れ
た
」)
に
始
ま
る
何
行
か
の
節
を
含
む
こ
と
、
〔そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
〕
碑
文
の
一
部
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
よ
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
注
釈
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
(衛
博
の
定
庵
類
稿
、
巻
4
/
20
b
は
、
武
梁
碑
に
つ
い
て
の
洪
の
注
釈
を
復
唱
し
て
い
る
。
)
〔下
略
〕
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38
.
隷
釈
、
巻
6
/
15
a
(巻
刪
、
鵬
ー
16
頁
)
は
、
長
さ
半
尋
、
広
さ
約
一
尺
と
い
う
、
碑
の
正
確
な
寸
法
を
提
示
し
て
い
る
が
、
私
の
訳
文
に
は
そ
れ
を
含
め
て
い
な
い
。
壇
嬋
(祭
壇
)
と
い
う
用
語
は
、
泰
山
や
梁
父
山
に
お
け
る
皇
帝
の
儀
式
に
い
つ
も
決
ま
っ
て
用
い
ら
れ
、
武
梁
の
よ
う
な
身
分
の
低
い
地
方
官
に
は
用
い
な
い
こ
と
に
注
意
せ
よ
。
祀
堂
と
い
う
語
は
、
幾
通
り
か
の
考
察
に
値
す
る
、
十
分
な
理
由
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冊
中
の
試
論
の
中
で
述
べ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
39
.
梅
鼎
祚
、
東
漢
文
紀
、
巻
28
/
10
a
1
10
b
。
彼
は
ま
た
、
本
文
と
注
文
と
が
混
じ
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
書
写
中
の
誤
り
で
あ
る
と
見
做
し
て
い
る
。
40
.
顧
藹
吉
、
隷
弁
、
巻
7
/
1
a
、
8
/
15
b
-
16
a
。
5
.
隷
釈
6
/
1
a
と
6
/
15
a
と
を
比
較
せ
よ
。
別
の
疑
問
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
何
故
隷
釈
は
、
武
梁
碑
を
筆
写
す
る
時
、
そ
の
韻
文
の
賛
辞
中
か
ら
、
詩
に
特
有
の
「
兮
」
(金
石
録
に
お
け
る
筆
写
で
は
四
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
)
を
削
除
す
る
の
だ
ろ
う
か
?
(
一
五
八
八
年
版
隷
釈
以
来
の
接
辞
の
消
失
は
、
四
庫
全
書
版
の
中
に
再
び
現
わ
れ
る
。)
金
石
録
は
、
拓
本
の
諸
版
と
し
て
知
り
得
た
、
二
つ
の
内
の
一
つ
は
、
最
後
の
四
文
字
を
欠
く
と
言
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
脱
落
は
、
異
な
る
版
の
異
な
っ
た
点
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
の
注
12
を
見
よ
。
そ
れ
ら
の
拓
本
を
取
っ
た
り
、
或
い
は
、
碑
文
を
筆
写
し
た
り
す
る
作
業
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
問
題
に
気
付
か
せ
、
そ
し
て
、
別
の
解
決
を
思
い
付
か
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
つ
の
論
理
的
な
説
明
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
〔趙
明
誠
の
〕
二
つ
の
拓
本
の
内
の
一
つ
が
、
武
梁
と
関
連
し
、
且
つ
、
趙
明
誠
の
所
有
す
る
も
の
の
中
、
異
な
る
四
文
字
で
始
ま
る
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
と
仮
定
す
る
と
、
洪
造
ま
た
は
、
我
々
の
知
ら
な
い
、
後
の
資
料
は
、
そ
の
韻
文
の
意
味
を
取
ろ
う
と
試
み
た
が
、
し
か
し
、
失
敗
し
た
〔と
い
う
も
の
で
あ
る
〕
。
そ
の
よ
う
な
混
乱
で
は
ま
だ
足
り
な
い
か
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
隷
釈
の
最
も
早
い
版
(
一
五
八
八
年
の
明
、
万
暦
版
)
は
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
、
(「補
」
〈
補
充
〉
と
標
示
さ
れ
る
)
本
文
二
頁
を
挿
入
し
て
い
る
。
そ
れ
は
正
し
く
巻
六
の
半
ば
、
13
a
l
b
の
頁
に
当
た
り
、
武
梁
に
関
す
る
全
て
の
重
要
な
記
載
中
に
お
け
る
も
の
で
、
結
果
的
に
、
一
つ
の
四
文
字
句
(「
羅
列
成
行
」
)
は
、
三
回
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
五
八
八
年
版
の
北
平
図
書
館
善
本
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
(ヨ
h
9
10
1,
巻
嬲
)
を
見
よ
。)
武
梁
碑
は
原
石
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
考
察
は
専
ら
文
献
を
廻
る
も
の
と
な
る
。
ニ
ラ
ン
女
史
が
ま
ず
指
摘
す
る
の
は
、
金
石
録
巻
十
四
「
漢
従
事
武
梁
碑
」
の
、
次
の
記
事
で
あ
る
。
全
文
を
掲
げ
る
。
右
、
漢
従
事
武
梁
碑
云
、
故
従
事
武
掾
、
掾
諱
梁
、
字
綏
宗
。
掾
体
徳
忠
孝
、
岐
嶷
有
レ
異
。
治
二
韓
詩
訥
闕
憤
伝
講
、
兼
通
二
河
洛
諸
子
伝
記
司
又
云
、
州
郡
召
、
辞
レ
疾
不
レ
就
。
安
二
衡
門
之
陋
訥
楽
二
朝
聞
之
義
⑩
又
云
、
年
七
十
四
、
元
嘉
元
年
季
夏
三
日
、
遭
レ
疾
隕
レ
霊
。
其
後
有
レ
銘
云
、
懿
徳
玄
通
、
幽
以
明
兮
。
隠
二
居
靖
処
訥
休
二
曜
章
一
兮
。
楽
レ
道
忽
栄
、
垂
二
蘭
芳
】
兮
。
身
没
名
存
、
伝
無
レ
疆
兮
。
其
他
刻
画
皆
完
、
可
レ
読
文
多
不
レ
尽
レ
録
。
碑
在
二
済
之
任
城
の
余
崇
寧
初
、
嘗
得
二
此
碑
訥
究研　礎基6̀石象　　祠氏武7　
愛
二其
完
好
司
後
十
餘
年
、
再
得
二此
本
訥
則
欠
二
其
最
後
四
字
一
矣
(宋
本
金
石
録
に
拠
る
)
ま
た
、
以
下
問
題
と
な
る
隷
釈
巻
六
「従
事
武
梁
碑
」
の
諸
本
を
、
図
二
に
示
す
。
図
二
は
、
そ
れ
ぞ
れ
隷
釈
の
四
庫
本
(四
庫
提
要
に
、
「此
本
為
二
万
暦
戊
子
王
鷺
所
フ
刻
」
と
言
う
)、
王
雲
鷺
本
(明
、
万
暦
十
六
〈
一
五
八
八
〉
年
序
刊
本
)、
汪
日
秀
本
(清
、
乾
隆
四
十
三
〈
一
七
七
八
〉
年
刊
本
。
今
、
洪
氏
晦
木
斎
重
刊
本
に
拠
る
)
と
な
っ
て
い
る
(図
三
は
、
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
、
同
じ
三
本
の
武
斑
碑
で
、
武
梁
碑
は
こ
れ
に
続
く
。
図
四
は
、
米
国
国
会
図
書
館
蔵
、
旧
北
平
図
書
館
旧
蔵
王
雲
鷺
本
隷
釈
巻
六
、
第
十
丁
裏
か
ら
十
四
丁
表
で
、
王
雲
鷺
本
の
原
姿
を
よ
く
留
め
る
。
女
史
が
注
5
末
で
参
照
を
指
示
し
た
本
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
蔵
北
平
図
書
館
善
本
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
〈
Y
D
1
75
。
リ
ー
ル
番
号
硴
、
コ
マ
竡
1
㎜
〉
に
拠
る
)
。
さ
て
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
注
34
(二
、
三
行
目
の
、
th
e
M
in
g
W
a
n
li
a
n
d
S
ik
u
e
d
itio
n
s
o
f
Z
h
a
o
M
in
g
c
he
n
g
は
お
か
し
い
。
金
石
録
の
明
、
万
暦
版
は
管
見
に
入
ら
な
い
)
は
、
梁
碑
の
銘
「懿
徳
玄
通
…
…
身
没
名
存
、
伝
無
レ
疆
兮
」
(金
石
録
)
三
十
二
字
の
末
尾
が
、
金
石
録
と
隷
釈
と
で
は
、
…
…
身
没
名
存
、
伝
無
レ
疆
兮
(金
石
録
)
…
…
身
歿
名
存
、
〈闕
四
字
〉
(隷
釈
)
と
異
な
り
、
且
つ
、
金
石
録
に
、
「余
崇
寧
初
、
嘗
得
二
此
碑
一・…
:
後
十
餘
年
、
再
得
二
此
本
訥
則
欠
二其
最
後
四
字
一矣
」
と
言
う
こ
と
を
、
問
題
化
し
た
も
の
で
あ
る
(崇
寧
は
、
北
宋
の
年
号
で
、
一
一
〇
二
年
-
一
一
〇
六
年
間
)
。
そ
し
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
金
石
録
の
「欠
二
其
最
後
四
字
匸
と
隷
釈
の
「闕
二
四
字
一」
と
は
、
同
じ
「
四
字
」
と
記
さ
れ
る
も
の
な
が
ら
、
各
々
指
す
も
の
が
違
う
と
し
、
助
辞
の
兮
は
句
中
に
も
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
(後
述
、
注
5
に
は
、
王
雲
鷺
本
の
銘
で
は
、
金
石
録
の
四
つ
の
兮
が
削
除
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
)、
隷
釈
の
「闕
二
四
字
一」
の
四
字
は
、
「伝
無
レ
疆
兮
」
の
後
に
続
く
四
字
を
指
す
と
主
張
す
る
。
私
に
は
こ
の
論
理
の
運
び
が
殆
ど
理
解
出
来
な
い
。
加
え
て
、
隷
釈
の
「闕
二
四
字
一」
の
四
字
が
、
「身
歿
名
存
」
に
続
く
筈
の
「伝
無
レ疆
兮
」
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
の
後
に
続
く
、
従
来
、
未
知
の
四
字
で
あ
ろ
う
と
す
る
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
主
張
は
、
誠
に
奇
嬌
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
一
般
的
な
理
解
を
示
そ
う
。
そ
れ
は
、
金
石
録
と
隷
釈
の
四
字
は
同
じ
も
の
、
即
ち
、
「伝
無
レ
疆
兮
」
の
四
字
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
金
石
録
の
記
述
か
ら
、
梁
碑
の
拓
本
に
二
つ
の
形
ー
銘
の
末
尾
に
「
伝
無
レ疆
兮
」
四
字
の
あ
る
も
の
と
、
な
い
も
の
ー
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
隷
釈
即
ち
、
洪
逅
の
手
許
に
あ
っ
た
拓
本
は
、
後
者
つ
ま
り
、
「伝
無
レ疆
兮
」
の
な
い
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
洪
這
は
、
そ
れ
を
隷
釈
に
記
録
し
た
が
、
一
方
で
は
、
金
石
録
に
よ
っ
て
(隷
釈
巻
二
十
四
所
収
趙
明
誠
金
石
録
上
「従
事
武
梁
碑
」)
、
自
分
の
拓
本
に
「伝
無
レ疆
兮
」
四
字
の
欠
け
て
い
る
こ
と
も
、
承
知
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
隷
釈
巻
六
梁
碑
の
筆
007r-,
駅
毒
蘯
黎
欄
Q
㎏
鎌
」圜
確
貿
僣
①営
四
庫
本
王
雲
鷺
本
汪
日
秀
本
隷釈巻六諸本(武 梁碑)Q=
O
°Q
一
四
庫
本
(斑
碑
)
王
雲
鷺
本
(斑
碑
)
汪
日
秀
本
(斑
碑
)
隷釈巻六諸本(武 斑碑)
 
三図
Q
陣
磁
画
一
〇Q
H
図四 旧北平図書館蔵王雲鷺本隷釈巻六
録
末
尾
に
、
「
闕
二
四
字
一」
と
注
し
た
の
で
あ
る
(
こ
の
拓
本
に
は
別
本
に
存
す
る
四
字
が
欠
け
て
い
る
意
)
。
梁
碑
の
銘
に
お
け
る
、
金
石
録
と
隷
釈
と
の
二
様
の
末
尾
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
、
特
に
矛
盾
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
次
に
、
ニ
ラ
ン
論
文
が
、
O
n
e
a
uth
o
rita
tive
ve
rsio
n
o
f
e
xta
nt
L
i
s
h
i
b
e
g
in
s
th
e
W
u
L
ia
n
g
e
ntry
w
ith
a
s
ix
-c
ha
ra
c
te
r
p
a
s
sa
g
e
th
a
t
is
e
ithe
r
o
u
t
o
f
p
la
c
e
o
r
inte
rp
o
-
late
d
fro
m
a
c
o
m
m
e
nta
ry
°ωO
と
言
う
の
は
、
四
庫
版
隷
釈
の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
そ
れ
は
、
従
事
武
梁
碑
　官
寿
残
失
。
威
宗
建
和
之
元
年
、
開
明
為
二
其
兄
一立
レ
闕
。
刻
　
其
/
成
行
、
檍
二
騁
技
巧
訥
委
蛇
有
レ章
。
垂
二示
後
嗣
訥
万
世
不
レ
亡
。
其
辞
日
、
懿
徳
玄
通
、
幽
以
明
兮
。
隠
二
居
靖
処
訥
休
二曜
章
一兮
。
楽
レ
道
忽
栄
、
垂
二
蘭
芳
一兮
。
身
歿
名
存
〈闕
四
字
〉
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
(図
二
の
四
庫
本
参
照
。
威
宗
は
、
後
漢
の
桓
帝
の
廟
号
)
。
ま
ず
'
b
e
g
in
°。
…
…
∈
ith
a
s
ix
-c
h
a
ra
c
te
r
UΦ
ss
a
g
e
が
分
か
ら
な
い
。
右
を
見
て
も
、
六
文
字
節
は
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
上
記
の
四
庫
本
隷
釈
(及
び
、
王
雲
鷺
本
)
の
梁
碑
に
関
す
る
記
述
は
、
ニ
ラ
ン
論
文
も
置
き
違
え
、
注
釈
か
ら
の
改
竄
を
疑
う
よ
う
に
、
全
く
訳
の
分
か
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
汪
日
秀
本
と
較
べ
て
み
れ
ば
明
確
な
よ
う
に
、
四
庫
本
(及
び
、
王
雲
鷺
本
)
の
A
は
、
武
斑
碑
の
注
釈
の
一
部
に
外
な
ら
ず
、
続
く
D
が
、
武
梁
碑
の
記
述
の
内
の
本
文
の
末
尾
(そ
の
後
さ
ら
に
注
釈
が
続
く
)
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
(図
二
参
照
)
。
ニ
ラ
ン
論
文
の
注
36
を
見
る
と
、
こ
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
実
か
ら
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
の
梁
碑
の
記
述
の
不
完
全
極
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
即
ち
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
の
梁
碑
の
記
述
は
、
冒
頭
に
他
注
(斑
碑
の
注
の
一
部
)
を
混
じ
、
本
文
の
前
半
を
欠
く
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
の
武
斑
碑
の
記
述
が
、
そ
の
注
釈
の
後
半
(図
二
の
B
)
を
欠
く
、
こ
れ
も
不
首
尾
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
確
か
め
て
お
き
た
い
(図
三
の
斑
碑
参
照
。
さ
ら
に
斑
碑
の
注
末
尾
〈
A
>
も
、
次
の
梁
碑
の
冒
頭
へ
回
さ
れ
て
い
る
。
見
方
を
変
え
れ
ぼ
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
の
「従
事
武
梁
碑
」
標
題
が
、
斑
碑
注
の
末
尾
に
移
っ
た
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
)
。
ニ
ラ
ン
論
文
の
武
梁
を
廻
る
見
解
に
関
し
、
私
が
不
思
議
に
思
う
の
は
、
例
え
ぼ
ニ
ラ
ン
女
史
が
終
始
、
上
述
の
如
く
非
常
に
不
完
全
な
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
を
拠
り
所
と
し
、
殆
ど
と
言
っ
て
良
い
程
、
汪
日
秀
本
を
顧
慮
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
見
て
ゆ
く
。
例
え
ば
注
36
に
お
い
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
A
m
a
n
us
c
rip
t
c
o
p
y
o
f
tw
o
le
a
ve
s
fro
m
a
Y
ua
n
-d
y
na
sty
T
a
id
in
g
e
d
i-
tio
n
is
a
p
p
e
n
d
e
d
t�
the
e
n
d
o
f
ju
an
6
in
th
e
S
ib
u
c
on
g
k
a
n
sa
n
b
ia
n
2　　
e
d
it
io
n
,
a
n
d
a
p
p
a
re
n
t
ly
re
p
re
s
e
n
t
s
th
e
e
n
t
ire
m
is
s
in
g
s
e
c
t
io
n
.
B
a
s
e
d
o
n
a
n
Q
Ch
e
r
M
in
g
m
a
n
u
s
c
rip
t
,
W
a
n
g
R
ix
iu
re
in
s
e
rte
d
th
e
t
e
x
t
in
h
is
1
7
7
7
-
17
7
8
e
d
it
io
n
°
女
史
が
ま
ず
述
べ
る
の
は
、
四
部
叢
刊
三
編
所
収
の
隷
釈
即
ち
、
王
雲
鷺
本
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
十
三
丁
の
次
に
元
、
泰
定
(
=
二
二
四
1
=
二
二
八
)
年
間
版
を
補
入
(図
二
王
雲
鷺
本
の
B
、
C
。
右
欄
外
下
に
「拠
二
泰
定
本
】写
補
」
と
あ
り
、
版
心
丁
付
に
「十
三
補
」
と
あ
る
)
す
る
こ
と
で
あ
る
(δ
芸
Φ
Φ
コα
o
こ
u
an
6
は
お
か
し
い
。
巻
六
の
終
わ
り
に
添
え
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
)
。
訝
し
い
の
は
、
女
史
が
汪
日
秀
本
の
武
梁
碑
の
記
述
を
、
そ
の
よ
う
な
王
雲
鷺
本
を
前
提
と
し
て
、
再
挿
入
(re
in
s
e
rt)
し
た
も
の
と
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
汪
日
秀
の
基
づ
い
た
本
は
、
そ
の
跋
に
、
余
従
二金
閭
一借
二得
伝
是
楼
鈔
本
司
悉
心
讎
勘
、
較
二之
明
季
鏤
亟
大
相
径
庭
と
あ
っ
て
、
清
、
徐
乾
学
の
蔵
書
(伝
是
楼
)
中
の
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
(金
閭
は
、
蘇
州
の
通
称
。
徐
乾
学
の
生
地
)
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「明
季
鏤
版
」
(万
暦
刊
行
の
王
雲
鷺
本
で
あ
ろ
う
)
と
大
き
く
異
な
る
本
で
、
何
よ
り
特
に
、
武
梁
碑
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
両
書
の
問
で
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
汪
日
秀
自
身
が
正
し
く
、至
二
武
梁
碑
訥
明
刻
脱
二
去
碑
訥
止
存
二
其
末
数
語
司
及
二銘
文
一
而
誤
以
二
武
斑
碑
釈
文
一闌
入
。
又
欠
二
其
後
一
段
一
(跋
)
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
な
の
で
あ
る
。
故
に
、
汪
日
秀
本
は
、
梁
碑
の
記
述
を
再
挿
入
し
た
訳
で
は
な
い
。
成
程
汪
日
秀
本
は
、
刊
行
時
期
こ
そ
降
る
が
、
例
え
ば
梁
碑
の
記
述
に
関
し
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
と
較
べ
、
特
に
そ
れ
を
斥
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
何
ら
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
武
梁
碑
の
場
合
、
む
し
ろ
逆
に
、
汪
日
秀
本
の
方
が
四
庫
本
等
よ
り
、
格
段
に
優
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
王
雲
鷺
本
(四
部
叢
刊
本
)
に
お
け
る
B
、
C
の
補
入
の
背
景
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
補
入
は
見
易
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
文
を
復
原
す
る
た
め
に
は
、
A
B
C
D
E
の
順
序
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
変
分
か
り
に
く
い
、
不
親
切
な
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
さ
て
置
き
、
王
雲
鷺
本
の
補
入
を
、
A
-
E
の
順
に
理
解
す
べ
き
こ
と
は
、
何
処
か
ら
分
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
B
C
に
用
い
ら
れ
た
泰
定
本
の
記
述
か
ら
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
泰
定
本
の
A
-
E
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
王
雲
鷺
本
に
お
け
る
、
B
C
の
補
入
の
根
拠
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
汪
日
秀
本
は
、
そ
の
泰
定
本
と
同
じ
記
述
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、
汪
日
秀
本
が
王
雲
鷺
本
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
見
ら
れ
よ
う
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
如
く
、
優
れ
た
汪
日
秀
本
を
斥
け
て
、
極
め
て
不
完
全
な
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
に
固
執
す
れ
ば
、
論
旨
が
狭
く
、
奇
嬌
な
方
向
へ
と
向
か
う
こ
と
は
、
や
が
て
避
け
難
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
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四
ニ
ラ
ン
論
文
注
36
の
終
わ
り
に
、
さ
ら
に
後
注
、
注
5
へ
の
参
照
指
示
が
あ
る
。
・
こ
こ
で
、
そ
の
注
5
を
検
討
し
て
お
く
。
注
5
は
、
西
闕
銘
を
論
じ
た
一
文
、
T
h
e
ru
bb
in
g
fo
r
th
e
W
u
K
a
im
in
g
s
te
le
ha
s
g
o
ne
m
iss
in
g
,
ju
st
a
s
th
e
rub
b
in
g
fo
r
W
u
R
o
n
g
ha
s
re
a
p
p
e
a
re
d
.
(武
栄
碑
の
拓
本
が
再
現
さ
れ
た
丁
度
そ
の
時
、
武
開
明
碑
の
拓
本
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
茄
)
に
対
す
る
も
の
だ
が
、
例
に
よ
っ
て
、
そ
の
冒
頭
、
C
o
m
p
a
re
L
i
s
h
i
6
/
1
a
a
n
d
6
/
1
5
a
°
の
意
図
が
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
5
は
、
前
掲
金
石
録
巻
十
四
の
銘
に
お
け
る
、
四
つ
の
「
兮
」
が
、
隷
釈
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
「兮
」
は
、
隷
釈
の
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
、
汪
日
秀
本
の
い
ず
れ
に
あ
っ
て
も
、
削
除
は
さ
れ
て
い
な
い
(も
っ
と
も
、
四
つ
目
の
兮
は
、
隷
釈
に
「伝
無
レ疆
兮
」
句
が
な
い
た
め
、
当
然
不
見
)
。
従
っ
て
、
以
下
の
注
5
に
お
け
る
、
b
u
t
,
th
e
la
c
u
n
a
o
c
c
u
rs
a
t
d
if
e
re
n
t
p
o
in
ts
in
d
if
e
re
n
t
v
e
r
s
io
n
s
o
f
t
h
e
in
s
c
rip
tio
n
°
と
い
う
説
は
成
り
立
た
な
い
し
、
同
時
に
前
述
、
「
伝
無
レ
疆
兮
」
の
後
に
、
未
知
の
四
字
句
が
あ
っ
た
と
す
る
想
定
も
、
や
は
り
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
続
く
'
S
e
e
n
°1
2
a
b
o
v
e
°の
参
照
指
示
も
、
甚
だ
理
解
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
武
斑
を
論
じ
た
一
文
、
Z
h
a
o
c
o
u
ld
a
ls
o
m
a
k
e
o
ut
b
o
th
c
h
a
ra
c
te
rs
of
W
u
B
a
n
's
st
y
le
n
a
m
e
,
X
u
a
n
zh
a
n
g
;12
(趙
は
ま
た
武
斑
の
字
、
宣
張
の
二
字
を
判
読
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
12
)
に
対
す
る
、
一
ト⊃
.
G
u
A
ij
i,
卜
、;b
ia
n
(S
ik
u
e
d
it
io
n
),
ju
a
n
7
/
1
2
90
唱
p
o
in
ts
o
u
t
t
h
a
t
it
is
v
e
∂
丶
u
n
u
s
u
a
l
fo
r
a
H
a
n
s
te
le
to
p
ro
v
id
e
b
o
t
h
th
e
fa
m
ily
a
n
d
s
ty
le
n
a
m
e
o
f
t
h
e
in
d
iv
id
u
a
l°
(12
.
顧
藹
吉
の
隷
弁
(四
庫
版
)
、
巻
7
/
12
a
は
、
漢
の
碑
文
に
お
い
て
、
個
人
の
姓
と
字
と
の
両
方
を
記
す
こ
と
は
、
極
め
て
異
常
な
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
)
と
言
う
内
容
の
注
と
な
っ
て
い
る
。
私
に
は
こ
の
注
が
、
「「闕
二
四
字
一」
(隷
釈
)
の
問
題
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
皆
目
分
か
ら
な
い
。
加
え
て
、
そ
の
注
自
体
が
間
違
っ
て
い
る
。
注
12
は
、
隷
弁
巻
七
の
、
後
有
二
題
名
一六
人
、
其
一
日
、
防
東
長
斉
国
臨
苗
□
紀
伯
允
書
二
此
碑
司
漢
碑
有
二書
人
姓
字
一者
絶
少
。
惜
闕
二
其
姓
一
を
指
す
が
(丁
数
は
12
a
で
な
く
、
12
b
)
、
隷
弁
は
、
ニ
ラ
ン
女
史
が
言
う
よ
う
な
、
斑
碑
に
お
い
て
武
斑
の
姓
と
字
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
隷
弁
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
漢
代
の
碑
文
で
、
碑
文
を
書
い
た
者
(書
人
)
の
姓
字
を
記
す
例
が
、
極
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
(斑
碑
に
は
、
4　　
上
引
「
書
二
此
碑
二
の
後
に
、
な
お
「厳
祺
字
伯
曾
」
五
字
が
あ
る
が
〈
隷
釈
〉
、
こ
の
部
分
の
斑
碑
の
解
釈
は
非
常
に
難
し
い
。
例
え
ば
高
文
氏
は
、
翁
方
綱
の
両
漢
金
石
記
巻
十
五
に
、
「小
欧
陽
集
古
録
目
云
、
厳
祺
字
伯
魯
、
隷
書
。
今
不
レ見
二
此
文
一久
矣
。
据
三
洪
氏
隷
釈
載
二
是
碑
末
一云
、
紀
伯
允
書
二
此
碑
司
下
乃
云
、
厳
祺
字
伯
曾
。
曾
魯
二
字
未
レ
知
二
熟
是
司
然
験
二其
文
勢
ハ
則
書
者
紀
伯
允
、
而
非
二
厳
祺
一也
。
紀
伯
允
三
字
上
有
二
闕
文
刃
或
是
口
紀
伯
允
、
則
紀
字
是
其
名
、
伯
允
是
其
字
、
未
レ
可
レ
知
也
。
今
不
レ能
二臆
定
「
矣
」
と
述
べ
る
の
を
引
い
て
、
参
考
と
し
て
い
る
〈
『漢
碑
集
釈
』
「武
斑
碑
」
注
六
一
、
河
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
〉
)。
と
は
言
え
、
注
12
と
注
5
の
関
係
は
、
や
は
り
判
然
と
し
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
強
い
て
想
像
す
れ
ば
、
相
互
対
照
を
意
図
し
た
、
注
36
ま
た
は
、
34
の
誤
り
だ
ろ
う
か
。
さ
て
、
注
5
の
'
O
n
e
lo
g
i-
c
a
l
e
x
p
la
n
a
tio
n
is
th
a
t以
下
の
仮
説
も
、
無
効
で
あ
る
。
さ
ら
に
A
s
if
s
u
c
h
c
o
nfu
s
io
n
s
w
e
re
n
o
t
e
n
o
u
g
h
以
下
の
批
判
も
、
上
記
王
雲
鷺
本
(四
部
叢
刊
本
)
の
補
入
の
分
か
り
に
く
さ
、
不
親
切
さ
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
ず
(汪
日
秀
本
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
)、
例
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
た
、
武
梁
碑
文
と
は
関
わ
り
の
な
い
事
柄
で
あ
る
。
並
び
に
、
「
羅
列
成
行
」
の
三
回
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
、
王
雲
鷺
本
で
は
非
常
に
捉
え
に
く
い
順
序
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
汪
日
秀
本
に
就
け
ば
、
本
文
に
一
度
記
さ
れ
た
「
羅
列
成
行
」
を
、
洪
這
が
注
釈
の
中
で
二
度
繰
り
返
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
、
直
ぐ
に
分
か
る
。
ニ
ラ
ン
論
文
の
本
文
へ
戻
る
。
T
h
e
le
n
g
th
y
in
s
c
r
ip
t
io
n
fo
u
n
d
in
J
in
s
h
i
lu
h
a
s
g
o
n
e
m
is
s
in
g
;
o
n
ly
t
w
e
n
ty
-e
ig
h
t
c
h
a
ra
c
te
rs
o
f
t
h
e
le
n
g
t
h
y
v
e
r
s
e
e
n
c
o
m
iu
m
a
re
fo
u
n
d
in
b
o
t
h
th
e
J
in
s
h
i
lu
a
n
d
th
e
L
i
s
h
i
°
こ
の
主
張
は
、
非
常
に
奇
妙
で
あ
る
。
金
石
録
に
お
け
る
th
e
le
n
g
th
y
in
s
c
rip
tio
n
は
、
具
体
的
に
は
、
e
漢
従
事
武
梁
碑
云
、
「故
従
事
武
…
…
諸
子
伝
記
」
口
又
云
、
「
州
郡
召
…
…
朝
聞
之
義
」
日
又
云
、
「年
七
十
四
…
…
遭
疾
隕
霊
」
㈲
其
後
有
銘
云
、
「懿
徳
玄
通
…
…
伝
無
疆
兮
」
の
四
つ
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
金
石
録
と
隷
釈
と
に
共
通
す
る
二
十
八
字
と
は
、
㈲
の
こ
と
だ
か
ら
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
h
a
s
g
o
n
e
m
is
s
in
g
金
石
録
の
長
い
碑
文
と
い
う
の
は
、
e
⇔
日
の
こ
と
に
な
る
。
e
口
日
は
全
て
、
図
二
の
C
に
あ
る
も
の
な
の
で
、
B
C
を
欠
く
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
に
、
そ
れ
ら
が
見
当
た
ら
な
い
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
に
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
隷
釈
か
ら
そ
れ
ら
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
e
口
日
は
全
て
、
汪
日
秀
本
に
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
金
石
録
と
の
問
に
示
さ
れ
る
、
そ
の
事
実
も
、
欠
落
の
あ
る
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
よ
り
汪
日
秀
本
に
就
く
べ
き
こ
と
を
、
何
よ
り
有
弁
に
物
語
る
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
究研　礎基6̀石象}　祠氏武85　
汪
日
秀
本
が
e
⇔
日
を
含
み
つ
つ
、
金
石
録
よ
り
さ
ら
に
長
く
碑
文
の
本
文
を
録
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
趙
明
誠
自
身
が
「
可
レ
読
文
多
不
レ
尽
レ
録
」
と
、
金
石
録
に
お
け
る
省
略
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
と
、
冒
頭
の
「
漢
従
事
武
梁
碑
云
」
の
引
用
の
後
、
「
又
云
」
「
又
云
」
「
其
後
有
レ
銘
云
」
等
の
言
わ
ば
引
用
符
が
、
そ
れ
ら
の
間
の
節
略
を
半
ば
明
示
し
て
い
る
こ
と
と
を
、
考
え
併
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
記
し
方
は
各
自
、
二
様
な
が
ら
、
趙
明
誠
と
洪
迢
は
、
同
じ
拓
本
を
見
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
言
え
る
。
さ
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
が
、
金
石
録
、
隷
釈
共
通
の
碑
文
を
、
二
十
八
字
の
み
に
限
る
の
も
、
大
き
な
欠
落
を
抱
え
る
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
に
固
執
し
た
結
果
で
あ
る
。
・
・…
by
th
e
a
rtist
W
e
i
G
a
i‐
th
o
ug
h
th
e
m
a
in
e
n
try
fo
r
W
u
L
ia
n
g
d
o
e
s
no
t
n
a
m
e
the
a
rt
ist
37
も
、
四
庫
本
(王
雲
鷺
本
)
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
る
誤
り
で
あ
る
。
衛
改
の
名
は
、
そ
の
欠
落
部
の
碑
文
本
文
に
含
ま
れ
て
い
る
(図
二
、
王
雲
鷺
本
C
。
ま
た
、
汪
日
秀
本
参
照
)。
な
お
衛
改
に
関
し
て
は
前
述
、
蔡
他
君
石
祠
堂
石
柱
を
、
再
び
想
起
し
た
い
。
そ
の
注
37
も
、
納
得
し
難
い
点
が
多
い
。
O
o
ヨ
O
o
「Φ
窃
§
Q
ぴ
Φ
こ
§
ω
ミ
§
ju
a
n
14
/
3
b
;
L
i
s
h
i,
ju
a
n
6
/
14
b
-1
5
b
S
丁
数
表
示
も
お
か
し
い
(
14
/
3
b
不
明
、
10
b
1
1
a
か
。
6
/
14
b
i
15
b
は
、
6
/
14
a
-
15
a
が
正
し
い
)
。
そ
し
て
、
N
o
te
t
h
a
t
H
o
n
g
's
te
x
t
(L
i
s
h
i
6
/
1
4
a
)
c
o
n
ta
in
s
a
p
a
s
s
a
g
e
o
f
s
e
v
e
ra
l
lin
e
s
,
b
e
g
in
n
in
g
g
u
a
n
s
h
o
u
c
a
n
s
h
i
("o
f
ic
ia
l
life
s
p
a
n
c
u
t
s
h
o
rt
"
),
t
h
a
t
a
re
p
re
s
e
n
te
d
a
s
p
a
rt
o
f
t
h
e
s
t
e
le
in
s
c
r
ip
t
io
n
,
b
u
t
t
h
e
y
m
a
y
re
p
re
-
s
e
n
t
c
o
m
m
e
n
ta
ry
in
s
te
a
d
.
も
、
極
め
て
不
正
確
な
主
張
と
な
っ
て
い
る
。
「
官
寿
残
失
」
以
下
が
、
ま
る
で
梁
碑
に
つ
い
て
の
本
文
の
如
く
、
ま
た
、
注
釈
の
よ
う
に
も
見
え
る
の
は
、
欠
落
の
あ
る
四
庫
本
(
王
雲
鷺
本
)
の
表
記
の
曖
昧
さ
に
起
因
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
紛
れ
は
、
汪
日
秀
本
に
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
問
題
な
の
は
、
「
官
寿
残
失
…
…
立
闕
刻
其
」
を
梁
碑
に
関
わ
る
も
の
の
如
く
扱
う
女
史
の
筆
致
で
、
こ
こ
は
何
よ
り
も
ま
ず
そ
れ
を
斑
碑
の
注
釈
の
混
入
と
認
め
、
「
成
行
捻
騁
…
…
身
歿
名
存
」
を
、
梁
碑
本
文
の
後
半
末
尾
に
相
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
、
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
想
定
が
な
い
た
め
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
「
成
行
檍
騁
…
…
身
歿
名
存
」
を
も
洪
這
の
注
釈
と
見
做
す
と
い
う
、
大
き
な
ミ
ス
を
犯
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
W
e
i
B
o
,
D
in
g
'an
le
ig
a
o
,
%ua
n
4
/2
0
b
,
re
p
e
a
t
H
o
n
g
G
u
a
's
c
o
m
m
e
nta
ry
to
th
e
W
u
L
ia
n
g
ste
le
in
sc
rip
tio
n
°
も
、
お
よ
そ
事
実
に
反
す
る
指
摘
に
な
っ
て
し
ま
う
。
定
庵
類
稿
巻
四
の
、按
二
従
事
梁
碑
一
云
、
前
設
二
壇
嬋
訥
後
建
二
祠
堂
の
良
匠
衛
改
雕
レ
文
刻
レ
画
、
羅
二
列
成
行
訥
檍
二
騁
技
巧
訥
委
蛇
有
レ
章
。
似
レ
謂
二
此
画
6　　
は
、
「按
二
従
事
梁
碑
一云
」
と
言
う
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
梁
碑
の
本
文
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
洪
這
の
注
釈
を
引
く
訳
で
は
な
い
か
ら
だ
(末
尾
四
字
の
み
が
洪
這
の
注
に
似
る
)。
さ
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
梁
碑
の
本
文
「孝
子
仲
章
」
以
下
な
い
し
、
「良
匠
衛
改
」
以
下
を
、
洪
這
の
注
釈
と
見
做
し
、
そ
れ
ら
が
隷
釈
(王
雲
鷺
本
、
汪
日
秀
本
)
に
お
い
て
、
恰
も
本
文
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
洪
自
身
の
評
価
H
o
n
g
's
o
w
n
a
s
se
ss
m
e
nt
を
上
げ
、
そ
れ
ら
を
碑
文
の
本
文
と
見
る
と
、
そ
の
評
価
の
内
容
と
く
い
違
っ
て
し
ま
う
と
述
べ
て
い
る
。
女
史
の
言
う
、
そ
の
評
価
と
は
、
隷
釈
の
注
釈
に
お
け
る
若
日
二松
萩
電
麥
之
事
訥
不
レ応
二辞
費
如
フ
此
。
此
碑
長
不
レ半
レ
尋
、
広
纔
尺
許
。
既
无
二雕
画
技
巧
訥
亦
非
三羅
二列
成
行
司
其
辞
決
不
レ
為
二
碑
設
一也
。
詳
二
味
之
ハ
似
三
是
指
二
石
室
画
像
一爾
を
指
す
が
、
こ
の
記
述
は
、
例
え
ば
「良
匠
衛
改
」
以
下
を
、
碑
文
の
本
文
と
見
る
こ
と
と
本
当
に
矛
盾
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
考
え
れ
ぼ
、
そ
う
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
「若
日
二松
萩
電
虎歹
之
事
ハ
不
レ応
二辞
費
如
フ
此
」
(も
し
墓
地
や
埋
葬
の
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
冗
長
な
言
い
方
を
す
べ
き
で
は
な
ち
ゆ
ん
せ
き
い
。
松
萩
は
、
埋
葬
、
電
安
は
、
墓
地
の
意
)
の
一
文
が
、
矛
盾
に
該
当
し
そ
う
に
思
え
る
が
、
こ
の
一
文
は
、
直
接
的
に
は
梁
碑
の
「良
匠
衛
改
」
以
下
の
意
味
内
容
、
指
示
す
る
も
の
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
り
、
延
い
て
は
、
そ
れ
が
通
常
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「良
匠
衛
改
」
以
下
を
碑
文
の
本
文
と
見
る
こ
と
と
、
決
し
て
矛
盾
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
上
掲
隷
釈
の
記
述
自
身
は
、
そ
れ
ら
を
碑
文
の
本
文
と
見
て
い
る
こ
と
が
、
自
ず
と
明
ら
か
で
、
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
記
述
は
、
全
く
意
だ
ん
せ
ん
味
を
な
さ
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
(注
38
の
、
壇
埋
に
関
し
て
は
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
)。
従
っ
て
、
隷
釈
の
「孝
子
仲
章
」
以
下
や
、
「良
匠
衛
改
」
以
下
な
ど
は
、
女
史
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
付
け
加
え
ら
れ
た
Φ
U
UΦ
コ
α
Φ
α
も
の
で
は
な
い
し
、
況
ん
や
、
そ
の
正
体
id
e
ntity
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
問
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
次
い
で
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
明
、
梅
鼎
祚
の
東
漢
文
紀
巻
二
十
八
「従
事
武
梁
碑
」
を
引
い
て
、
梅
鼎
祚
が
梁
碑
の
二
つ
の
型
(四
庫
本
等
と
汪
日
秀
本
)
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
内
の
短
い
方
(即
ち
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
)
を
、
本
来
の
も
の
(「原
文
」
)
と
認
め
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
注
39
に
お
い
て
、
梅
鼎
祚
が
そ
の
短
い
方
を
、
書
写
中
に
誤
っ
て
、
本
文
と
注
文
を
混
じ
え
た
も
の
、
と
見
做
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
の
東
漢
文
紀
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
(「従
事
武
梁
碑
」
と
題
し
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
系
の
隷
釈
全
文
を
引
用
し
て
い
る
が
〈
碑
文
本
文
の
冒
頭
四
字
を
、
「硝
鋳
」
と
改
め
、
下
を
二
、
三
字
分
の
空
格
と
す
る
。
ま
た
、
碑
文
本
文
「刻
其
」
の
下
、
「成
行
」
の
上
に
小
字
の
「闕
」
を
置
く
〉、
今
、
省
略
に
従
う
)
。
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鼎
按
二
此
釈
訥
乃
碑
原
文
、
今
本
首
有
二
官
寿
残
失
四
字
司
必
洪
後
井
失
二
前
文
一
段
の
校
刻
者
写
二
此
四
字
於
首
訥
抄
伝
者
誤
混
二大
字
一耳
。
刻
其
下
有
二
闕
文
幻
而
孝
子
孝
孫
至
二
羅
列
一
一
段
、
則
在
二
成
行
之
上
一也
梅
鼎
祚
の
言
う
所
は
、
頗
る
明
快
で
あ
る
。
た
だ
論
旨
が
少
し
複
雑
な
の
で
、
そ
れ
を
箇
条
書
き
に
し
て
示
す
。
e
梅
鼎
祚
の
見
た
隷
釈
(「今
本
」
と
呼
ん
で
い
る
)
は
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
系
で
あ
り
、
汪
日
秀
本
系
で
は
な
い
(図
二
参
照
)
。
従
っ
て
、
そ
の
梁
碑
の
記
述
は
、
「官
寿
残
失
」
で
始
ま
る
。
⇔
洪
逅
の
時
代
に
は
、
そ
の
「官
寿
残
失
」
の
箇
所
(即
ち
、
「威
宗
建
和
」
の
前
)
に
、
梁
の
官
寿
を
記
し
た
「前
文
一
段
」
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
日
そ
の
前
文
は
、
洪
這
以
後
、
き
っ
と
他
の
部
分
共
々
、
失
わ
れ
た
に
違
い
な
い
(梅
鼎
祚
は
、
「威
宗
建
和
」
の
前
に
二
、
三
字
分
の
空
格
を
設
け
る
)。
四
隷
釈
の
刊
行
時
、
そ
の
校
訂
担
当
者
(「校
刻
者
」
)
が
、
梁
の
官
寿
を
記
し
て
い
る
筈
の
、
冒
頭
前
文
の
欠
落
に
気
付
き
、
そ
の
位
置
に
、
碑
文
本
文
と
区
別
す
べ
く
、
小
字
を
用
い
て
、
「官
寿
残
失
」
と
い
う
、
四
字
の
注
記
を
書
き
入
れ
た
。
㈲
と
こ
ろ
が
、
刊
本
が
転
写
さ
れ
伝
流
し
て
ゆ
く
過
程
に
あ
っ
て
、
書
写
者
(「抄
伝
者
」
)
の
何
人
か
が
、
冒
頭
の
「官
寿
残
失
」
を
、
碑
文
の
本
文
と
誤
解
し
て
、
大
字
で
書
写
し
、
そ
れ
を
本
文
に
混
入
さ
せ
て
し
ま
う
(四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
が
こ
の
形
を
取
る
。
梅
鼎
祚
は
、
そ
れ
を
小
字
に
復
し
、
「館
鋳
」
の
割
注
と
し
て
、
「威
宗
建
和
」
上
の
空
格
の
前
へ
置
く
)
。
㈹
碑
文
の
本
文
「刻
其
」
の
下
、
「成
行
」
の
上
に
も
、
欠
文
が
存
す
る
(梅
鼎
祚
は
、
そ
こ
に
も
、
小
字
の
「
闕
」
を
補
っ
て
い
る
)
。
㈹
隷
釈
を
注
意
深
く
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
欠
落
は
、
注
文
に
引
か
れ
た
碑
文
本
文
か
ら
、
復
原
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
「
而
其
後
云
」
に
引
用
さ
れ
た
、
「孝
子
孝
孫
」
か
ら
「羅
列
」
ま
で
の
一
段
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
注
文
中
の
そ
の
一
段
を
、
本
文
の
「刻
其
」
と
「成
行
」
の
間
に
補
え
ば
、
欠
落
を
復
原
し
た
こ
と
に
な
る
。
梅
鼎
祚
の
言
う
所
は
、
大
体
汪
日
秀
本
の
内
容
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
読
解
力
の
深
さ
に
は
、
流
石
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
但
し
、
梅
鼎
祚
は
、
「官
寿
残
失
」
ま
た
、
「威
宗
建
和
…
…
立
闕
刻
其
」
が
武
斑
碑
の
注
文
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
け
ず
(東
漢
文
紀
の
梁
碑
の
前
に
は
、
斑
碑
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
)
、
そ
れ
を
梁
碑
の
本
文
に
属
せ
し
め
て
い
る
点
や
、
隷
釈
の
注
文
で
あ
る
「孝
子
孝
孫
」
を
本
文
と
認
め
て
い
る
点
(「孝
子
孝
孫
」
は
、
碑
文
「孝
子
仲
章
季
章
季
立
、
孝
孫
子
僑
」
を
、
洪
這
が
略
記
し
た
も
の
。
汪
日
秀
本
参
照
)
か
ら
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
梅
鼎
祚
が
汪
日
秀
本
系
の
隷
釈
を
参
照
　　　
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
も
し
梅
鼎
祚
が
汪
日
秀
本
系
の
記
述
を
知
っ
て
い
た
な
ら
、
決
し
て
e
I
㈹
の
よ
う
な
、
緻
密
で
手
間
の
掛
か
る
考
証
を
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
四
庫
本
等
の
系
統
の
範
囲
内
で
、
何
と
か
そ
れ
を
正
し
い
形
に
近
付
け
よ
う
と
苦
心
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
e
l
㈹
を
見
る
と
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
東
漢
文
紀
を
全
く
読
み
損
っ
て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
分
か
る
。
例
え
ば
梅
鼎
祚
は
、
梁
碑
の
記
述
に
お
け
る
二
つ
の
系
統
を
知
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
そ
の
一
方
(四
庫
本
等
)
を
、
本
来
の
も
の
と
認
め
た
事
実
も
な
い
(東
漢
文
紀
の
「原
文
」
と
い
う
語
は
、
女
史
の
想
定
す
る
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
、
梅
鼎
祚
が
注
文
と
区
別
し
て
、
碑
の
本
文
の
こ
と
を
、
そ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
)
。
ま
た
、
注
39
に
お
い
て
、
女
史
が
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
、
実
際
の
東
漢
文
紀
と
の
、
大
き
な
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
る
。
東
漢
文
紀
は
、
「官
寿
残
失
」
の
四
字
を
、
注
釈
と
し
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
含
む
一
行
(「館
鋳
…
…
立
闕
刻
其
」。
こ
れ
は
、
実
は
斑
碑
の
注
で
あ
っ
た
)
を
注
釈
と
し
た
の
で
は
な
く
、
或
い
は
、
以
下
の
数
行
を
、
注
釈
と
し
た
の
で
も
な
い
こ
と
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(注
37
に
お
い
て
、
女
史
は
、
「官
寿
残
失
」
に
始
ま
る
何
行
か
の
節
は
、
注
釈
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
た
)
。
訝
し
い
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
、
お
よ
そ
学
問
的
と
は
言
い
難
い
、
不
条
理
極
ま
る
東
漢
文
紀
の
引
用
を
敢
え
て
行
っ
て
ま
で
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
一
体
何
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
女
史
の
主
張
の
狙
い
は
、
ま
ず
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
を
隷
釈
の
正
統
な
本
文
と
位
置
付
け
る
こ
と
(即
ち
、
汪
日
秀
本
を
斥
け
る
こ
と
)
で
あ
り
、
次
い
で
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
の
本
文
内
容
に
対
し
、
疑
問
を
提
起
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
後
者
は
例
え
ば
先
々
、
If
a
ll
th
e
pa
s
sa
ge
s
a
ttrib
u
te
d
to
H
on
g
w
e
re
in
d
e
e
d
c
o
m
p
o
s
ed
b
y
h
im
,
w
h
ic
h
s
ee
m
s
d
o
u
b
tfu
l,・
・…
(p
.5
2
8
)
(も
し
、
洪
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
全
て
の
引
用
部
分
が
、
実
は
彼
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
疑
わ
し
い
が
、
…
…
〈
嬲
頁
〉
)
と
総
括
さ
れ
る
、
梁
碑
の
み
な
ら
ず
、
武
氏
祠
に
関
連
し
た
、
五
つ
の
碑
文
全
て
の
歴
史
資
料
性
を
否
定
し
、
そ
こ
か
ら
従
来
の
武
氏
一
門
の
概
念
を
解
体
し
よ
う
と
す
る
、
女
史
の
結
論
を
支
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
二
章
「
武
梁
」
を
通
し
て
指
摘
し
得
る
こ
と
だ
が
、
東
漢
文
紀
の
引
用
に
限
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
目
的
は
、
総
じ
て
梁
碑
の
「
良
匠
衛
改
」
以
下
ま
た
、
「
孝
子
仲
章
」
以
下
(金
石
録
不
見
)
、
或
い
は
、
B
C
な
ど
を
注
釈
、
付
加
、
改
竄
、
挿
入
と
規
定
す
る
こ
と
で
、
前
述
の
如
く
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
を
擁
護
す
る
こ
と
、
即
ち
、
汪
日
秀
本
を
斥
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
武
梁
碑
は
、
原
石
が
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
、
文
献
上
に
し
か
根
拠
を
も
た
な
い
、
半
ば
仮
構
と
も
す
べ
き
、
甚
だ
危
う
い
も
の
で
あ
る
(幸
い
な
こ
と
に
、
私
達
に
は
、
汪
日
秀
究研　礎基S石象　祠氏武89　
本
が
残
さ
れ
て
い
る
が
ー
)
。
そ
し
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
よ
う
に
、
汪
日
秀
本
を
視
野
に
入
れ
ず
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
の
み
に
固
執
し
て
、
梁
碑
を
論
じ
よ
う
と
す
る
な
ら
ぼ
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
、
先
に
見
た
通
り
の
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
の
も
つ
、
極
め
て
重
大
な
欠
陥
故
に
、
必
然
と
し
て
私
達
の
前
提
と
し
て
き
た
梁
碑
の
歴
史
資
料
性
の
否
定
、
さ
ら
に
武
梁
と
い
う
人
物
概
念
の
解
体
へ
と
、
向
か
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
さ
て
、
梁
碑
に
関
す
る
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
筆
致
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
目
前
の
事
実
を
無
視
す
る
、
非
常
に
頑
な
な
印
象
を
受
け
る
。
女
史
は
何
故
、
汪
日
秀
本
を
斥
け
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
、
武
梁
碑
の
存
在
自
体
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
、
結
論
が
先
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
事
実
を
離
れ
て
理
屈
に
奉
仕
す
る
論
証
は
、
所
謂
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
名
で
呼
ば
れ
、
も
は
や
そ
れ
を
学
問
と
呼
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
(注
40
の
、
隷
弁
巻
7
/
1
a
、
巻
8
/
15
b
i
16
a
の
丁
数
表
示
は
、
巻
7
/
15
b
-
16
a
〈武
梁
碑
〉
、
巻
7
/
12
a
I
b
〈
武
斑
碑
〉
の
誤
り
)
。
五
西
闕
銘
は
、
金
石
録
巻
十
四
に
、
「漢
武
氏
石
闕
銘
」
と
し
て
そ
の
銘
文
全
文
が
録
さ
れ
て
以
来
、
内
容
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
武
氏
祠
関
係
の
五
つ
の
碑
文
の
内
、
最
後
の
五
つ
目
に
当
た
っ
て
い
る
。
原
石
は
、
黄
易
の
修
武
氏
祠
堂
記
略
に
、
双
闕
南
北
対
峙
、
出
レ
土
三
尺
。
掘
二深
八
九
尺
訥
始
見
二
根
脚
各
霧
と
記
す
如
く
、
東
闕
に
相
対
す
る
も
の
と
し
て
、
乾
隆
五
十
一
(
一
七
八
六
)
年
に
黄
易
に
よ
り
、
現
存
が
確
認
さ
れ
た
。
今
、
そ
の
銘
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
(改
行
は
拓
本
及
び
、
原
石
に
従
う
が
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
る
。
ま
た
、
句
読
点
、
返
り
点
を
付
し
た
銘
文
を
添
え
て
お
く
)。
建
和
元
年
大
歳
在
丁
亥
三
月
庚
戌
朔
四
日
癸
丑
孝
子
武
始
公
弟
綏
宗
景
興
開
明
使
石
工
孟
孚
李
弟
卯
造
此
闕
直
銭
十
五
万
孫
宗
作
師
子
直
四
万
開
明
子
宣
張
仕
済
陰
年
廿
五
曹
府
君
察
挙
孝
廉
除
敦
煌
長
史
被
病
芙
没
苗
秀
不
遂
鳴
呼
哀
哉
士
女
痛
傷
(建
和
元
年
大
歳
在
二
丁
亥
訥
三
月
庚
戌
朔
四
日
癸
丑
、
孝
子
武
始
公
弟
綏
宗
景
興
開
明
、
使
三
石
工
孟
孚
李
弟
卯
造
二
此
闕
訥
直
銭
十
五
万
。
孫
宗
作
二
師
子
訥
直
四
万
。
開
明
子
宣
張
、仕
二
済
陰
司
年
廿
五
、
曹
府
君
察
挙
二孝
廉
訥
除
二敦
煌
長
史
詢
被
レ
病
芙
没
、
苗
秀
不
レ遂
。
鳴
呼
哀
哉
、
士
女
痛
傷
)
最
後
に
、
こ
の
西
闕
銘
に
つ
い
て
の
ニ
ラ
ン
女
史
の
見
解
を
検
討
す
る
。
女
史
は
'
1
1章
6̀
T
h
e
p
illa
r-g
a
te
in
s
c
rip
tio
n
(西
闕
銘
)
と
題
す
る
節
に
お
い
て
、
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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B
e
th
a
t
a
s
it
m
a
y
,
th
e
p
illa
r-g
a
t
e
in
s
c
rip
tio
n
e
n
d
s
w
ith
fo
u
r
s
e
n
-
t
e
n
c
e
s
d
e
v
o
te
d
to
W
u
B
a
n
(i.e
.,
a
b
o
u
t
h
a
lf
t
h
e
e
n
t
ire
te
x
t
),
w
h
o
m
c
o
n
v
e
n
tio
n
id
e
n
t
if
ie
s
a
s
K
a
im
in
g
's
s
o
n
.
W
h
y
w
o
u
ld
"f
ilia
l
s
o
n
s
"
e
re
c
t
a
m
e
m
o
r
ia
l
g
a
te
w
h
o
s
e
in
s
c
r
ip
t
io
n
g
iv
e
s
n
o
in
fo
rm
a
t
io
n
a
b
o
u
t
t
h
e
o
ld
e
r
g
e
n
e
ra
tio
n
s
b
u
t
f
o
c
u
s
e
s
in
s
t
e
a
d
o
n
a
s
in
g
le
m
e
m
b
e
r
o
f
t
h
e
y
o
u
n
g
e
r
g
e
n
e
ra
t
io
n
?
A
m
o
re
g
e
n
e
ra
l
q
u
e
s
tio
n
m
a
y
b
e
lo
d
g
e
d
w
h
y
d
o
la
te
r
tra
d
it
io
n
s
r
e
fle
c
t
s
o
m
u
c
h
c
o
n
f
u
s
io
n
a
b
o
u
t
t
h
e
id
e
n
t
it
y
o
f
th
e
m
a
k
e
rs
a
n
d
d
e
d
ic
a
te
e
s
o
f
th
e
p
illa
r-
g
a
te
s
,
if
t
h
o
s
e
id
e
n
t
itie
s
w
e
re
p
la
in
f
o
r
a
ll
t
o
s
e
e
?
F
u
rt
h
e
rm
o
r
e
,
a
s
e
c
o
n
d
p
a
s
s
a
g
e
,
t
h
is
t
im
e
in
t
h
e
L
i
s
h
i
e
n
try
f
o
r
W
u
L
ia
n
g
,
s
a
y
s
th
a
t
W
u
K
a
im
in
g
e
re
c
te
d
t
h
e
p
illa
r
-g
a
te
s
fo
r
h
is
e
ld
e
r
b
ro
th
e
r
,
W
u
L
ia
n
g
-
a
s
ta
t
e
m
e
n
t
f
la
t
ly
c
o
n
-
tra
d
ic
t
in
g
t
h
e
p
illa
r-
g
a
t
e
in
s
c
rip
t
io
n
tra
n
s
c
r
ib
e
d
in
J
in
s
h
i
lu
,
w
h
ic
h
h
a
s
W
u
K
a
im
in
g
a
n
d
h
is
t
h
re
e
b
ro
t
h
e
rs
,
a
s
"f
ilia
l
s
o
n
s
,"
e
re
c
tin
g
t
h
e
g
a
te
s
°a
s
(R
e
a
d
e
rs
w
iII
re
c
a
=
t
h
a
t
t
h
e
L
i
s
h
i
d
o
e
s
n
o
t
it
s
e
lf
c
o
n
ta
in
a
t
ra
n
s
c
r
ip
t
io
n
o
f
th
e
p
illa
r-
g
a
te
in
s
c
rip
t
io
n
.)
A
c
c
o
rd
in
g
to
t
h
e
s
ta
n
,
d
a
r
d
g
e
n
e
a
lo
g
y
d
e
v
is
e
d
fo
r
m
e
m
b
e
rs
o
f
th
e
fa
m
ily
,
V
N
u
K
a
im
in
g
d
ie
d
t
h
re
e
y
e
a
rs
b
e
fo
r
e
h
is
e
ld
e
r
b
ro
th
e
r
W
u
L
ia
n
g
,
in
w
h
ic
h
c
a
s
e
w
e
m
u
s
t
e
it
h
e
r
c
re
d
it
K
a
im
in
g
w
it
h
a
s
t
o
u
n
d
in
g
p
re
s
c
ie
n
c
e
in
b
u
ild
in
g
t
h
e
p
a
ir
o
f
p
illa
r-g
a
te
s
o
r
p
re
s
u
m
e
t
h
a
t
t
h
e
y
w
e
re
n
o
t
e
r
e
c
te
d
in
a
f
u
n
e
ra
ry
c
o
n
te
x
t.
B
u
t
th
e
v
e
ry
m
a
te
r
ia
lit
y
o
f
th
e
p
illa
r-
g
a
t
e
in
s
c
rip
-
tion,
w
hich
w
as
readily
deciphe
rable
a=
he
turn
of
the
tw
entieth
c
e
n
tu
ry
,
a
s
t
h
e
v
o
lu
m
e
s
o
f
C
h
a
v
a
n
n
e
s
a
n
d
S
e
k
in
o
a
t
e
s
t
,
h
a
s
a
p
-
p
a
re
n
tly
p
re
c
lu
d
e
d
a
n
y
c
o
n
s
id
e
rs
t
io
n
o
f
t
h
e
s
e
in
t
e
rn
a
l
c
o
n
t
ra
d
ic
,
tio
n
s
.
(A
s
t
h
e
in
s
c
r
ip
t
io
n
h
a
s
n
o
w
b
e
e
n
r
u
b
b
e
d
e
n
t
ire
ly
a
w
a
y
,
w
e
m
u
s
t
re
ly
u
p
o
n
th
e
s
e
p
h
o
t
o
s
.)
W
e
d
o
k
n
o
w
th
a
t
F
a
n
g
R
u
o
's
(1
8
6
9
-
19
5
4
)
J
ia
o
b
e
i
s
u
ib
i
(N
o
t
e
s
c
o
m
p
a
r
in
g
s
te
le
s
)
re
c
o
rd
s
t
h
a
t
e
x
is
t
in
g
ru
b
b
in
g
s
o
f
t
h
e
p
illa
r-g
a
t
e
in
s
c
rip
t
io
n
p
re
s
e
n
t
m
a
rk
e
d
ly
d
if
e
re
n
t
c
a
rv
in
g
s
ty
le
s
a
n
d
fo
rm
a
t
s
,
"w
it
h
n
o
t
a
s
in
g
le
s
t
ro
k
e
in
a
s
im
ila
r
p
la
c
e
°"4
7
T
h
e
J
in
s
h
i
s
u
o
(In
d
e
x
to
m
e
ta
l
a
n
d
s
to
n
e
c
a
r
v
in
g
s
;
c
o
ヨ
,
p
ile
d
1
8
2
1)
s
h
o
w
s
a
n
in
s
c
rip
t
io
n
w
ith
s
ix
lin
e
s
p
e
r
c
o
lu
m
n
,
b
u
t
F
a
n
g
's
te
x
t
re
c
o
rd
s
a
n
in
s
c
r
ip
t
io
n
w
it
h
tw
e
lv
e
lin
e
s
p
e
r
c
o
lu
m
n
.
轟
o
.
L
i
s
h
i
6
/
1
4
a
(v
♀
①
G。
言
9゚
9
°
=
y
p
o
t
h
e
t
ic
a
ξ
,
tw
o
s
e
ts
o
f
p
=
la
r,
g
a
te
s
c
o
u
ld
h
a
v
e
b
e
e
n
b
u
ilt
in
t
h
e
s
in
g
le
c
e
m
e
te
ry
,
o
n
e
s
e
t
s
p
o
n
-
s
o
re
d
b
y
f
o
u
r
f
ilia
l
s
o
n
s
f
o
r
t
h
e
ir
p
a
re
n
t
(s
),
a
n
d
o
n
e
s
e
t
b
y
W
u
K
a
im
-
in
g
f
o
r
h
is
o
ld
e
r
b
r
o
t
h
e
r,
b
u
t
t
h
is
s
e
e
m
s
u
n
lik
e
ly
.
ミ
.
F
a
n
g
R
u
ρ
J
ia
o
b
e
i
s
u
ib
e
i
(S
h
a
n
g
h
a
i
:
S
h
a
n
g
h
a
i
s
h
u
h
u
a
c
h
u
b
a
n
,
s
h
e
,1
9
8
1
),
ju
a
n
1
/
9
a
.
4
8
.
C
o
m
p
a
re
ib
id
.,
a
n
d
F
e
n
g
Y
u
n
p
e
n
g
a
n
d
F
e
n
g
Y
u
n
y
u
a
n
.
J
in
s
h
i
s
h
u
o
(S
h
a
n
y
a
n
g
;
Z
iy
a
n
g
X
ia
n
s
h
u
G
a
n
g
b
a
n
,18
2
1
),
"
S
h
is
u
o
,"
ju
a
n
3
/
3
0
°
(
い
ず
れ
に
せ
よ
、
西
闕
銘
は
、
武
斑
に
捧
げ
ら
れ
た
四
つ
の
文
で
終
わ
っ
て
い
る
(
即
ち
、
全
体
の
約
半
分
)
。
こ
れ
ま
で
の
慣
ら
わ
し
で
は
、
彼
は
開
明
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
何
故
孝
子
達
は
、
そ
の
碑
文
が
前
世
代
の
人
々
に
究研　礎基6
`
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関
す
る
何
の
記
事
も
含
ま
ず
、
代
わ
り
に
、
よ
り
若
い
世
代
の
一
人
の
成
員
に
焦
点
を
当
て
た
よ
う
な
、
記
念
の
闕
を
建
て
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
?
も
っ
と
一
般
的
な
疑
問
を
提
示
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
し
そ
の
由
来
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
後
世
の
伝
承
が
何
故
、
西
闕
の
IIIIQ
録
者
及
び
、
被
奉
呈
者
は
誰
だ
っ
た
の
か
と
い
う
判
断
を
め
ぐ
り
、
か
く
も
多
く
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
?
そ
の
上
、
今
度
は
、
隷
釈
の
武
梁
碑
の
記
載
に
お
け
る
第
二
節
は
、
武
開
明
が
兄
武
梁
の
た
め
に
、
そ
の
闕
を
建
て
た
と
言
っ
て
お
り
ー
そ
の
記
述
は
、
武
開
明
と
彼
の
三
人
の
兄
弟
に
「
孝
子
」
と
し
て
闕
を
建
て
さ
せ
て
い
る
、
金
石
録
に
筆
録
さ
れ
た
西
闕
銘
と
明
ら
か
に
く
い
違
う
。
46
(読
者
は
、
隷
釈
が
そ
れ
自
身
と
し
て
は
、
西
闕
銘
の
筆
記
を
も
た
な
い
こ
と
を
思
い
出
す
だ
ろ
う
。
)
そ
の
家
族
の
成
員
を
考
案
し
た
、
標
準
的
な
系
図
に
よ
る
と
、
武
開
明
は
、
彼
の
兄
武
梁
よ
り
、
三
年
早
く
死
ん
で
い
る
。
今
の
場
合
、
我
々
は
、
開
明
が
驚
く
べ
き
予
知
能
力
を
用
い
て
、
一
組
二
柱
の
闕
を
建
て
た
と
信
じ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
ら
の
闕
は
、
埋
葬
用
に
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
、
と
推
定
す
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
西
闕
銘
の
原
石
は
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
と
関
野
の
書
物
に
あ
る
通
り
、
二
十
世
紀
へ
の
移
り
目
に
は
、
容
易
に
判
読
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
現
在
で
は
こ
れ
ら
の
内
部
矛
盾
に
関
す
る
、
如
何
な
る
考
察
を
行
う
こ
と
も
、
外
見
的
に
は
難
し
い
。
(銘
文
は
、
現
状
に
お
い
て
は
完
全
に
摩
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
我
々
は
宅
れ
ら
の
写
真
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
)
我
々
は
、
方
若
(
一
八
六
九
ー
一
九
五
四
)
の
校
碑
随
筆
(碑
文
を
比
較
し
た
注
釈
)
が
、
西
闕
銘
の
現
存
す
る
拓
本
は
、
彫
刻
の
様
式
や
構
成
に
お
い
て
、
際
立
っ
た
異
同
を
示
す
、
即
ち
、
「
一
筆
と
し
て
似
た
所
が
な
い
」
と
記
す
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
47
金
石
索
(金
石
彫
刻
の
索
引
、
一
八
二
一
年
編
)
は
、
一
行
六
字
の
銘
文
を
掲
げ
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
方
の
本
文
は
、
銘
文
が
一
行
十
二
字
で
書
か
れ
て
い
る
と
記
す
の
で
あ
る
。48
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.
隷
釈
6
/
14
a
(巻
鯉
、
鵬
頁
)
。
仮
定
と
し
て
、
二
組
の
闕
が
一
つ
の
墓
地
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
も
、
可
能
だ
っ
た
ろ
う
。
一
組
は
、
四
人
の
孝
行
息
子
に
よ
る
、
彼
ら
の
両
親
(達
)
の
た
め
の
も
の
で
、
そ
し
て
、
一
組
は
、
武
開
明
に
よ
る
彼
の
兄
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
り
そ
う
も
な
い
。
47
.
方
若
、
校
碑
随
筆
(上
海
、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
、
巻
1
/
9
a
。
48
.
前
掲
書
と
比
較
せ
よ
、
そ
し
て
、
馮
雲
鵬
と
馮
雲
鵝
、
金
石
索
(審
陽
、
滋
陽
県
署
蔵
板
、
一
八
二
一
年
)
、
『石
索
』
、
巻
3
/
3
a
と
も
。)
ニ
ラ
ン
女
史
の
叙
述
に
よ
る
と
、
西
闕
銘
は
恰
も
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
も
の
の
如
く
、
殆
ど
出
鱈
目
な
内
容
を
も
つ
資
料
で
あ
る
か
の
よ
う
な
記
さ
れ
方
を
し
て
い
る
。
西
闕
銘
を
め
ぐ
る
、
か
く
も
多
く
の
混
乱
s
o
m
u
c
h
c
o
n
fu
s
io
n
S
内
実
は
、
後
程
整
理
を
試
み
る
が
、
ま
ず
女
史
の
指
摘
に
つ
い
て
、
一
、
二
の
補
足
、
訂
正
を
加
え
て
お
く
。
ニ
ラ
ン
女
史
の
言
う
、
隷
釈
の
武
梁
碑
に
お
け
る
o
o。
Φ
O
o
コ
α
p
a
s
s
a
g
e
と
は
、
上
記
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
巻
六
「
従
事
武
梁
碑
」
冒
頭
の
、
官
寿
残
失
。
威
宗
建
和
之
元
年
、
開
明
為
二
其
兄
一立
レ
闕
を
指
す
が
、
こ
れ
は
前
述
の
通
り
、
実
は
武
梁
碑
の
碑
文
で
は
な
く
、
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武
梁
碑
に
対
す
る
洪
這
の
注
文
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
(図
二
、
汪
日
秀
本
参
照
)。
そ
れ
が
武
梁
碑
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
例
に
よ
っ
て
女
史
が
専
ら
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
に
拠
っ
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
た
だ
で
さ
え
混
乱
を
招
き
が
ち
な
西
闕
銘
に
、
誤
り
を
含
む
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
を
関
連
さ
せ
る
女
史
の
不
用
意
さ
が
、
こ
こ
で
は
本
当
の
混
乱
を
惹
き
起
こ
し
て
い
る
。
武
斑
碑
注
の
問
題
は
、
後
述
す
る
。
さ
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
上
掲
論
文
の
終
わ
り
に
、
校
碑
随
筆
と
金
石
索
の
二
つ
の
文
献
を
引
い
て
、
拓
本
批
判
を
通
し
た
西
闕
銘
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
批
判
は
、
果
し
て
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
そ
の
当
否
を
少
し
考
え
て
お
く
。
女
史
が
援
用
し
た
、
方
若
の
校
碑
随
筆
巻
一
の
原
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
武
氏
石
闕
銘
。
隷
書
八
行
、
行
十
二
字
、
上
層
画
象
。
在
二
山
東
嘉
祥
司
建
和
元
年
三
月
。
拓
本
非
レ難
レ
致
、
不
レ過
二道
光
以
後
拓
本
無
二
旧
拓
清
晰
司
乃
近
有
三
蟇
刻
竟
無
二
一
筆
似
処
訥
且
毎
行
作
二
十
字
訥
是
井
原
拓
整
張
未
レ見
者
耳
方
若
が
、
「無
二
一
筆
似
処
二
と
述
べ
た
の
は
、
西
闕
銘
の
拓
本
に
関
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
「蟇
刻
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
女
史
が
そ
れ
を
Φ
×
互
in
g
ru
b
b
in
g
s
S
こ
と
と
す
る
の
は
、
全
く
の
見
当
外
れ
と
す
べ
く
、
従
っ
て
、
女
史
に
よ
る
校
碑
随
筆
の
引
用
は
、
西
闕
銘
は
お
ろ
か
、
そ
の
拓
本
の
批
判
に
さ
え
な
り
得
な
い
こ
と
が
、
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
石
索
の
引
用
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
成
程
、
石
索
巻
三
「漢
武
氏
祠
石
闕
」
に
、
四
葉
に
分
け
て
掲
出
さ
れ
た
図
版
は
、
行
六
字
、
十
六
行
に
亙
っ
て
い
て
(四
、
五
、
五
、
二
行
。
末
行
の
み
三
字
)
、
西
闕
銘
原
石
並
び
に
、
そ
の
拓
本
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
図
版
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
拓
本
な
の
で
は
な
い
。
図
版
の
元
は
拓
本
で
あ
ろ
う
が
、
版
本
化
さ
れ
た
段
階
で
、
そ
れ
は
改
め
て
彫
り
直
さ
れ
、
拓
本
と
は
質
的
に
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
原
拓
が
版
面
に
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
版
面
に
合
わ
せ
て
そ
れ
を
適
宜
改
変
す
る
こ
と
は
、
珍
し
く
も
何
と
も
な
い
現
象
で
(例
え
ば
容
庚
の
『漢
武
梁
祠
画
像
録
』
十
、
十
一
丁
は
、
銘
文
の
原
拓
を
収
め
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
そ
れ
を
各
三
行
の
四
葉
に
分
け
、
十
二
行
、
行
八
字
〈末
行
五
字
〉
に
改
変
し
て
い
る
)
、
書
誌
学
(ぼ
び
=
o
αq
ra
p
h
y
)
の
初
歩
的
知
識
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
。
加
え
て
、
女
史
が
方
若
を
引
い
て
石
索
を
批
判
す
る
の
は
、
さ
ら
に
お
か
し
い
。
何
故
な
ら
、
石
索
の
図
版
四
葉
目
左
に
、
闕
高
一
丈
二
尺
、
半
淤
二
于
土
司
此
銘
在
二
西
闕
之
第
六
層
の
予
掘
レ
土
出
レ字
拓
レ
之
。
銘
八
行
、
々
十
二
字
、
末
行
九
字
と
あ
っ
て
、
原
石
が
八
行
、
行
十
二
字
で
あ
る
こ
と
は
、
方
若
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
石
索
自
身
が
明
記
し
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
女
史
の
石
索
の
引
用
も
ま
た
、
西
闕
銘
や
そ
の
拓
本
の
批
判
究研　礎基6石象　祠氏武憫
と
し
て
は
、
全
然
的
外
れ
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
ま
た
、
例
に
よ
っ
て
前
述
、
資
料
の
位
相
を
無
視
し
た
結
果
に
外
な
ら
ず
、
ニ
ラ
ン
女
史
が
引
く
校
碑
随
筆
や
石
索
は
、
西
闕
銘
や
そ
の
拓
本
に
対
し
、
本
文
批
判
の
地
平
に
お
い
て
、
何
ら
関
わ
り
を
も
た
な
い
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
て
、
西
闕
銘
は
、
例
え
ば
作
者
や
被
奉
呈
者
の
問
題
で
、
ニ
ラ
ン
女
史
が
言
う
よ
う
に
、
本
当
に
混
乱
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
西
闕
銘
の
内
容
を
資
料
と
し
て
見
る
時
、
他
資
料
と
の
関
係
が
聊
か
複
雑
な
こ
と
は
、
否
定
出
来
な
い
事
実
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
複
雑
で
あ
る
こ
と
と
混
乱
し
て
い
る
こ
と
と
は
、
明
ら
か
に
違
う
。
そ
こ
で
、
以
下
、
ニ
ラ
ン
女
史
と
は
別
途
、
も
う
少
し
一
般
的
な
観
点
か
ら
、
西
闕
銘
と
他
資
料
と
の
関
連
を
整
理
し
て
み
る
。
西
闕
銘
を
め
ぐ
る
関
連
事
項
を
年
表
風
に
纏
め
、
左
に
一
覧
と
し
て
示
す
。
臈
(永
嘉
元
年
)
開
明
母
没
(開
明
碑
)
斑
没
(斑
碑
)
川
(建
和
元
年
)
2
・
23
斑
碑
を
建
て
る
(汪
日
秀
本
隷
釈
斑
碑注
)
3
・
4
開
明
、
兄
梁
の
た
め
に
闕
を
建
て
る
(汪
日
秀
本
隷
釈
斑
碑
注
)
3
・
4
武
始
公
等
兄
弟
四
人
、
闕
を
建
て
る
(西
闕
銘
)
盥
(建
和
二
年
)
1
・
16
開
明
没
(開
明
碑
)
m
(元
嘉
元
年
)
6
・
4
梁
没
(梁
碑
)
蠏
(永
康
元
年
)
頃
栄
没
(栄
碑
)
ま
ず
、
ニ
ラ
ン
女
史
が
、
明
ら
か
に
く
い
違
っ
て
い
る
fla
tly
c
o
n
tra
d
ic
tin
g
と
指
摘
す
る
、
隷
釈
巻
六
と
金
石
録
(西
闕
銘
)
と
は
、
本
当
に
く
い
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
金
石
録
巻
十
四
は
、
西
闕
銘
(
の
拓
本
)
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
問
題
と
な
る
の
は
隷
釈
で
あ
る
。
女
史
の
言
う
隷
釈
の
そ
れ
が
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
巻
六
「
従
事
武
梁
碑
」
冒
頭
に
記
さ
れ
た
第
二
節
、
官
寿
残
失
。
威
宗
建
和
之
元
年
、
開
明
為
二其
兄
【立
レ闕
の
傍
線
部
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
汪
日
秀
本
(泰
定
本
)
の
斑
碑
に
お
け
る
、
洪
這
の
注
釈
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
本
文
を
改
め
て
確
認
す
れ
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
(汪
日
秀
本
)。
敦
煌
長
史
武
斑
碑
建
和
元
年
大
歳
在
二
丁
亥
訥
二
月
辛
巳
朔
廿
三
日
癸
卯
、
長
史
同
痴
敦
煌
長
史
武
君
諱
斑
、
字
宣
張
〔碑
文
下
略
〕
右
、
敦
煌
長
史
武
君
之
碑
、
隷
額
在
二
済
州
任
城
の
武
君
名
斑
、
字
宣
張
、
従
事
梁
之
猶
子
、
呉
郡
府
丞
開
明
之
元
子
、
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執
金
吾
丞
栄
之
兄
也
。
以
二
冲
帝
永
嘉
元
年
一卒
。
碑
者
、
後
三
年
、
同
舎
郎
史
恢
曹
芝
六
人
所
レ立
。
字
小
石
損
、
官
寿
残
失
。
威
宗
建
和
之
元
年
、
開
明
為
二其
兄
一立
レ
闕
。
刻
二
其
傍
一云
、
宣
張
仕
二済
陰
司
年
二
十
五
、曹
府
君
察
二
孝
廉
訥
除
二
敦
煌
長
史
司
被
レ病
夭
歿
、
苗
秀
不
レ遂
。
闕
以
二
二
月
癸
丑
一作
、
碑
以
二
二
月
癸
卯
一立
。
相
去
浹
辰
之
間
〔下
略
〕
右
は
、
汪
日
秀
本
で
あ
る
が
、
泰
定
本
(ま
た
、
現
存
分
の
王
雲
鷺
　
　
本
)
も
異
同
は
な
い
。
班
碑
が
「建
□
元
年
太
歳
在
丁
亥
」
で
始
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
欧
陽
脩
の
集
古
録
巻
三
(「首
書
云
」
と
あ
る
)
や
秦
の
集
古
録
目
一
(雲
自
在
龕
叢
書
本
)
に
、
早
く
か
ら
記
載
さ
れ
た
事
実
で
(金
石
録
に
は
言
及
が
な
い
)、
斑
碑
の
本
文
は
実
際
、
建
和
元
(
一
四
七
)
年
の
斑
碑
の
制
作
を
記
す
こ
と
か
ら
、
書
き
始
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
武
斑
は
永
嘉
元
(
一
四
五
)
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
二
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
(上
掲
の
斑
碑
注
に
、
「後
三
年
…
…
所
レ立
」
と
す
る
)
。
そ
し
て
、
右
の
斑
碑
注
に
お
い
て
、
第
一
に
問
題
と
な
る
の
が
傍
線
部
、
威
宗
建
和
之
元
年
、
開
明
為
二其
兄
一立
レ闕
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
兄
は
、
武
梁
を
指
し
て
い
る
(斑
碑
注
の
猶
子
は
、
兄
の
子
つ
ま
り
甥
の
こ
と
で
、
元
子
は
、
長
子
の
意
)。
す
る
と
、
こ
の
闕
は
、
同
じ
建
和
元
(
一
四
七
)
年
に
作
ら
れ
た
西
闕
銘
と
、
一
体
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
問
題
と
な
る
の
が
波
線
部
、
そ
の
闕
に
彫
ら
れ
て
い
た
と
思
し
い
、
「
宣
張
仕
二済
陰
一」
以
下
の
句
で
あ
ろ
う
(済
陰
郡
は
、
山
東
省
曹
県
西
北
)。
こ
の
「宣
張
」
云
々
の
句
は
、
全
く
同
じ
も
の
が
西
闕
銘
に
見
え
て
お
り
、
そ
れ
は
大
体
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
問
題
の
内
、
前
者
が
即
ち
、
ニ
ラ
ン
女
史
に
よ
り
、
金
石
録
と
の
く
い
違
い
を
指
摘
さ
れ
た
問
題
に
当
た
っ
て
い
て
、
女
史
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
斑
碑
注
に
言
う
闕
を
、
西
闕
銘
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
西
闕
銘
を
論
じ
る
ニ
ラ
ン
女
史
の
立
場
を
確
認
し
た
い
。
不
思
議
な
こ
と
に
前
者
、
つ
ま
り
隷
釈
の
斑
碑
注
を
上
げ
て
、
そ
の
金
石
録
と
の
く
い
違
い
を
鋭
く
追
及
す
る
女
史
が
、
ど
う
い
う
訳
か
、
後
者
の
問
題
に
は
触
れ
よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
慮
る
に
や
は
り
、
女
史
が
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
に
拠
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
四
庫
本
、
王
雲
鷺
本
に
は
、
前
者
は
あ
る
が
(但
し
、
「従
事
武
梁
碑
」
の
記
述
に
誤
る
。
図
二
、
A
)
、
後
者
は
な
い
か
ら
で
あ
る
(同
、
B
)
。
こ
の
こ
と
が
、
お
そ
ら
く
女
史
の
後
者
を
無
視
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
汪
日
秀
本
を
改
竄
本
と
見
做
し
、
汪
日
秀
本
に
拠
っ
て
図
二
、
A
-
E
の
復
原
手
続
き
を
踏
ま
な
い
女
史
は
、
多
分
、
後
者
(「宣
張
」
云
々
句
。
B
)
が
前
者
(武
開
明
が
兄
武
梁
の
た
め
に
作
っ
た
闕
。
A
)
の
句
で
あ
る
こ
と
を
、
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、
A
を
上
げ
れ
ば
、
当
然
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
い
B
を
、
女
史
の
無
視
す
る
不
自
然
さ
も
、
理
解
出
来
る
。
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し
か
し
、
女
史
は
、
A
と
B
の
関
係
に
気
付
か
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
斑
碑
注
に
お
け
る
B
(「宣
張
」
云
々
句
)
と
西
闕
銘
と
の
関
係
に
は
、
気
が
付
い
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
、
女
史
が
全
然
別
の
箇
所
、
五
二
七
頁
の
終
わ
り
の
部
分
で
、
a
n
d
a
le
n
g
t
h
y
d
e
s
c
r
ip
t
io
n
is
u
s
e
d
o
n
c
e
in
th
e
p
illa
r-
g
a
te
in
s
c
rip
t
io
n
a
n
d
o
n
c
e
in
t
h
e
W
u
L
ia
n
g
c
o
m
m
e
n
ta
ry
b
u
t
a
p
p
lie
d
to
d
if
e
re
n
t
s
u
b
-
je
c
ts
°
(応
用
す
る
動
機
こ
そ
異
な
る
が
、
非
常
に
長
い
記
述
が
、
一度
は
西
闕
銘
に
、
一度
は
武
梁
の
注
釈
に
使
わ
れ
て
い
る
。)
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
女
史
が
そ
こ
で
、
≦
=
L
ia
n
g
c
o
m
-
m
e
nta
ry
と
言
っ
て
い
る
点
に
、
注
目
し
た
い
。
女
史
は
、
B
(「宣
張
」
云
々
句
)
が
、
斑
碑
注
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
斑
碑
注
と
は
決
し
て
言
わ
な
い
。
そ
の
こ
と
が
問
題
な
の
は
、
そ
の
事
実
自
体
が
、
ニ
ラ
ン
女
史
が
B
即
ち
、
四
部
叢
刊
所
収
の
隷
釈
に
お
い
て
、
王
雲
鷺
本
の
欠
落
を
補
う
べ
く
挿
入
さ
れ
た
泰
定
本
を
、
殆
ど
無
批
判
に
梁
碑
注
と
見
做
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
文
献
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
女
史
の
無
定
見
さ
は
、
例
え
ば
西
闕
銘
を
論
じ
る
女
史
の
立
場
に
、
結
果
と
し
て
強
い
疑
い
を
抱
か
せ
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
さ
て
、
斑
碑
注
の
続
き
に
は
、
注
意
す
べ
き
一
節
が
あ
っ
て
、
闕
以
二
二
月
癸
丑
一作
、
碑
以
二
二
月
癸
卯
一立
。
相
去
浹
辰
之
間
し
よ
う
し
ん
と
記
し
て
い
る
。
ま
ず
浹
辰
は
、
十
二
支
の
一
廻
り
で
、
普
通
十
二
日
間
の
こ
と
を
言
う
が
、
こ
こ
は
、
十
干
の
一
廻
り
(癸
卯
-
癸
丑
)、
十
日
間
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
月
癸
卯
は
、
二
月
二
十
三
日
の
こ
と
だ
か
ら
(斑
碑
)
、
「
闕
以
二
二
月
癸
丑
㎜作
」
の
二
月
は
、
三
月
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
一
節
か
ら
、
武
開
明
が
兄
梁
の
た
め
に
作
っ
た
闕
は
、
斑
碑
が
出
来
て
十
日
後
、
三
月
四
日
に
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
日
は
ま
た
、
西
闕
銘
の
完
成
し
た
日
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
も
し
隷
釈
の
「開
明
為
二
其
兄
一立
レ
闕
」
が
誤
り
で
な
け
れ
ば
、
西
闕
銘
と
は
別
の
闕
が
、
同
じ
日
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
(誤
り
だ
と
す
る
と
、
右
の
一
節
は
、
西
闕
銘
の
こ
と
を
記
し
た
こ
と
に
な
る
)
。
こ
の
こ
と
は
女
史
も
ま
た
、
仮
定
と
し
て
h
yp
o
-
th
e
tic
a
lly
で
は
あ
る
が
、
認
め
て
い
る
(注
46
)
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
闕
の
「傍
」
に
は
、
西
闕
銘
の
後
半
と
同
じ
、
「宣
張
」
云
々
の
句
が
刻
さ
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(「傍
云
」
の
傍
は
、
側
面
か
)
。
即
ち
、
隷
釈
の
斑
碑
注
に
よ
れ
ば
、
西
闕
銘
の
作
ら
れ
た
建
和
元
年
三
月
四
日
に
は
、
西
闕
銘
と
は
別
の
闕
が
、
武
開
明
に
よ
っ
て
兄
梁
の
た
め
に
作
ら
れ
て
お
り
(傍
線
部
)
、
さ
ら
に
そ
の
闕
の
「傍
」
に
も
、
西
闕
銘
後
半
に
見
え
る
の
と
同
じ
、
「宣
張
」
云
々
の
句
(波
線
部
)
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
掲
年
表
の
若
干
立
て
込
ん
だ
、
建
和
元
年
の
項
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
こ
で
、
二
月
に
斑
碑
が
作
ら
れ
、
69H
三
月
に
二
つ
の
闕
が
作
ら
れ
た
、
そ
の
年
の
武
氏
一
門
の
情
況
を
考
え
て
み
る
。
建
和
元
年
の
前
後
は
、
金
郷
の
武
氏
が
大
き
な
変
化
を
迎
え
た
時
期
の
よ
う
だ
。
ま
ず
二
年
前
の
永
嘉
元
(
一
四
五
)
年
に
は
、
武
開
明
の
母
即
ち
、
武
始
公
達
四
兄
弟
の
母
が
没
し
(開
明
碑
)、
さ
ら
に
武
開
明
の
長
子
、
武
斑
が
亡
く
な
る
と
い
う
悲
運
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
(斑
碑
)。
そ
し
て
、
翌
建
和
二
年
(
一
四
八
)
年
に
は
、
武
開
明
も
没
し
(開
明
碑
)
、
そ
の
三
年
後
の
元
嘉
元
(
一
五
一
)
年
に
は
、
武
梁
が
亡
く
な
っ
て
い
る
(梁
碑
)
の
で
あ
る
。
所
謂
武
梁
画
象
は
、
そ
の
こ
と
と
深
く
関
係
す
る
が
(梁
碑
)、
一
方
、
武
氏
祠
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
の
は
、
武
氏
関
連
の
五
つ
の
碑
文
が
、
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
(武
栄
碑
の
み
や
や
遅
れ
る
)。
さ
て
、
元
嘉
元
年
に
没
し
た
武
斑
を
傷
み
、
同
僚
の
史
恢
等
が
碑
を
作
り
、
ま
た
、
亡
き
母
を
偲
ん
で
、
武
始
公
等
兄
弟
四
人
が
西
闕
銘
を
作
り
、
さ
ら
に
趣
旨
は
不
明
な
が
ら
、
武
開
明
が
兄
梁
の
た
め
に
闕
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
同
時
に
計
画
さ
れ
、
進
行
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
共
に
建
和
元
年
に
完
成
し
、
碑
は
二
月
二
十
三
日
に
、
二
つ
の
闕
は
十
日
後
の
三
月
四
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
を
遂
げ
て
い
る
。
碑
は
そ
の
年
紀
を
首
書
し
、
二
つ
の
闕
は
、
同
時
に
進
行
し
た
武
斑
の
閲
歴
を
、
同
文
で
書
き
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
和
元
年
に
お
け
る
各
事
業
の
相
関
性
を
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(清
、
桂
馥
の
札
樸
巻
八
「武
氏
石
闕
」
に
、
「其
碑
先
レ闕
十
日
立
、
与
レ闕
同
時
起
工
、
故
闕
文
牽
連
及
レ
之
L
と
あ
る
)
。ニ
ラ
ン
論
文
二
章
の
結
論
は
、
武
氏
に
関
わ
る
五
つ
の
碑
文
が
、
歴
史
資
料
た
り
得
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
取
り
分
け
洪
這
に
対
し
て
辛
辣
な
批
判
を
浴
び
せ
、
加
え
て
、
洪
這
に
よ
る
碑
文
の
捏
造
を
さ
え
、
強
く
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
五
二
七
頁
以
下
の
結
論
部
か
ら
二
、
三
、
気
の
付
い
た
問
題
を
上
げ
て
、
小
稿
の
結
び
と
す
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
斑
碑
に
関
す
る
、
女
史
の
批
判
で
あ
る
。
T
h
e
re
le
v
a
n
t
g
a
z
e
t
e
e
rs
fu
r
th
e
r
in
c
re
a
s
e
o
u
r
p
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p
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x
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:
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e
J
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o
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h
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p
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p
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e
s
a
W
u
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J
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x
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n
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w
it
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h
e
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t
w
o
lin
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f
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e
a
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e
v
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H
o
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e
c
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a
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e
a
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w
a
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w
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e
n
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c
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r
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a
l
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c
rip
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5
2
.J
iz
h
o
u
jin
s
h
i
z
h
i,
c
o
m
p
.
X
u
Z
o
n
g
g
a
n
(n
.p
.,1
8
4
3
),
j
u
a
n
7
.
3
b
-
6
b
.
(関
連
す
る
地
志
類
が
我
々
の
混
乱
を
な
お
一
層
深
め
る
。
済
州
金
石
志
(
済
州
に
お
け
る
金
石
の
記
録
、
一
八
四
三
年
刊
)
は
、
例
え
ば
、
篆
書
二
行
の
碑
額
を
も
つ
武
斑
碑
を
、
嘉
祥
に
配
置
す
る
。
洪
這
が
、
武
斑
の
碑
額
は
隷
書
で
書
か
れ
て
い
た
と
、
特
に
言
明
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
で
あ
る
。
52
52
.
済
州
金
石
志
、
全
。
徐
宗
幹
(刊
行
地
記
載
な
し
、
一
八
四
三
年
)
、
巻
7
。
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3
b
1
6
b
。
)
右
の
記
述
で
、
女
史
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
清
、
徐
宗
幹
撰
、
済
州
金
石
志
巻
七
「嘉
祥
石
」
に
、
故
敦
煌
長
史
武
君
之
碑
篆
額
二
行
と
あ
る
こ
と
と
(3
b
1
6
b
の
丁
数
表
示
は
、
1
a
1
3
b
が
正
し
い
)
、
隷
釈
巻
六
の
斑
碑
注
に
、
隷
額
在
二済
州
任
城
一
と
記
す
こ
と
と
の
、
矛
盾
を
衝
い
た
も
の
で
あ
る
。
女
史
の
言
い
分
に
よ
れ
ば
、
斑
碑
の
碑
額
に
は
、
恰
も
篆
書
で
書
か
れ
た
も
の
と
隷
書
で
書
か
れ
た
も
の
と
、
全
く
異
な
る
二
種
の
碑
額
を
も
つ
も
の
が
あ
る
か
の
如
き
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
同
じ
済
州
金
石
志
、
斑
碑
の
末
尾
に
、
按
、
此
刻
八
分
書
、
文
十
三
行
、
題
名
五
行
。
在
二嘉
祥
城
南
二
十
八
里
武
霍
村
紫
雲
山
武
氏
祠
内
一
と
あ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
(山
左
金
石
志
巻
七
、
斑
碑
に
も
、
「八
分
書
、
篆
額
」
と
あ
る
)
、
関
野
貞
は
、
「圭
首
に
し
て
穿
あ
り
。
穿
の
上
に
八
分
書
「
故
敦
煌
長
史
武
君
之
碑
」
の
題
額
を
二
行
に
記
し
、
穿
下
に
文
を
刻
せ
り
L
と
言
っ
て
い
る
(前
掲
書
十
三
章
丁
は
つ
ぶ
ん
し
よ
ω
)。
そ
も
そ
も
斑
碑
の
書
体
は
、
八
分
書
(秦
の
書
体
。
篆
書
と
隷
書
の
中
間
の
字
体
。
『大
字
源
』
『新
字
源
』
の
「
八
分
」
参
照
)
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
見
方
に
よ
っ
て
篆
書
と
も
隷
書
と
も
言
い
得
る
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
「篆
額
」
(済
州
金
石
志
)
や
「隷
額
L
(
隷
釈
)
の
呼
称
は
、
必
ず
し
も
斑
碑
が
二
種
類
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
斑
碑
の
碑
額
は
、
現
在
読
み
取
り
得
な
い
も
の
な
が
ら
、
右
の
女
史
の
批
判
は
、
例
に
よ
っ
て
斑
碑
そ
の
も
の
と
は
関
わ
ら
ぬ
事
柄
と
す
べ
き
で
あ
る
。
.
次
に
掲
げ
る
の
は
、
ニ
ラ
ン
論
文
二
章
の
注
53
、
54
で
あ
る
。
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.
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p
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(
53
.
〔前
略
〕
水
経
注
碑
録
(2
N
)
68
頁
は
、
洪
這
に
よ
る
判
断
ミ
ス
の
或
る
実
例
を
指
摘
し
て
、
「
そ
れ
ら
[証
拠
の
断
片
]
が
粗
雑
な
や
り
方
で
互
い
に
一
致
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。」
(粗
為
符
合
)
と
い
う
理
由
で
、
彼
を
非
難
し
て
い
る
。
　9　
四
庫
全
書
の
慎
重
な
編
者
達
は
、
洪
の
武
梁
に
関
す
る
全
く
当
て
に
な
ら
な
い
報
告
を
責
め
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
洪
は
「言
い
回
し
を
過
度
に
引
き
伸
ば
す
こ
と
を
避
け
な
か
っ
た
。」
(未
免
牽
合
其
詞
)。
隷
釈
に
対
す
る
彼
等
の
序
文
(四
庫
版
)、
巻
鯉
、
姐
頁
(3
a
-
3
b
)
を
見
よ
。
54
.
「
闕
憤
伝
講
」
(「
〔有
資
格
者
の
印
で
あ
る
〕
帽
子
を
冠
る
以
前
に
、
彼
は
伝
達
講
義
を
行
っ
た
。
」
)
の
句
は
、
集
古
録
巻
3
/
21
a
に
は
見
え
な
い
も
の
だ
が
、
武
栄
と
武
梁
の
両
方
で
言
わ
れ
て
い
る
。
武
栄
碑
に
用
い
ら
れ
た
第
二
の
常
套
句
、
「広
学
甄
徹
」
(「彼
の
幅
広
い
学
問
は
徹
底
し
た
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
全
て
の
聖
典
を
読
破
し
た
。
」)
は
、
武
梁
碑
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
(「彼
の
幅
広
い
学
問
は
徹
底
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ど
の
分
野
で
あ
れ
、
究
め
損
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
)。
)
注
53
の
ω
⊆
N
は
、
施
蟄
存
氏
『
水
経
注
碑
録
』
(天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
巻
二
、
四
一
「
漢
司
隷
校
尉
魯
峻
碑
及
石
室
画
像
」
に
記
さ
れ
た
、
洪
這
(
隷
続
)
へ
の
評
語
「
粗
為
符
合
」
の
意
味
を
、
女
史
は
、
c
ru
d
e
ly
m
a
k
in
g
th
e
m
[p
ie
c
e
s
o
f
e
v
id
e
n
c
e
]
fit
to
g
e
t
h
e
r
と
、
ま
る
で
洪
這
が
証
拠
の
断
片
を
無
造
作
に
継
ぎ
合
わ
せ
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
証
拠
を
作
り
上
げ
た
か
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
、
女
史
に
よ
る
「粗
為
符
合
」
原
文
の
、
全
く
の
誤
読
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『水
経
注
碑
録
』
巻
二
、
六
十
八
頁
の
一
部
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
(隷
続
巻
十
七
「魯
峻
石
壁
残
画
象
」
、
隷
釈
巻
九
「司
隷
校
尉
魯
峻
碑
」
参
照
)。
《隷
続
》
又
著
録
《
魯
峻
石
壁
残
画
像
》
三
幅
、
井
広
三
尺
、
高
二
尺
、
有
題
字
四
十
八
榜
。
洪
氏
云
、
『蔵
此
者
不
知
為
何
人
碑
、
既
有
九
江
標
榜
、
又
有
屯
騎
職
掌
、
更
有
先
賢
形
像
、
定
為
魯
峻
石
壁
所
刻
、
其
誰
日
不
然
。
』
又
云
、
『
又
有
二
石
、
長
過
于
此
、
所
画
冠
剣
人
物
、
絶
類
九
江
石
壁
、
因
疑
此
二
石
亦
是
魯
祠
四
壁
者
。』
可
知
洪
氏
僅
拠
石
画
題
榜
『君
為
九
江
太
守
時
』
諸
語
、
考
之
魯
峻
碑
文
、
粗
為
符
合
、
遂
断
定
其
所
得
者
為
魯
峻
祠
石
壁
所
刻
、
窃
恐
其
猶
有
可
疑
也
。
惜
趙
明
誠
于
其
所
得
画
像
無
跋
、
遂
不
克
為
洪
説
参
証
。
呉
玉
措
云
、
『石
祠
画
像
、
久
矣
不
存
。』
故
洪
氏
以
後
、
不
更
見
著
録
。
然
今
山
東
博
物
館
中
漢
画
残
石
累
累
、
恐
其
間
猶
有
魯
祠
旧
刻
、
一
失
其
所
、
夷
于
隠
淪
、
物
与
人
有
同
然
矣
『水
経
注
碑
録
』
の
傍
線
部
「粗
為
符
合
」
は
、
洪
這
が
、
或
る
画
象
に
つ
い
て
、
魯
峻
碑
の
記
す
官
歴
、
「九
江
太
守
」
や
「屯
騎
校
尉
」
な
ど
が
、
画
象
中
の
榜
題
と
一
致
す
る
所
か
ら
、
そ
の
画
象
を
魯
峻
石
壁
画
象
と
判
断
し
た
こ
と
に
対
し
、
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
「
〔洪
造
の
考
え
は
〕
お
お
よ
そ
は
合
っ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
洪
這
の
入
手
し
た
画
象
を
、
魯
峻
祠
の
石
壁
に
彫
ら
れ
た
も
の
だ
と
断
定
し
て
し
ま
う
の
は
、
実
際
の
所
、
ま
だ
疑
問
の
残
ろ
う
こ
と
が
気
に
掛
か
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
じ
注
53
の
中
で
、
次
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
隷
釈
の
四
庫
提
要
で
あ
る
。
ニ
ラ
ン
女
史
は
、
四
庫
提
要
か
ら
、
洪
這
に
関
す
る
「未
免
牽
合
其
詞
」
と
い
う
句
を
引
用
し
、
そ
れ
を
、
究研　礎基S石象　祠氏武9　
H
o
n
g
h
a
d
"
n
o
t
a
v
o
id
e
d
s
t
re
tc
h
in
g
t
h
e
w
o
rd
in
g
"
と
解
釈
し
て
、
洪
這
が
原
文
の
言
い
回
し
を
過
度
に
引
き
伸
ば
し
、
根
拠
の
な
い
余
計
な
意
味
を
付
け
加
え
た
こ
と
に
対
す
る
、
提
要
編
者
の
批
判
の
如
く
に
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
も
、
女
史
が
「
未
免
牽
合
其
詞
」
を
誤
読
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
庫
提
要
の
該
当
部
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
武
梁
祠
堂
画
象
、
武
氏
本
不
レ著
二
名
字
訥
這
因
三武
梁
碑
有
二
後
建
祠
堂
雕
文
刻
画
之
語
ハ
遂
定
為
二
武
梁
祠
堂
の
按
、
梁
卒
二
於
桓
帝
元
嘉
元
年
訥
而
画
像
文
中
有
二
魯
荘
公
字
訥
不
二
諱
改
フ
厳
、
則
当
二
是
明
帝
以
前
所
フ
作
。
金
石
録
作
二
武
氏
石
室
画
象
訥
較
為
二詳
審
の
這
未
レ免
三
牽
二
合
其
詞
一
T
h
e
c
a
re
fu
l
e
d
ito
rs
of
th
e
S
iku
q
u
a
n
s
h
u
と
い
う
筆
致
か
ら
、
女
史
は
、
四
庫
提
要
を
肯
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
、
四
庫
提
要
の
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
単
純
で
は
な
い
。
提
要
は
、
ま
ず
武
梁
画
象
中
の
「魯
荘
公
」
の
榜
題
(第
一
石
第
三
段
、
曹
沫
図
)
に
着
目
し
、
そ
れ
が
以
前
に
触
れ
た
後
漢
明
帝
(治
五
七
-
七
五
)
の
諱
、
荘
を
避
け
て
厳
と
改
め
る
べ
き
所
を
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
梁
画
象
は
「
明
帝
以
前
所
レ作
」
に
違
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
武
梁
は
元
嘉
元
(
一
五
一
)
年
に
没
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
洪
這
の
如
く
、
「武
梁
祠
堂
画
像
」
(隷
釈
巻
十
六
、
隷
続
巻
六
)
と
す
る
と
、
時
代
が
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
提
要
は
、
金
石
録
の
「漢
武
氏
石
室
画
像
」
(巻
二
、
巻
十
九
)
の
呼
称
を
是
と
し
、
洪
這
の
説
を
斥
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
洪
這
は
、
梁
碑
に
「後
建
祠
堂
」
「雕
文
刻
画
」
な
ど
の
語
の
あ
る
こ
と
を
以
っ
て
、
件
の
画
象
を
「
武
梁
祠
堂
画
像
」
と
命
名
し
て
い
る
の
で
(隷
釈
巻
十
六
)
、
提
要
は
、
そ
の
洪
這
の
説
の
根
拠
を
否
定
す
べ
く
、
「這
未
レ免
レ牽
二合
其
詞
一」
(洪
這
は
、
単
に
見
掛
け
上
、
関
連
が
あ
り
そ
う
な
梁
碑
の
表
現
を
、
画
象
に
引
き
合
わ
せ
た
だ
け
の
こ
と
だ
)
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
例
え
ば
女
史
の
如
く
、
不
用
意
に
四
庫
提
要
の
洪
這
批
判
を
肯
定
す
る
と
、
そ
れ
に
付
随
し
て
、
武
梁
画
象
を
明
帝
以
前
、
一
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
う
点
が
、
聊
か
厄
介
で
あ
る
。
武
梁
画
象
が
明
帝
以
前
の
も
の
と
は
、
到
底
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
陳
垣
の
史
諱
挙
例
が
参
考
と
な
る
。
そ
の
巻
一
「避
諱
改
字
例
」
に
、
後
漢
明
帝
の
諱
、
荘
を
避
け
な
い
例
と
し
て
、
和
平
元
〔
一
五
〇
〕
年
厳
訴
碑
日
「兆
自
楚
荘
」
、
延
熹
三
〔
一
六
〇
〕
年
孫
叔
敖
碑
日
「荘
王
置
酒
以
為
楽
」
、
中
平
元
〔
一
八
四
〕
年
郭
究
碑
日
、
「厳
荘
可
畏
」、
是
不
レ避
レ荘
と
あ
っ
て
、
「則
漢
時
避
諱
之
法
亦
疏
、
六
朝
而
後
、
始
漸
趨
二
厳
密
一耳
」
と
言
う
。
武
梁
画
象
の
「魯
荘
公
」
も
、
同
様
の
例
に
属
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
四
庫
提
要
の
洪
這
批
判
を
引
用
す
る
女
史
は
、
そ
の
批
判
を
前
提
と
し
て
導
か
れ
た
、
提
要
の
結
論
を
も
認
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
可
解
な
こ
と
に
、
女
史
は
、
O02
提
要
の
結
論
を
認
め
る
ど
こ
ろ
か
、
提
要
と
は
全
く
正
反
対
の
見
解
を
取
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
と
言
う
の
は
、
ニ
ラ
ン
論
文
三
章
の
注
48
(鰯
頁
)
を
見
る
と
、
T
he
S
ik
u
q
u
an
sh
u
e
d
ito
rs
a
d
o
pte
d
G
u
's
v
ie
w
in
th
e
p
re
fac
e
to
H
o
n
g
G
u
a
's
w
o
rk
.
(四
庫
全
書
の
編
者
達
は
、
洪
造
の
作
品
〔隷
釈
〕
へ
の
序
文
〔提
要
〕
に
お
い
て
、
顧
〔藹
吉
〕
の
見
方
を
採
用
し
た
。)
と
あ
っ
て
、
女
史
は
、
顧
藹
吉
の
隷
弁
巻
八
の
、
愚
按
、
画
象
中
所
レ
題
魯
荘
公
荘
字
、
不
レ
避
二
明
帝
諱
訥
似
レ
非
二
武
梁
祠
堂
所
フ
刻
。
梁
蓋
卒
二
於
桓
帝
時
一也
:
…
・武
氏
有
二
数
墓
ハ
不
レ
能
レ
定
三
此
刻
為
二
何
人
墓
前
者
司
当
下
従
三
金
石
録
題
為
二
武
氏
石
室
画
象
一
可
上
耳
(
同
治
十
二
年
重
刊
本
。
四
庫
本
も
同
じ
)
を
、
提
要
の
「
按
」
以
下
が
基
づ
く
所
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
(
注
48
に
は
、
O
⊆
A
iji,
L
、
b
ia
n
,
ju
a
n
8
/
3
8
b
-4
0
a
.6
`
参
照
指
示
〈
四
庫
本
〉
が
あ
る
)
、
さ
ら
に
そ
の
隷
弁
の
記
述
に
つ
い
て
、
三
章
五
三
五
頁
右
に
、
In
s
te
a
d
,
h
e
s
ta
t
e
s
p
la
in
ly
t
h
a
t
t
h
e
la
b
e
ls
h
e
k
n
o
w
s
,
w
h
ic
h
in
c
lu
d
e
a
r
e
f
e
re
n
c
e
t
o
D
u
k
e
Z
h
u
a
n
g
o
f
L
u
,
c
a
n
n
o
t
d
a
te
fro
m
E
a
s
t
e
rn
H
a
n
,
(代
わ
り
に
、
彼
〔顧
藹
吉
〕
は
、
彼
の
手
許
に
あ
る
、
魯
の
荘
公
へ
の
言
及
を
含
ん
だ
榜
題
〔
を
有
す
る
画
象
石
の
制
作
年
代
〕
は
、
後
漢
に
は
溯
り
得
な
い
と
は
っ
き
り
明
言
し
て
い
る
)
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
女
史
は
、
提
要
の
前
提
と
す
る
洪
這
批
判
は
引
用
す
る
が
、
武
梁
画
象
を
明
帝
以
前
と
す
る
結
論
は
認
め
ず
、
逆
に
、
そ
れ
を
後
漢
に
さ
え
溯
り
得
な
い
と
す
る
、
顧
藹
吉
の
説
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
女
史
の
提
要
の
引
き
方
は
、
自
説
に
都
合
の
良
い
部
分
だ
け
を
引
用
し
て
、
あ
と
を
無
視
す
る
、
聊
か
恣
意
的
な
面
が
目
立
ち
、
信
用
し
難
い
の
だ
が
、
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
顧
藹
吉
が
武
梁
画
象
を
「後
漢
に
は
溯
り
得
な
い
c
a
n
n
o
t
d
a
te
fro
m
E
a
ste
rn
H
a
n
と
は
っ
き
り
明
言
し
N
い
る
s
ta
te
s
p
la
in
ly
」
と
、
女
史
が
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
上
記
隷
弁
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
「
私
〔顧
藹
吉
〕
が
思
う
に
、
〔武
梁
〕
画
象
中
に
榜
題
さ
れ
た
、
魯
荘
公
の
荘
の
字
は
、
明
帝
の
諱
〔荘
〕
を
避
け
て
お
ら
ず
、
〔そ
の
榜
題
は
〕
武
梁
祠
堂
に
彫
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
梁
は
大
体
、
桓
帝
の
時
に
亡
く
な
っ
て
い
る
…
…
武
氏
に
は
幾
つ
も
の
墓
が
あ
る
〔と
金
石
録
に
言
う
通
り
〕
、
こ
の
彫
り
物
を
、
誰
の
墓
前
の
も
の
と
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
お
よ
そ
金
石
録
が
武
氏
石
室
画
象
と
名
付
け
て
い
る
の
に
従
う
の
が
よ
か
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
顧
藹
吉
は
、
「後
漢
に
は
溯
り
得
な
い
」
な
ど
と
は
、
少
し
も
述
べ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
隷
弁
巻
二
、
平
声
下
陽
第
十
の
「荘
」
を
開
く
と
、
そ
こ
に
は
、
武
梁
祠
堂
画
象
、
魯
1
公
。
按
、
後
漢
明
帝
諱
荘
。
故
若
二
荘
周
荘
助
訥
皆
改
為
レ厳
。
諸
碑
荘
字
、亦
従
二変
体
一…
…
惟
此
作
レ
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荘
。
不
レ
著
二
年
月
訥
其
在
二
明
帝
前
一乎
。
金
石
録
名
レ此
為
二
武
氏
石
室
画
象
訥
未
レ
定
二
武
氏
何
人
司
隷
釈
以
二武
梁
碑
一…
…
遂
定
為
二武
梁
祠
堂
画
象
訥
武
梁
卒
二於
桓
帝
元
嘉
元
年
の
恐
未
二
必
是
一也
と
あ
っ
て
、
顧
藹
吉
の
武
梁
画
象
に
対
す
る
捉
え
方
は
、
「其
在
二
明
帝
前
一乎
」
、
即
ち
、
後
漢
の
明
帝
以
前
か
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
提
要
の
「明
帝
以
前
所
レ
作
」
は
、
こ
れ
も
顧
藹
吉
の
説
に
添
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
女
史
の
、
顧
藹
吉
が
武
梁
画
象
を
「後
漢
に
は
溯
り
得
な
い
o
gD
ヨ
9
α
Φ
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∋
E
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H
a
n
と
、
は
っ
き
り
明
言
し
N
い
る
sta
te
s
p
la
in
ly
と
い
う
主
張
は
、
全
く
事
実
に
反
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
女
史
の
右
の
主
張
は
、
学
問
的
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
嘘
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
女
史
は
、
隷
弁
を
正
し
く
読
ん
で
い
な
い
こ
と
が
、
確
か
で
あ
る
。
私
が
甚
だ
理
解
し
難
く
思
う
の
は
、
ニ
ラ
ン
論
文
二
章
注
53
に
指
摘
さ
れ
た
『水
経
注
碑
録
』
に
せ
よ
、
四
庫
提
要
に
せ
よ
、
或
い
は
、
右
の
顧
藹
吉
(隷
弁
)
に
せ
よ
、
そ
の
片
言
隻
句
を
掴
ま
え
て
、
資
料
か
ら
見
れ
ば
、
大
変
無
理
の
あ
る
洪
這
批
判
、
武
梁
画
象
批
判
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
、
女
史
の
姿
勢
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、
ニ
ラ
ン
論
文
注
53
以
下
に
お
け
る
洪
迢
、
ま
た
、
武
梁
画
象
に
対
し
て
な
さ
れ
た
非
難
は
、
い
ず
れ
も
洪
這
、
ま
た
、
武
梁
画
象
に
と
っ
て
本
来
謂
わ
れ
の
な
い
、
迷
惑
千
万
な
言
い
掛
か
り
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、
洪
這
、
そ
し
て
、
武
梁
画
象
の
た
め
に
、
こ
こ
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
最
後
に
、
注
54
は
、
「
闕
憤
伝
講
」、
「広
学
甄
徹
」
と
い
う
二
句
が
、
栄
碑
と
梁
碑
と
に
共
通
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
を
、
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
(集
古
録
の
丁
数
表
示
は
、
2
a
が
正
し
い
)。
栄
碑
は
、
集
古
録
と
隷
釈
に
の
み
記
載
さ
れ
る
が
、
集
古
録
に
二
句
の
見
え
な
い
の
は
、
拓
本
が
悪
か
っ
た
の
だ
ろ
う
(「其
餘
文
字
残
缺
」
等
と
あ
る
)。
梁
碑
は
、
金
石
録
と
隷
釈
と
に
記
載
さ
れ
、
二
句
の
前
者
(「闕
磧
伝
講
」
)
は
、
両
書
に
見
え
て
い
る
。
後
者
が
金
石
録
に
見
え
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
省
略
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
武
栄
、
武
梁
の
二
人
は
、
共
に
学
問
に
精
励
し
た
点
、
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
叙
し
た
措
辞
が
、
た
ま
た
ま
一
致
し
た
だ
け
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
(「闕
嘖
伝
講
」
句
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
一
考
を
要
す
る
)
。
ニ
ラ
ン
論
文
二
章
の
結
論
部
に
お
い
て
、
女
史
は
、
武
氏
一
族
に
関
す
る
歴
史
資
料
と
し
て
の
、
五
つ
の
碑
文
を
否
定
し
(枷
頁
左
)
、
そ
れ
ら
は
、
武
氏
一
族
の
実
在
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
(
脚
頁
右
)
。
ま
た
、
特
に
洪
這
の
隷
釈
を
中
心
と
す
る
記
録
類
に
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
大
な
欠
陥
が
予
想
さ
れ
る
と
述
べ
(同
)
、
剰
え
女
史
は
、
そ
れ
ら
が
洪
這
な
い
し
、
南
宋
以
降
の
何
人
か
に
よ
り
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
さ
え
、
強
く
示
唆
し
て
い
る
(嬲
、
珈
頁
)。
そ
し
て
、
女
史
は
そ
の
結
果
と
し
て
、
所
謂
武
梁
202
画
象
を
始
め
と
す
る
武
氏
祠
画
象
石
を
、
従
来
の
武
氏
一
門
か
ら
切
り
離
し
、
複
数
の
軍
人
(武
人
)
貴
族
の
た
め
の
記
念
物
の
集
合
体
と
見
做
す
に
至
っ
て
い
る
(嬲
頁
)。
私
な
り
に
ニ
ラ
ン
論
文
=
°
ω
↓Φ
「Φ
ω
⊆
ヨ
ヨ
o
「<
の
結
論
を
要
約
す
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
で
は
、
ニ
ラ
ン
論
文
の
二
章
は
、
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
こ
れ
ま
で
の
武
氏
祠
画
象
石
に
関
す
る
通
説
は
、
学
問
的
に
も
は
や
成
り
立
た
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
、
否
で
あ
る
。
む
し
ろ
逆
に
、
成
り
立
た
な
い
の
は
、
ニ
ラ
ン
女
史
の
主
張
の
方
で
あ
る
、
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
以
下
に
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。
ま
ず
ニ
ラ
ン
女
史
の
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
五
つ
の
碑
文
に
対
す
る
批
判
は
、
上
に
見
て
来
た
如
く
、
諸
資
料
の
位
相
を
見
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
た
め
に
批
判
が
批
判
と
し
て
成
り
立
っ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
そ
の
歴
史
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
、
完
全
に
失
敗
し
て
い
る
。
問
題
提
起
と
し
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
数
多
い
の
だ
が
、
目
下
、
研
究
上
の
論
証
と
し
て
、
取
り
上
げ
る
に
足
る
点
は
、
皆
無
に
近
い
。
そ
し
て
、
五
つ
の
碑
文
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
主
要
な
提
供
者
で
も
あ
る
洪
這
を
批
判
す
る
こ
と
へ
と
、
必
然
的
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
女
史
の
洪
這
批
判
は
、
そ
も
そ
も
文
献
学
的
な
手
続
き
か
ら
見
て
、
甚
だ
疑
問
と
す
べ
き
も
の
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
例
え
ば
女
史
は
、
洪
這
の
隷
釈
の
本
文
を
使
う
に
際
し
、
基
本
的
に
四
庫
全
書
本
に
拠
っ
て
い
る
が
(二
章
注
2
)
、
一
方
で
汪
日
秀
本
を
軽
視
ま
た
、
無
視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
そ
の
女
史
の
方
針
が
、
果
し
て
ど
の
よ
う
な
論
証
の
結
果
を
招
く
か
、
こ
れ
も
上
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
武
斑
碑
、
武
梁
碑
の
本
文
を
見
失
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
出
口
の
な
い
迷
路
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
、
第
一
歩
に
外
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
女
史
は
、
恰
も
洪
這
に
当
て
付
け
る
如
く
、
記
録
類
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
洪
這
に
よ
る
碑
文
テ
キ
ス
ト
の
偽
造
の
可
能
性
を
さ
え
示
唆
し
て
い
る
。
所
謂
五
つ
の
碑
文
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
で
は
余
り
に
洪
這
が
気
の
毒
と
い
う
も
の
だ
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
少
な
く
と
も
女
史
の
主
張
す
る
点
に
お
い
て
、
洪
這
の
方
に
非
は
認
め
難
い
た
め
で
あ
る
。
欠
陥
が
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
女
史
の
批
判
の
方
で
あ
る
。
さ
ら
に
捏
造
を
非
難
さ
れ
る
べ
き
は
、
こ
れ
ま
た
、
女
史
の
批
判
の
方
な
の
で
は
な
い
か
。
故
に
、
女
史
の
r
/ri7-(批
判
は
、
学
問
的
に
殆
ど
成
立
し
て
お
ら
ず
、
多
く
が
言
い
掛
か
り
の
域
を
出
な
い
も
の
と
見
ざ
る
を
得
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
結
局
、
舌
鋒
鋭
い
女
史
の
批
判
に
も
関
わ
ら
ず
、
五
つ
の
碑
文
が
歴
史
性
を
失
っ
た
訳
で
は
な
く
、
ま
た
、
洪
這
に
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
非
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
従
来
の
武
氏
の
概
念
は
、
な
お
生
き
て
い
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
武
梁
画
象
を
武
氏
か
ら
切
り
離
す
理
由
は
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
女
史
の
主
張
す
る
如
く
、
そ
れ
を
敢
え
て
軍
人
(武
人
)
貴
族
へ
結
び
付
け
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
武
氏
祠
画
象
石
は
、
並
ぶ
も
の
の
な
い
極
め
て
貴
重
な
、
中
国
古
究研　礎基S石象　祠氏武MO2
代
の
文
化
遺
産
で
あ
り
、
武
氏
一
門
は
、
そ
の
ロ
マ
ン
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「確
証
あ
る
に
あ
ら
」
ず
、
「此
等
石
室
の
何
人
に
属
す
べ
き
者
た
る
や
は
明
か
な
ら
ざ
れ
ど
も
」
「
姑
く
之
に
従
ふ
」
と
い
う
、
冒
頭
に
引
い
た
関
野
の
言
葉
通
り
、
通
説
は
最
初
か
ら
資
料
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
認
め
て
い
る
。
ニ
ラ
ン
論
文
F
S
te
le
S
u
m
m
a
ry
を
、
例
え
ば
通
説
の
側
か
ら
眺
め
る
と
、
女
史
は
、
そ
の
「確
証
あ
る
に
あ
ら
ざ
」
る
一
面
を
、
忠
実
に
反
復
し
た
も
の
と
映
る
に
違
い
な
い
。
私
の
心
か
ら
尊
敬
す
る
、
中
国
古
代
石
刻
の
専
門
家
、
趙
超
教
授
は
、
現
存
す
る
武
斑
碑
、
武
栄
碑
、
西
闕
銘
が
、
宋
以
来
の
記
録
に
残
る
こ
と
、
漢
碑
と
し
て
の
正
し
い
様
式
に
則
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
偽
刻
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
言
う
。
私
も
趙
教
授
の
意
見
に
従
い
た
い
。
ニ
ラ
ン
論
文
の
=一.
T
h
e
W
u
L
ia
n
g
p
ic
to
ria
l
S
to
n
e
s
"
T
h
e
L
ite
ra
ry
E
v
id
e
n
c
e
も
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
三
章
に
つ
い
て
は
、
ま
た
機
会
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
付
記
私
の
乏
し
い
英
語
力
の
せ
い
で
、
私
が
ニ
ラ
ン
女
史
の
原
文
を
読
み
誤
り
、
も
し
間
違
っ
た
批
評
を
し
て
い
た
ら
、
女
史
に
お
詫
び
す
る
。
た
だ
、
何
と
言
っ
て
も
女
史
は
世
界
的
な
大
家
で
あ
っ
て
、
批
判
に
際
し
て
は
一
切
、
手
心
を
加
え
な
か
っ
た
。
万
一
、
礼
を
欠
く
よ
う
な
節
が
あ
っ
た
な
ら
、
女
史
の
寛
恕
を
乞
い
た
い
。
多
岐
に
亙
る
御
教
示
を
賜
っ
た
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
の
趙
超
教
授
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
教
授
の
助
言
が
な
け
れ
ば
、
小
稿
が
成
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
小
稿
は
、
平
成
17
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
(B
)
(1
)
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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